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平成22年６月第３回人吉市議会定例会会議録（第１号） 

平成22年６月１日 火曜日 

────────────────────────── 

１．議事日程第１号 

平成22年６月１日 午前10時 開議 

 日程第１ 会期の決定 

 日程第２ 会議録署名議員の指名 

 日程第３ 議第53号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度人吉市一般会計

補正予算（第２号）） 

 日程第４ 議第54号 平成22年度人吉市一般会計補正予算（第３号） 

 日程第５ 議第55号 平成22年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第６ 議第56号 平成22年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第７ 議第57号 人吉市職員の育児休業等に関する条例及び人吉市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第８ 議第58号 人吉市職員の退職手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

 日程第９ 議第59号 人吉市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 日程第10 議第60号 人吉市携帯電話等エリア整備基地局の設置及び管理に関する条例の

制定について 

 日程第11 議第61号 人吉市携帯電話等エリア整備事業分担金徴収条例の制定について 

 日程第12 議第62号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

 日程第13 議第63号 委託に関する協定の締結について 

 日程第14 議第64号 工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について 

 日程第15 議第65号 損害の賠償について 

 日程第16 議第66号 市道路線の廃止について 

 日程第17 議第67号 市道路線の認定について 

 日程第18 報第１号 平成21年度人吉市一般会計継続費繰越計算書の報告について 

 日程第19 報第２号 平成21年度人吉市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

 日程第20 報第３号 平成21年度人吉市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 

 日程第21 報第４号 くま川下り株式会社の経営状況について（第48期決算報告書及び第

49期事業計画書） 

 日程第22 議案の訂正について（議第30号 人吉市民まちづくり応援事業条例の制定につ

いて） 



- 30 -  

 日程第23 議案の訂正について（議第31号 人吉市民まちづくり応援事業審議会設置条例

の制定について） 

 日程第24 議案の訂正について（議第32号 人吉市男女共同参画推進条例の制定につい

て） 

 日程第25 議案の訂正について（議第33号 人吉市男女共同参画推進審議会設置条例の制

定について） 

────────────────────────── ────────────────────────── 

２．本日の会議に付した事件 

 ・議事日程のとおり 

────────────────────────── ────────────────────────── 

３．出席議員（20名） 

１番    松 岡 隼 人 君 

２番    井 上 光 浩 君 

３番    豊 永 貞 夫 君 

４番    川 野 精 一 君 

５番    笹 山 欣 悟 君 

６番    村 上 恵 一 君 

７番    西   信八郎 君 

８番    松 田   茂 君 

９番    永 山 芳 宏 君 

10番    福 屋 法 晴 君 

11番    森 口 勝 之 君 

12番    田 中   哲 君 

13番    本 村 令 斗 君 

14番    立 山 勝 徳 君 

15番    仲 村 勝 治 君 

16番    三 倉 美千子 君 

17番    山 下 幸 一 君 

18番    下田代   勝 君 

19番    簑 毛 正 勝 君 

20番    大 王 英 二 君 

  欠席議員 なし 

────────────────────────── 
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４．説明のため出席した者の職氏名 

市     長    田 中 信 孝 君 

副  市  長    林   健 善 君 

監 査 委 員    篠 﨑 國 博 君 

教  育  長    堀   秀 行 君 

市 長 公 室 長    深 水 雄 二 君 

総 務 部 長    坂 崎 博 憲 君 

市 民 部 長    荒 巻   通 君 

健康福祉部長    中 村 明 公 君 

経 済 部 長    椎 葉 文 雄 君 

建 設 部 長    山 上   茂 君 

市長公室次長    井 上 祐 太 君 

総 務 部 次 長    松 田 知 良 君 

市 民 部 次 長    椎 葉 幹 夫 君 

健康福祉部次長    今 村 朱 美 君 

経 済 部 次 長    山 本 政 義 君 

建 設 部 次 長    宮 原 真 二 君 

秘 書 課 長    愛 甲 秀 樹 君 

総 務 課 長    中 村 則 明 君 

市 民 課 長    今 村   修 君 

福 祉 課 長    加 賀 邦 保 君 

商工振興課長    廣 田 五 浩 君 

管 理 課 長    中 川 一 水 君 

会 計 管 理 者    大 石 宝 城 君 

水 道 局 長    多 武 芳 美 君 

水 道 局 次 長    田 中 幸 輔 君 

教 育 部 長    赤 池 和 則 君 

教 育 部 次 長    小 林   勇 君 

教育総務課長    松 岡 誠 也 君 

農 業 委 員 会                                村 田 定 美 君 
事 務 局 長              

監 査 委 員                         松 江 隆 介 君 
事 務 局 長              

────────────────────────── 
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５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局     長    永 田 正 二 君 

次     長    村 並 成 二 君 

庶 務 係 長    山 本 繁 美 君 

書     記    白 坂 禎 敏 君 

────────────────────────── ────────────────────────── 
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午前10時 開会 

○議長（大王英二君）  おはようございます。出席議員が定足数に達しておりますので、本日

の会議は成立いたしました。よって、これより第３回人吉市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに会議を開きます。 

 本日の議事は、議席に配付の議事日程によって進めます。 

 議事に入ります前に、お手元に配付してあります議長会の報告、その他の報告事項につき

ましては、口頭報告を省略し、書類報告にかえさせていただきます。 

 関係書類につきましては、それぞれ議会事務局に備えてありますので、御一覧いただきま

すようお願いいたします。 

 なお、去る５月25日に開催されました九州市議会議長会理事会におきまして「口蹄疫への

迅速かつ的確な対応を求める緊急決議」、また翌日開催されました全国市議会議長会定期総

会におきまして「口蹄疫対策に関する緊急決議」がいずれも可決いたしておりますので申し

添えておきます。 

────────────────────────── 

表彰状の伝達 

○議長（大王英二君）  ここで本年度全国市議会議長会定期総会の席上、簑毛正勝議員が議員

15年の表彰を受けられましたので、この場を借りましてただいまから表彰状の伝達を行いま

す。 

 簑毛副議長、前の方へお願いいたします。 

［表彰状伝達］ 

────────────────────────── ────────────────────────── 

日程第１ 会期の決定   

○議長（大王英二君）  それでは、これより議事に入ります。 

 日程第１、会期の決定についてを議題といたします。本件については、去る５月24日に議

会運営委員会が開催され、会期日程等について協議がなされておりますので、これについて

議会運営委員長の報告を求めます。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

 ９番。 

○９番（永山芳宏君）（登壇）  おはようございます。平成22年６月第３回人吉市議会定例会

に当たりまして、去る５月24日に議会運営委員会を開催し、会期日程等について協議をいた

しておりますので、その結果を御報告を申し上げます。 

 まず、会期につきましては、本日６月１日開会、２日午前10時から球磨川水系の治水及び

防災に関する特別委員会、午後１時30分から公益的施設の適正配置に関する特別委員会、

３日から９日まで休会、10日、11日一般質問、12日、13日休会、14日一般質問及び委員会付

託、15日予算委員会、16日、17日総務文教委員会、厚生委員会、経済建設委員会、18日の午
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前総務文教委員会、厚生委員会、建設経済委員会、午後予算委員会、19日から21日まで休会、

22日委員長報告、採決、閉会ということにいたしております。 

 一般質問につきましては質疑を含めた一般質問とし、一般質問の通告は６月４日金曜日午

後３時に締め切りまして、登壇順番は抽せんにて決定することにいたしております。 

 一般質問は一問一答制による一般質問で、質問回数につきましては制限なしとし、登壇

１回、２回目からは質問席にて行い、質問時間は従来どおり50分以内としております。 

なお、日程第22から日程第25までの議案の訂正についての４件は、３月議会から総務文教

委員会で継続審査となっている条例に関するものでございますが、この４件については本日

採決することにいたしております。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（大王英二君）  会期の決定については、ただいまの委員長報告どおり決定することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（大王英二君）  御異議なしと認めます。よって、日程第１、会期の決定は委員長報告

どおり決定いたしました。 

────────────────────────── ────────────────────────── 

日程第２ 会議録署名議員の指名   

○議長（大王英二君）  次に、日程第２、会議録署名議員の指名をいたします。 

 署名議員に５番、笹山欣悟議員、６番、村上恵一議員を指名いたします。 

────────────────────────── ────────────────────────── 

日程第３ 議第53号から日程第21 報第４号まで   

○議長（大王英二君）  次に、日程第３、議第53号から日程第21、報第４号までの19件を一括

議題とし、直ちに執行部の説明を求めます。 

○市長（田中信孝君）（登壇）  皆さん、おはようございます。平成22年第３回人吉市議会定

例会の初めに当たりまして、発言の機会を与えていただき、まことにありがとうございます。 

 先の全国市議会議長会において表彰されました簑毛正勝議員におかれましては、まことに

おめでたく心からお祝いを申し上げます。今後もなお一層、市政発展のために御尽力賜りま

すよう祈念申し上げる次第でございます。 

 去る４月20日に宮崎県都農町において家畜伝染病である口蹄疫の発生が確認されて以来、

４月28日に隣接するえびの市においても発生が確認され、移動制限区域、搬出制限区域が設

定されておりますが、本市の一部もこの制限区域に指定されているところでございます。こ

れらを受けて、県においては熊本県家畜伝染病対策会議を開催され、速やかに防疫体制の構

築と各畜産農家への消毒用炭酸ソーダを配布されるとともに必要な道路において消毒ポイン



- 35 -  

トを設定して、畜産関係車両などの消毒作業が実施されているところでございます。 

 本市におきましても、えびの市での口蹄疫発生と同時に、「人吉市家畜伝染病防疫対策本

部」を設置いたしまして、県の消毒作業への協力、本市独自による畜産農家への消石灰の配

布や煙霧機の無料貸し出しを行うとともに、人吉市梅園付近に消毒ポイントを設置し、関係

車両などの消毒作業の実施や、家畜農家全戸を対象に一斉消毒も呼びかけてきたところでご

ざいます。また、家畜市場の閉鎖、競り市の延期などで本市の畜産農家にも経済的に甚大な

影響がでておりますので、国・県の支援策のほか、本市では畜産農家の経営安定対策として、

独自に人吉市口蹄疫緊急対策資金貸付制度を新設し、１件当たり30万円を限度とした無利子

の貸し付けを行っているところでございます。事態が１日も早く終息することを願っており

ますが、今後も状況を注意深く見守りながら関係機関と連携をとり、風評被害防止とあわせ

て農家の自衛防疫の継続的実施について呼びかけてまいりたいと存じます。 

 なお、これに関連しまして５月30日に予定しておりました人吉市梅園の梅狩りも中止をし

たところでございます。 

 防災関係でございますが、梅雨入りを前に、去る５月19日、人吉市防災会議、人吉市水防

協議会及び人吉市災害対策本部会議を開催し、各関係機関と情報の共有化や連携の強化を図

ったところでございます。５月23日には寒冷前線の影響で豪雨となり、本市に土砂災害警戒

情報が発表されましたので、本市消防団及び消防署による広報巡回活動を実施し、市民へ情

報伝達を行いました。幸いにも人的被害はありませんでしたが、今後も市民の皆様への情報

周知につきまして迅速な対応に努めてまいりたいと存じます。 

 気象庁はこれまで気象に関する警報、注意報については、熊本県を九つの区域に分けて発

表しておりましたが、５月27日から発表区域を市町村単位に細分化し、発表されることにな

りました。気象警報は防災対策の初動体制などの指標でございますので、対象区域をより明

確化することで市町村における効率的な防災対応が可能となり、また市民の皆様にもよりわ

かりやすい的確な情報として防災対策に活用できるものと存じます。 

 今後とも行政と防災関係機関及び市民の皆様と一体となってさらなる防災対策の推進を図

り、安全安心なまちづくりに取り組んでまいりたいと存じます。 

 公務員倫理の確立についてでございますが、近年、相次いで発生した職員による不祥事を

真摯に受け止め、今後、このような事態を二度と繰り返さないために、また健全な組織運営

を行っていくためにも、市政に関するものすべての共通認識として、これを共有し、取り組

んでいく必要があることから、市長、副市長、常勤の監査委員、教育長及び職員を対象とし

て、公務員として遵守すべき職務に関する倫理原則について、規則を制定いたします。 

 このことは、本市の行政運営方針として、いわゆるコンプライアンス（法令や条例を遵守

する）体制を確立し、組織として対応する仕組みを整備するための取り組みの一つでござい

まして、職務に係る倫理を保持し、私以下職員の職務の執行の公正さに対する市民を初め皆
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様方の疑惑、不信などを招くような行為を防止し、公正で開かれた市政を推進するため、公

務員倫理の確立に努めてまいる所存でございます。 

 第三セクターの経営健全化でございますが、去る３月30日、人吉市行財政経営検討委員会

から「第三セクター三法人の経営健全化に関する提言」をいただいたところでございます。

今年度は、くま川下り株式会社、くま川鉄道株式会社、球磨焼酎リサイクリーン株式会社の

三社と本市との協同によりまして、提言内容に沿った経営改善計画の策定及び経営評価表の

作成を行い、引き続きこの委員会において、その内容の検討、評価をいただき、その結果に

つきまして公表してまいりたいと存じます。 

 去る３月26日に、第７回「ダムによらない治水を検討する場」が球磨地域振興局において

開催されました。今回は、これまで会議で出された意見や個別ヒアリングの結果を踏まえた

見直し案と、球磨川水系における治水対策の基本的考え方として骨子案が示され、特に治水

安全度、地域防災力を向上させるため、直ちに実施する対策については、現時点で想定され

る事業費及び工期まで提示されております。第８回以降では、球磨川水系における治水対策

の基本的考え方について、さらにとりまとめが行われることと存じます。 

 第１回日野熊蔵初飛行百周年記念事業実行委員会を、去る５月７日に開催いたしました。

実行委員会の構成といたしましては、相談役として郷土史家の渋谷敦先生を初め３人、民間

委員６人、熊本県から１人、市の関係各課職員５人の15人をもって発足いたしております。 

 会議では、事業の目的やコンセプトの確認、今後展開する事業の方向性について共通認識

をしたところでございまして、日野熊蔵という偉人を通して人吉球磨の優れた文化風土を、

さらには氏の青雲の志が日本航空史を切り開いたという功績を、地域内外、そして明日を担

う子供たちに伝えていくことをテーマとして決定したところでございます。具体的には、テ

レビ熊本の番組制作を主軸におき、11月のテレビ放映、あるいは12月の初飛行100年の記念

日に向けて、各種イベントなどを通してまず本市の盛り上がりを図りながら、日野熊蔵とい

う偉人の名を、県下、そして全国に広げてまいりたいと存じます。 

 去る３月６日に運行が再開されたＳＬ人吉は、今や本市観光の重要な要素の一つとなって

おります。いわゆる川線が優雅なハチロク型蒸気機関車であれば、矢岳高原を勇壮に走るに

ふさわしいのはＤ51型蒸気機関車でございまして、復活運動へ取り組む準備を進めておりま

す。Ｄ51は人吉駅を出発して大畑駅、矢岳駅、真幸駅を経由して吉松駅に至る三県をまたぐ

ルートを想定しておりまして、肥薩線全線、さらに派生する県際地域を一つの観光圏域とし

て確立するための一つの戦略的資産としてとらえ、南九州全体の浮揚策にしたいと存じます。

今後は、国土交通省、熊本県、宮崎県、鹿児島県、さらには九州旅客鉄道株式会社各位のお

力を借りながら、肥薩線沿線一体となって運動の輪を広げてまいる所存でございます。 

 国際交流関係でございますが、７月下旬から８月上旬にかけて実施を計画しておりますポ

ルトガル国アブランテシュ市への第１回青少年交流派遣者８人を決定させていただいたとこ
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ろでございます。今回は、中学生と高校生合わせて36人の応募がございました。特に自己負

担無料といたしました中学生は３校合わせて34人の応募がありましたので、抽選により派遣

者を決定させていただきました。派遣が決定した子供たちには、異文化で触れることで視野

を広げ、貴重な体験をいろいろなことに生かしてくれることに期待するところでございます。 

 くま川鉄道は開業から20年を経過し、経営を支えてきた人吉球磨地域交通体系整備基金も

枯渇する状況の中、地域の大切な交通手段としてくま川鉄道を存続させるには、人吉球磨圏

域として支えていく新たな仕組みの構築が必要でございまして、現在素案を提案し、人吉球

磨圏域の町村を初め議会の皆様へ御理解を求めているところでございます。今後、人吉球磨

圏域における御意見なども踏まえながら、新たな仕組みを決定してまいりたいと存じますの

で、議員各位におかれましても御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げる次第でござ

います。 

 平成19年度から毎年度開催しております、タウンミーティング、市長と語る「ひとよし

“かがやき”づくりトーク」でございますが、ことしは今までに開催していない地区を中心

に、６月下旬から計17回の開催を計画しております。私が市民の皆様方とお約束をさせてい

ただきましたマニフェストの進捗状況報告を行うとともに、市政に関する御理解と御協力を

さらに深めていただきながら御意見なども拝聴し、市民参加による協働のまちづくりを推進

してまいりたいと存じますので、多くの皆様に御参加いただきますようよろしくお願いを申

し上げます。 

 高齢福祉関係でございますが、高齢者を中心とした健康と福祉の総合的かつ全国規模の祭

典である「ねんりんピック」が来年10月に熊本県で開催されます。本市は、囲碁交流大会の

会場となっておりまして、開催を予定されている13市町村の中ではいち早く、去る４月16日

に「ねんりんピックふれ愛熊本 人吉市実行委員会」を設立したところでございます。来る

７月３日、４日の両日、人吉スポーツパレスにおきまして、九州規模のリハーサル大会の開

催を計画しており、今後、この大会を初め本大会の開催に向け、実行委員、各種団体はもと

より、多くの市民の皆様方にも御参画いただき、企画から運営に至るまで地域が一体となっ

た取り組みをお願いする次第でございます。これらの大会を契機といたしまして、さらなる

世代間、地域間の交流を図ってまいりたいと存じますとともに、全国各地から集われます選

手を初め関係者の方々をおもてなしの心でお迎えすることにより、本市を全国的に情報発信

する新たな機会になるものと期待しているところでございます。 

 介護予防関係でございますが、高齢者の在宅生活における安心安全確保の対策の一つとし

て、経済危機対策臨時交付金事業により昨年８月から取り組んでまいりましたひとり暮らし

高齢者世帯などへの火災警報器の設置につきましては、この３月末をもちまして、対象とな

りました1,180世帯に対し、1,409個の設置が完了いたしました。設置に向け御協力をいただ

きました町内嘱託員、民生委員、担当ケアマネージャーの皆様方に心から感謝を申し上げま
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す。今年度につきましては、心身の機能低下に伴い火災への対応が懸念される65歳以上の高

齢者世帯につきまして、引き続き設置へ向け努力してまいりたいと存じます。 

 また、県のモデル事業として、命のバトンの配付に取り組んでおります。円筒形の容器で

あるバトンの中に、治療中の病気、緊急連絡先などを記入した用紙を入れ、それを冷蔵庫の

中に保管することを取り決めておくことで、緊急時に救急隊が情報を得ることができ、迅速

かつ患者の状態に応じた救命活動に活用していただくものでございます。民生委員の皆様を

中心に配付していただいているところでございまして、５月25日現在、821世帯に配付して

おります。 

 農林整備関係でございますが、熊本県緊急雇用創出基金事業を活用し、９人を６カ月間新

規雇用して、二つの事業の実施を計画しております。まず、市有林関係でございますが、管

理運営業務を円滑にするため官民境界が明確でない箇所の境界確認を実施いたします。次に、

有害鳥獣対策といたしまして、イノシシ、サル、シカなどによる農林産物や林地への被害調

査を市内全域で実施し、有害鳥獣被害防止計画や農家の方々の被害防止対策に活用してまい

りたいと存じます。 

 農地制度実施円滑化事業関係でございますが、農地法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、農業委員会において新たな農地制度の事務を適切かつ円滑に実施できるように必要な支

援を行ってまいります。その施策の中で、本市は農地の有効利用のため、不在地主の把握、

遊休農地の解消、農地の集積を推進する意向調査や担い手への利用調整ができるよう農地情

報を整備するとともに、熊本県農業公社が行う耕作放棄地活用に伴う派遣駐在調整員制度を

活用して、農地の権利移動の適正化につなげてまいりたいと存じます。 

 企業誘致関係でございますが、今年度、人吉中核工業用地の基本設計業務委託を行いまし

て、整備計画における必要な測量業務や協議図面・資料の作成などの基本設計を実施してま

いります。今後は、工業用地対象となります農業振興地域整備計画の変更を初め、開発行為

などの許認可事務、用地取得に係る地元住民説明会を開催するなど、企業誘致に向けた整備

事業を推進してまいりたいと存じます。 

 梢山工業団地の誘致企業であります半導体部品メーカーの共栄精密熊本株式会社では、新

規事業といたしまして、今年４月からキクラゲを中心としたキノコの菌床製造について試験

稼働が始められました。異業種参入により、本市が進めております特産品のブランド化及び

農業者の所得向上のサポートを目的とされており、農業振興策の一つとして栽培農家の募集

や販路拡大での農商工連携を図るとともに、新たな雇用創出に大きな期待を寄せているとこ

ろでございます。 

 このような農林業振興政策、産業振興政策を背景に、本市の農産物及び本市の農産物を使

った商品の販路拡大、並びにその販売促進を目的として、農業振興課内に、新たに「地産他

商推進室」を設置いたします。「他商」とは、本市以外の消費者や業者の方々つまり、よそ
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の人に商うという意味でございます。推進室を設置することで組織体制の強化を図り、マニ

フェストに掲げました農産物ブランド化への取り組みをさらに推進してまいる所存でござい

ます。 

 去る５月１日、２日の両日、人吉城跡をメーン会場として開催いたしました、日本百名城

「人吉お城まつり」は、好天にも恵まれ、公式発表では２万9,000人と昨年を上回る多くの

皆様に御来場いただきました。一日目の武者行列では、ことし新たに市内の小学生約100人

による鉦叩き少年隊を結成されて参加いただいたほか、甲冑隊を初め、総勢200人の行列が

市内中心部を練り歩き、注目を集めたところでございます。また、夜のパレードでは、34団

体、約1,600人の方々に御参加いただき、昨年以上の賑わいで町なかが活気づいたものと存

じます。二日目には多彩なステージが繰り広げられ、ことしの祭りの目玉である校区対抗六

調子大会においては、各チーム趣向を凝らした演出で、楽しく、また熱気に満ちたステージ

が繰り広げられ、最後には六調子音頭総踊りで、グランドフィナーレを飾ったところでござ

います。 

 お城まつりに合わせて開催いたしました「おどんな日本一」武道大会でございますが、こ

ちらにも多くの皆様に御参加いただき、盛会のうちに終了することができました。 

 人吉城跡三の丸において開催しました「おどんな日本一全国少年剣道大会」には、九州各

県から約470人の小・中学生の皆さんの参加があり、連日、白熱した野試合を繰り広げてい

ただきました。 

 人吉市弓道場におきまして開催いたしました「おどんな日本一高校生弓道大会」は、県内

外から高校生201人の参加があり、団体戦と個人戦が行われまして、女子団体戦では昨年に

引き続き地元人吉高校の優勝で大会に花を添えていただきました。 

 また、人吉相撲場で開催された「おどんな日本一人吉・球磨相撲大会」には、郡市から75

人の小学生が参加して団体戦、個人戦が行われ、豆力士たちの取組に大きな声援や歓声が送

られておりました。 

 各武道大会に参加された選手の皆様におかれましては、貴重な、そして思い出に残る大会

になったものと存じます。 

 このように盛大に祭りを開催できましたのも、市民の皆様や御協賛・御協力いただきまし

た企業や各種団体の方々、また、祭りに花を添えていただいた姉妹都市指宿市の皆様、さら

に、企画運営に携わっていただきました人吉お城まつり実行委員会を初めとします関係各位

の御尽力の賜物でございまして、皆様に対しまして心からお礼を申し上げます。 

 春のじゅぐりっと博覧会でございますが、今年も４月１日から５月31日までの２カ月間、

民間と行政が一体となり、市内各所におきまして様々なイベントや取り組みを展開してまい

りました。初めて開催いたしました「ひとよし歌謡祭」や「歴史文化遺産における二夜連続

コンサート」などの音楽イベントを初め、ふるさと歴史の広場での食のおもてなしや人吉相
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良藩甲冑隊による、ＪＲ人吉駅のホームや青井阿蘇神社でのお出迎えやおもてなしなど数多

くの取り組みに対し、多くの市民の皆様や関係団体の皆様にスタッフとして、あるいは参加

者として盛り上げていただきましたことに、心からお礼と感謝を申し上げる次第でございま

す。今後もＳＬ人吉などの観光素材を最大限に活用し、本市観光のさらなる推進を図るとと

もに、本市へお越しいただくお客様へのおもてなしの心を高めてまいりたいと存じます。 

 平成21年12月から整備を進めてまいりました中川原公園整備工事につきましては、工事が

予定より遅れ、周辺住民の皆様を初め市民の皆様には大変御迷惑をおかけいたしておりまし

たが、去る４月30日に無事工事が完了いたしました。その後、芝生の養生などのため、一部

立ち入り規制を行っておりましたが、本日完全オープンいたしたところでございます。これ

もひとえに市民の皆様の御協力の賜物と、心からお礼を申し上げます。 

 なお、今回の整備では、中川原公園基本構想委員会から御提言いただきました「人吉城や

球磨川などと一体となった、季節感があり、誰もが憩える自然公園」という基本理念に基づ

き、ベンチや園路、植栽などの整備を行っております。また、園内には、旧大橋の石材など

を再利用して整備いたしました箇所もございますので、市民の皆様には、ぜひ中川原にお出

かけいただき、これまでにも増して御利用いただきたいと存じます。 

 同じく平成21年度から整備を行っております人吉駅前広場整備工事でございますが、こち

らも工事が予定より遅れ、周辺住民の皆様を初め御利用客の皆様には大変御迷惑をおかけい

たしておりますが、４月にからくり時計の移設が無事完了いたしました。現在は、７月の工

事完成を目指し、ロータリー周辺の工事を鋭意行っているところでございます。 

 学校教育関係でございますが、学校ＩＣＴ環境整備事業につきましては、市内小中学校教

職員１人につき１台のパソコンの配備が完了し、運用についての説明会を実施したところで

ございます。現在は、これまで以上の利活用とセキュリティの保持が図られますように、各

学校を代表するＩＣＴに精通した教職員で構成しております情報教育部会におきまして、さ

らなる協議を進めてまいるところでございます。 

 この度、本市出身でプロ野球読売巨人軍において活躍し輝かしい成績を残された、末次利

光氏にまちづくり親善大使に御就任をいただきました。去る４月24日、川上記念球場におい

て任命式を行い、41回目を数える末次旗少年軟式野球大会を観戦された後、午後から、詰め

かけた多くのファンや野球少年達を前に、「わが野球人生」と題して、御講演をいただきま

した。講演では、幼少年時代の本市での思い出や、野球を通して一流選手との出会いで得た

ことなどをお話いただき、野球少年たちへは、常に周りの人への感謝の気持ちを忘れること

なく、決してあきらめず、トライしてほしいと激励をいただきました。スポーツ界から初め

てのまちづくり親善大使でございますので、一流選手のプレイがみられる機会をつくっても

らい子供たちに夢を与えていただくなど、スポーツを通じた本市のまちづくりにもお力添え

いただけるものと期待しております。 
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 カルチャーパレスでございますが、去る５月16日に、開館25周年記念事業といたしまして、

「ＮＨＫのど自慢」を開催いたしました。前日の予選会も含め多くの方に御参加、御来場い

ただきまして会場も大いに盛り上がりを見せておりました。また、テレビでごらんになられ

た全国の視聴者の皆様に対しましても、また一つ本市のＰＲができたものと存じます。開催

に当たりまして御尽力いただきました日本放送協会を初め関係の皆様に心から感謝申し上げ

る次第でございます。 

 引き続きまして、御提案申し上げております予算案、条例案、案件議案につきまして概要

を御説明申し上げます。 

 議第53号平成22年度人吉市一般会計補正予算（第２号）は、口蹄疫対策の予算を専決いた

したものでございます。歳入歳出にそれぞれ4,300万円を追加し、歳入歳出予算の総額を137

億9,981万3,000円とするものでございます。 

 歳入は、繰越金及び諸収入の4,300万円を追加いたしております。 

 歳出は、農林水産業費に口蹄疫緊急対策資金貸付金4,200万円、防疫に要する時間外勤務

手当などの事務費100万円を追加いたしております。 

 議第54号平成22年度人吉市一般会計補正予算案（第３号）は、歳入では国県補助金、及び

繰越金などの追加を、歳出では緊急性を勘案し、補助事業及び単独事業などの追加補正を行

うものでございます。 

 歳入歳出それぞれ4,881万円を追加し、歳入歳出予算の総額を138億4,862万3,000円とする

ものでございます。 

 議第55号平成22年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算案（第１号）は、汚水枝線築

造工事の増に伴う事業費及び予備費の補正を行うものでございまして、歳入歳出それぞれ

1,010万円増額し、歳入歳出予算の総額を13億9,526万5,000円とするものでございます。 

 議第56号平成22年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算案（第１号）は、梢山工業

団地Ｉ区画への企業進出のための環境整備を行う工事請負費などの補正を行うもので、歳入

歳出それぞれ317万円を追加し、歳入歳出予算の総額を4,317万4,000円とするものでござい

ます。 

 議第57号人吉市職員の育児休業等に関する条例及び人吉市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の一部改正案は、国家公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律による

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正が、平成22年６月30日から施行されること

に伴い、関係条例の一部を改正するものでございます。 

 これは、職員の配偶者が育児休業をしている場合においても、当該職員が育児休業を取得

することができるようにするなど、少子化対策の観点から仕事と子育ての両立を支援するも

のでございます。 

 議第58号人吉市職員の退職手当の支給に関する条例の一部改正案は、雇用保険法等の一部
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を改正する法律が、平成22年４月１月から一部施行されたことに伴い、関係条例の一部を改

正するものでございます。 

 これは、雇用保険法において、短期雇用特例被保険者の範囲が改正されたこと及び条の移

動があったことに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 議第59号人吉市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正案は、

地方公務員法第55条の２第６項の規定により、職員が給与を受けながら、職員団体のために

その業務を行い、または活動することができる場合として時間外勤務代休時間を新たに加え

るため、条例の一部を改正するものでございます。 

 議第60号人吉市携帯電話等エリア整備基地局の設置及び管理に関する条例案は、本市にお

ける携帯電話等の移動通信が行えない状態を解消し、市民等の情報通信手段の向上及び情報

通信格差の是正を図るため、人吉市携帯電話等エリア整備基地局の設置及び管理について必

要な事項を定めるため、条例を制定するものでございます。 

 議第61号人吉市携帯電話等エリア整備事業分担金徴収条例案は、地方自治法第224条及び

第228条第１項の規定により、本市が施行する携帯電話等エリア整備事業に要する費用の一

部に充てるため、電気通信事業者から徴収する分担金について必要な事項を定めるため、条

例を制定するものでございます。 

 議第62号熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更についての案件は、熊本県後期高

齢者医療広域連合議会議員の定数、選出方法及び任期を変更するものでございます。定数を

現行の32人から構成市町村から各１人の45人とし、選出方法を団体推薦または個人推薦から

各市町村議会の選挙とし、任期を２年間から市町村の長または議員の任期とするものでござ

います。 

 議第63号委託に関する協定の締結についての案件は、供用開始以来28年が経過いたしまし

た終末処理場「人吉浄水苑」汚泥処理施設の脱臭設備に係る機械電気設備改築工事につきま

して、日本下水道事業団と１億8,380万円で委託協定を締結するものでございます。 

 議第64号工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更についての案件は、平成21年

10月第７回人吉市議会臨時会におきまして、契約締結の御議決をいただきました人吉橋橋梁

補強・補修工事の契約内容の一部変更でございます。 

 １点目の変更は、金額の変更でございまして、契約金額を１億5,666万円から１億5,692万

5,358円に改めるものでございます。 

 これは、当初設計では、平成20年度に実施した詳細設計に基づいて工事を着手いたしまし

たが、橋面の舗装をはいでコンクリート床版を再度調査したところ、当初の設計よりコンク

リート床版の損傷が多数確認され、補修箇所が増加したことによるものでございます。 

 ２点目の変更は、コーアツ・大東建設工事共同企業体の構成員であった大東工業株式会社

が、建設工事共同企業体から脱退したことによりまして、契約の相手方の名称が平成21年12



- 43 -  

月２日付けでコーアツ工業建設工事共同企業体に変更されましたので、契約の相手方の名称

を「コーアツ・大東建設工事共同企業体」から「コーアツ工業建設工事共同企業体」に改め

るものでございます。 

 また、あわせまして熊本営業所長が平成22年１月１日付けで変更になりましたので、久保

博之氏から坂本博志氏に改めるものでございます。 

 議第65号損害の賠償についての案件でございますが、平成20年８月27日午後３時20分ごろ、

女子児童が西間公園でブランコで遊んでいたところ、ブランコ着座部取付金具のボルトの片

方が外れ、地面に落下し、頭頂部及び腰部を打撲された事故につきまして、女子児童の親権

者と人吉市の間で損害賠償の額を決定し、和解するものでございます。 

 議第66号市道路線の廃止について及び議第67号市道路線の認定についての２件の案件は、

現在の交通事情の変化などにより、都市計画道路を廃止又は一部廃止したことに伴うもので

ございまして、瓦屋中林線、・摩瀬城本線及び鬼木梢山線を廃止し、新たに瓦屋城本線及び

下城本下林線を認定するものでございます。 

 以上御提案申し上げております予算案、条例案、案件議案につきまして、概要を御説明申

し上げましたが、詳細につきましては、所管の責任者から御説明させていただきたいと存じ

ます。 

 議員各位におかれましては、慎重御審議の上、御協賛を賜りますようお願いを申し上げま

す。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午前10時43分 休憩 

───────── 

午前10時55分 開議 

○議長（大王英二君）  では、休憩前に引き続き再開をいたします。では、補足説明を求めた

いと思います。 

○総務部長（坂崎博憲君）（登壇）  皆様、こんにちは。それでは議第54号の補足説明、並び

に報第１号から報第３号までの報告をさせていただきます。 

 まず、議第54号平成22年度人吉市一般会計補正予算案（第３号）につきまして、補足説明

をさせていただきます。 

 予算書１ページをお願いいたします。第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、主な

ものを事項別明細書により御説明申し上げます。 

 ８ページをお願い申し上げます。歳入でございますが、14款国庫支出金、２項国庫補助金、

２目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金186万3,000円は、感染症予防事業費等補助金

でございまして、女性特有のがんである子宮頸がんや乳がんの検診に要する経費に対して交

付される補助金でございます。 
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 ９ページをお願い申し上げます。15款県支出金、２項県補助金、２目民生費県補助金、

２節児童福祉費補助金415万4,000円は、地域子育て応援事業費補助金でございまして、これ

まで九日町イスミ３階で行ってまいりましたつどいの広場事業を併せ実施するものでござい

まして、場所も九日町オリンピア横の健康館に移り、子育て支援、町のにぎわいづくりなど

の事業に取り組み、中心市街地に子育て中の保護者、子供、高齢者が交流する拠点を設置す

る「ひとよし子どもの駅事業」に対し交付される補助金でございます。次に、４目労働費県

補助金、１節労働諸費補助金1,155万5,000円は緊急雇用創出交付金でございまして、市有林

の境界確認と有害鳥獣による被害状況調査を行うため監督員と作業員の９名を雇用すること

に対し、熊本県緊急雇用創出基金から交付されるものでございます。 

 10ページをお願い申し上げます。19款、１項、１目繰越金3,000万円は前年度繰越金の増

額補正でございます。 

 11ページをお願い申し上げます。20款諸収入、４項、３目雑入、７節土木費雑入、全国市

長会市民総合賠償補償保険受入金３万1,000円は、平成20年８月27日、女子児童が西間公園

のブランコで遊んでいたところ、ブランコの金具が外れ腰などを打撲した事故の賠償金に対

する全国市長会市民総合賠償補償保険からの受入金でございます。 

 12ページをお願い申し上げます。歳出でございますが、２款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費112万8,000円の増額は、上・摩瀬町公民館改築工事及び下戸越町公民館トイ

レ改築工事に対する地区公民館施設整備費補助金が主なものでございます。 

 13ページをお願い申し上げます。２項徴税費、２目賦課徴収費331万9,000円の増額は、事

業主がインターネットでｅＬ－ＴＡＸ（エルタックス）というシステムを利用して税の申告

事務を行うと、自動的に市町村もその税情報の取得が可能になるものでございまして、その

システムを利用する使用料と国税連携の稼働に向けネットワークを構築するための委託料で

ございます。 

 14ページをお願い申し上げます。３款民生費、１項社会福祉費、３目老人福祉費90万円の

増額は、これまで高齢者への敬老のお祝いとして95歳到達者、100歳到達者、100歳超過者に

対し3,000円程度の祝い品を送ってまいりましたが、今回見直しを行い100歳到達者及び100

歳超過者への祝い品の額を３万円に拡充をするものでございます。 

 15ページをお願い申し上げます。２項児童福祉費、１目児童福祉総務費415万4,000円の増

額はひとよし子どもの駅事業に要する経費でございます。 

 16ページをお願い申し上げます。４款衛生費、１項保健衛生費、４目健康増進費372万

7,000円の増額は、特定の年齢に達した女性に対して子宮頸がん及び乳がんの早期発見のた

め検診を行う女性特有のがん検診事業に要する経費でございまして、検診手帳及び無料クー

ポン券を送付し受診率の向上を図るものでございます。 

 17ページをお願いいたします。５款労働費、１項労働諸費、４目地域雇用創出推進費
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1,155万5,000円の増額は、熊本県緊急雇用創出基金事業を活用し市有林の官民境界に草木が

生い茂り境界くいの確認が困難な状況にあるため、境界確認とあわせて有害鳥獣による隣地

立木の被害状況の把握を監督員と作業員９名を雇用して調査するものでございます。調査に

あたっては汎用ＧＰＳ測量機器を利用して実施をするものでございます。 

 18ページをお願いいたします。６款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費174万

5,000円の増額は、平成22年７月から農業振興課に新たに地産他商推進室が設置されること

に伴い、農業で食べられるまちを目指し農産物などの販路拡大、販売促進などを行う事業に

要する経費でございます。 

 19ページを省略し、20ページをお願いいたします。７款商工費、１項商工費、４目石野公

園運営費276万9,000円の増額は、平成22年４月に石野公園の南側白壁が倒壊したことに伴い、

正面以外の壁をすべて撤去し新たに四つ目垣を設置する工事でございます。 

 23ページをお願いいたします。11款災害復旧費、４項文教施設災害復旧費、２目社会教育

施設災害復旧費259万円の増額は、平成22年４月20日に史跡大村横穴群の西側で落石があり、

崩壊の危険がある箇所については応急措置として落下させてしまっておりますが、今回は落

とした岩盤の搬出及び応急処理で使用した民地の現況復旧を行うものでございます。 

 24ページをお願いいたします。14款、１項、１目予備費を1,306万4,000円増額いたしてお

ります。 

 以上で議第54号について補足説明を終らせていただきます。よろしく御審議いただきます

ようお願い申し上げます。 

 続きまして、報第１号平成21年度人吉市一般会計継続費繰越計算書について、地方自治法

施行令第145条第１項の規定に基づき報告をいたします。 

 議案書の28ページをお願いいたします。８款土木費、２項道路橋梁費、人吉橋橋梁補強・

補修事業でございまして、翌年度逓次繰越額が7,900万円でございます。その財源の内訳で

ございますが、国庫支出金が地域活力基盤創造交付金の4,345万円、地方債が地方道路等整

備事業債の3,170万円、一般財源が385万円でございまして、合計の7,900万円となっており

ます。 

 次に、報第２号平成21年度人吉市一般会計繰越明許費繰越計算書について、地方自治法施

行令第146条第２項の規定に基づき報告をいたします。 

 議案書の30ページをお開きください。１款議会費、１項議会費が環境対応車購入事業の

１件でございます。２款総務費、１項総務管理費が同じく環境対応車購入事業の１件。３款

民生費、１項社会福祉費が福祉総合システム改修事業の１件。４款衛生費、１項保健衛生費

が環境対応車購入事業の１件。６款農林水産業費、２項林業費が緑の産業再生プロジェクト

促進事業の１件。７款商工費、１項商工費が地域情報通信基盤整備推進事業など４件。８款

土木費、２項道路橋梁費が橋梁点検事業など７件。 
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 31ページをお願いいたします。同じく３項住宅費が市営住宅修繕事業の１件。同じく４項

都市計画費が地域活力基盤創造交付金事業人吉駅前広場整備事業など５件。９款消防費、

１項消防費が全国瞬時警報システム受信設備設置事業の１件。10款教育費、１項教育総務費

がユビキタスタウン構想推進事業の１件。同じく、２項小学校費が小学校修繕工事など７件。 

 32ページをお願いいたします。同じく、３項中学校費が学校ＩＣＴ環境整備事業など３件。

同じく、５項社会教育費が大畑公民館北側駐車場舗装工事の１件。同じく、６項保健体育費

が村山公園テニスコート改修工事など２件となっておりまして、合計が37件の繰越計算書で

ございます。翌年度繰越額の合計額は16億4,920万2,553円でございます。その財源内訳でご

ざいますが、収入特定財源が280万円でございまして、中川原公園整備事業に伴う中川原公

園整備事業債でございます。 

 次に、未収入特定財源でございますが、国庫支出金が地域活性化・経済危機対策臨時交付

金の5,003万6,000円、地域活性化・公共投資臨時交付金５億985万円、地域活性化・きめ細

かな臨時交付金１億１万6,000円など合計の12億298万5,625円となっております。 

 次に、県支出金が緑の産業再生プロジェクト促進事業費補助金の5,793万8,000円などの合

計8,870万4,000円となっております。 

 次に、地方債が地方道路等整備事業債の1,680万円、地域情報通信基盤整備推進事業債の

2,230万円、小学校空調設備設置事業債の8,500万円など合計２億7,930万円となっておりま

す。一般財源が7,541万2,928円でございます。 

 次に、報第３号平成21年度人吉市一般会計事故繰越し繰越計算書について、地方自治法施

行令第146条第２項及び第150条第３項の規定に基づきまして御報告いたします。 

 議案書の34ページをお開きください。 

 これは平成20年度から21年度に繰り越した事業の中で21年度内に終了しなかったものが

２件ございまして、事故繰越しになったものでございます。10款教育費、２項小学校費、

３目学校建設費、小学校耐震診断業務委託料と３項中学校費、３目学校建設費、中学校耐震

補強設計委託料でございまして、翌年度繰越額は合計の348万2,460円でございます。その財

源内訳でございますが、すべてが一般財源でございます。 

 以上で報告案件の説明を終わらせていただきますが、この事故繰越しに関しましては今後

の対応等につきまして御説明をさせていただきたいと存じます。 

 事故繰越しをいたしました学校施設の耐震化工事に伴う実施設計及び耐震診断につきまし

ては評価委員会の審査を受けておりまして、今後成果品の検査を行い完了の予定でございま

す。今回の受注業者の対応につきましては今後厳正な対応を判断しなければならないと考え

ております。この件につきましては御心配をおかけしましたことを改めてお詫びを申し上げ

ます。 

 以上で御説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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○経済部長（椎葉文雄君）（登壇）  皆さん、こんにちは。私の方から、報第４号くま川下り

株式会社の経営状況につきまして報告させていただきます。 

 配付資料の１ページをお願いいたします。第48期決算報告書でございまして、事業期間は

平成21年３月１日から平成22年２月28日まででございます。 

 ２ページをお願いいたします。事業概要でございますが、くま川下り株式会社は川下りの

遊覧船事業、国民宿舎の宿泊事業、ラフティングや売店売上等その他事業の３部門を柱に推

進しております。第48期決算につきましては、総事業収入３億602万6,000円で対前年比

98.3％と前年度実績には届きませんでしたが、各部門で経費の圧縮と節約を徹底したことな

どにより経常利益は43万4,000円となったところでございます。 

 初めに、遊覧船事業でございますが、前期乗客実績の４万4,112人を踏まえ、乗船客数の

目標を５万5,000人と定め、修学旅行誘致活動など様々な誘致宣伝活動を展開するとともに

郡市内のくま川下り未体験者の掘り起こしなど営業活動を実施してきております。実績とし

まして、隻数が3,644隻、乗船客数が４万5,311人となり乗船客数で1,199人増加しておりま

すが、５月、６月及び９月、10月の渇水によるコース変更で料金が高い急流コースが減少し

たために船賃収入は１億3,363万1,000円となり277万2,000円の減収となっております。 

 ３ページをお願いいたします。次に、宿泊事業でございますが宿泊客数7,885人と減少し

ておりますが、休憩宴会客数が２万1,414人と増加しましたので総売上では9,545万円と若干

増えたところでございます。原因としましては、郡市内や近隣への「くま川下り・宴会ツ

アー」を企画するなど日帰り旅行を中心に集客した結果が出ているところでございます。 

 その他事業につきましては、くま川下り売店並びにくまがわ荘売店の物品販売事業収入で

ございまして、その合計は2,161万7,000円でございます。 

 次に、３ページ下段から４ページにかけましてラフティング事業でございますが、ラフテ

ィング会社が18社と競争が激しくなり、修学旅行の体験学習は確保できたものの、去年は新

型インフルエンザの影響で、実績といたしまして利用客数が4,580人、収入2,627万8,000円

と減少しております。請負事業等営業外収益を入れまして、その他事業の総収入が7,701万

7,000円となっております。 

 ５ページをお願いいたします。くま川下り株式会社の貸借対照表、一番下でございますが

資産合計及び負債・純資産合計ともに１億6,581万4,000円となっております。 

 ６ページをお願いいたします。損益計算書でございます。まず、営業損益につきまして純

売上高が２億8,693万2,000円で、売上原価と販売費及び一般管理費を差し引いた営業損失が

820万5,000円でございます。これに営業外損益を含めた経常利益が43万4,000円となり、当

期利益が35万円となっております。 

 ７ページをお願いいたします。第49期事業計画書でございます。事業期間は平成22年３月

１日から平成23年２月28日でございます。 
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 ８ページをお願いいたします。事業計画でございますが、この歴史的な不況の中、個人消

費も若干は上昇しているものの観光業界におきましても厳しい状況が続いております。この

ような中、青井阿蘇神社の国宝指定、また肥薩線開通100周年、ＳＬ人吉号の運行など様々

な好機を生かし会社一丸となり営業活動と集客に努力することとし、当期の目標としまして

くま川下り客を５万5,000人、ラフティングを4,700人、国民宿舎くまがわ荘の宿泊客数を

１万300人、休憩宴会客数を２万1,500人としております。 

 くま川下りでございますが、今年が観光くま川下り100周年という節目に当たります。こ

の機会を生かしまして「くま川下りガイド」というのを週末等の限定で復活させ、さらに集

客につながるよう努力しているところでございます。また、これも週末等の限定ではありま

すが、産交バス様の御協力によりまして着船後の球泉洞から渡の発船場までシャトル便を運

行していただき、これによりお客様のアクセスの不便さを軽減できるものと確信しておりま

す。 

 また第二・第四木曜日をレディースデーとし、女性客の集客にも力を入れております。他

にホームページの充実は当然のこと、滞留時間が短い団体客やＳＬ人吉で来られる日帰り客

に対して梅花の渡しを定着させたいということでＰＲしております。 

 船数につきましては、前期で定年退職者等合わせて５名の船頭が退職しましたが、新たに

５名を確保できましたので当期も20隻で運行してまいります。 

 ９ページをお願いいたします。ラフティングにつきましては、先ほど申しましたようにラ

フティング会社がふえ業社間の競争も激しさを増す中、修学旅行を軸に関東・関西・中国地

域を重点的に誘致活動を展開しております。また、時間的な余裕がないお客様には人吉発船

場周辺で気軽に体験していただけるラフティング遊びというのも計画いたしております。 

 国民宿舎くまがわ荘につきましては、職員の意識改革を徹底させ経費の節減に努め健全な

運営を行ってまいります。宿泊客の集客につきましては、引き続き観光列車いさぶろう号・

しんぺい号を利用した「山岳鉄道の旅」とくま川下りを利用した「青井神社とくま川下り」

などを企画し、県内外の高齢者クラブを中心に宿泊の勧誘を行い、休憩宴会客の集客につき

ましては、郡市内及び隣接市町村に対し日帰り旅行を企画し宴会客の誘致活動を行ってまい

りたいというふうに考えております。また、営業面におきましても「いやしの宿」を全面に

打ち出し、お客様に安心、満足して滞在していただく施設として営業を行ってまいりたいと

考えております。 

 以上、くま川下りとくまがわ荘の連携を図り、人吉市行財政経営委員会から提示されまし

た経営課題と改善策を真摯に受け止め、さらなる経営の健全化を推し進める所存です。 

 10ページをお願いいたします。第49期損益計算書でございます。 

 まず営業損益につきましては、純売上高合計が３億5,208万9,000円で売上原価と販売費及

び一般管理費を差し引いた営業損益が880万7,000円でございます。これに営業外損益を含め
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た営業利益を1,682万3,000円見込んでいるところでございます。 

 以上、くま川下り株式会社の経営状況につきましての報告でございました。 

○議長（大王英二君）  次に、日程第22から日程第25までの議案の訂正についての４件を一括

議題とし、執行部の説明を求めます。 

○市長（田中信孝君）（登壇）  お疲れのところ貴重なお時間をいただきまして、まことに申

しわけございません。平成22年度３月第１回人吉市議会定例会で継続審査となっております

議第30号人吉市民まちづくり応援事業条例案、議第31号人吉市民まちづくり応援事業審議会

設置条例案、議第32号人吉市男女共同参画推進条例案及び議第33号人吉市男女共同参画推進

審議会設置条例案につきまして、議案質疑、一般質問、総務文教委員会の審査結果を踏まえ

再度詳細に検討しました結果、条例案の訂正をお願いしたいと存じます。 

 詳細につきましては、所管の責任者から御説明を申し上げます。なにとぞ御了承賜ります

ようお願い申し上げます。 

○総務部長（坂崎博憲君）（登壇）  それでは議案の訂正につきまして補足説明をさせていた

だきます。本年の３月定例議会に御提案申し上げ、継続審査となっております４件の条例案

件につきましては、ただいま市長が申し上げましたように議案質疑、一般質問、総務文教委

員会の審査結果を踏まえて訂正するものでございまして、まず、議第30号人吉市民まちづく

り応援事業条例の制定について、議第31号人吉市民まちづくり応援事業審議会設置条例の制

定について、議第33号人吉市男女共同参画推進審議会設置条例の制定についての３件につい

ては、いずれも附則の訂正でございまして、「この条例は平成22年４月１日から施行する」

ということに規定しておりますけれども、これを「この条例は公布の日から施行する」に改

めるものでございます。 

 次に、議第32号人吉市男女共同参画推進条例の制定につきましては、７カ所の訂正箇所が

ございますので、主なものを議案の訂正についての正誤表で御説明をさせていただきたいと

思います。お配りをしております議案の訂正についてというものの３ページをお願い申し上

げます。 

 まず、前文についてでございますけれども、「本市においても人吉市男女共同参画推進懇

話会の提言に基づく基本計画の策定を初め、多くの市民、団体等が一体となって啓発活動等

に積極的に取り組み、男女共同参画の推進に努めてきたところである」との今までの取り組

み状況を追加をし、「性別にかかわりなく」という文言を削除し、その他文言の整理を行っ

ているところでございます。 

 次に、第２条第３号の市民の定義でございますが、「国籍を問わず」という文言を削除し、

本市に滞在する者を加え、市民を広く定義をいたしております。 

 ４ページをお願い申し上げます。第３条第１項の男女の人権の尊重につきましては、「そ

の他の男女」から「あらゆる男女」と改めております。 



- 50 -  

 第10条第２項から５ページの第17条までにつきましては、いずれも文言の整理を行い改め

るものでございます。 

 附則につきましては、議第30号、議第31号、議第33号と同様に、「この条例は、平成22年

４月１日から施行する」と定めておりますが、「この条例は、公布の日から施行する」に改

めるものでございます。 

 以上で、議案の訂正についての補足説明を終わらせていただきます。大変お手数をおかけ

してまことに申しわけございませんが、御承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（大王英二君）  ただいま説明がありました４件について、質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（大王英二君）  質疑もないようですので、質疑を終了します。 

 ただいま議題となっております４件の議案の訂正については、本日採決をいたします。 

 お諮りいたします。日程第22から日程第25までの４件の議案訂正については、これを承認

することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（大王英二君）  御異議なしと認めます。よって、日程第22、日程第23、日程第24、日

程第25の議案の訂正については、これを承認することに決しました。 

────────────────────────── ────────────────────────── 

○議長（大王英二君）  以上で、本日の議事は全部終了いたしました。本日はこれをもって散

会いたします。どうもお疲れさまでした。 

午前11時31分 散会 
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平成22年６月第３回人吉市議会定例会会議録（第２号） 

平成22年６月10日 木曜日 

────────────────────────── 

１．議事日程第２号 

平成22年６月10日 午前10時 開議 

日程第１ 議第53号 専決処分の承認を求めることについて（平成22年度人吉市一般会計

補正予算（第２号）） 

日程第２ 議第54号 平成22年度人吉市一般会計補正予算（第３号） 

日程第３ 議第55号 平成22年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第４ 議第56号 平成22年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第５ 議第57号 人吉市職員の育児休業等に関する条例及び人吉市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第６ 議第58号 人吉市職員の退職手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

日程第７ 議第59号 人吉市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

日程第８ 議第60号 人吉市携帯電話等エリア整備基地局の設置及び管理に関する条例の

制定について 

日程第９ 議第61号 人吉市携帯電話等エリア整備事業分担金徴収条例の制定について 

日程第10 議第62号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について 

日程第11 議第63号 委託に関する協定の締結について 

日程第12 議第64号 工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について 

日程第13 議第65号 損害の賠償について 

日程第14 議第66号 市道路線の廃止について 

日程第15 議第67号 市道路線の認定について 

日程第16 報第１号 平成21年度人吉市一般会計継続費繰越計算書の報告について 

日程第17 報第２号 平成21年度人吉市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 

日程第18 報第３号 平成21年度人吉市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 

日程第19 報第４号 くま川下り株式会社の経営状況について（第48期決算報告書及び第

49期事業計画書） 

日程第20 一般質問 

         １．松 田   茂 君 

         ２．立 山 勝 徳 君 

         ３．永 山 芳 宏 君 
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４．田 中   哲 君 

５．村 上 恵 一 君 

────────────────────────── ────────────────────────── 

２．本日の会議に付した事件 

 ・質疑を含めた一般質問 

────────────────────────── ────────────────────────── 

３．出席議員（20名） 

１番    松 岡 隼 人 君 

２番    井 上 光 浩 君 
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17番    山 下 幸 一 君 

18番    下田代   勝 君 

19番    簑 毛 正 勝 君 

20番    大 王 英 二 君 

  欠席議員 なし 

────────────────────────── 

４．説明のため出席した者の職氏名 

市     長    田 中 信 孝 君 

副  市  長    林   健 善 君 
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総 務 部 次 長    松 田 知 良 君 

市 民 部 次 長    椎 葉 幹 夫 君 

健康福祉部次長    今 村 朱 美 君 

経 済 部 次 長    山 本 政 義 君 

建 設 部 次 長    宮 原 真 二 君 

秘 書 課 長    愛 甲 秀 樹 君 

総 務 課 長    中 村 則 明 君 
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会 計 管 理 者    大 石 宝 城 君 
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５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 
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庶 務 係 長    山 本 繁 美 君 

書     記    白 坂 禎 敏 君 

────────────────────────── ────────────────────────── 
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午前10時 開議 

○議長（大王英二君）  おはようございます。出席議員が定足数に達しておりますので、本

日の会議は成立いたしました。よって、これより会議を開きます。 

 議事に入ります。 

 本日は、さきに決定されましたとおり質疑を含めた一般質問を行います。 

 議事日程は、お手元に配付してあるとおりでございます。 

────────────────────────── ────────────────────────── 

質疑を含めた一般質問   

○議長（大王英二君）  それでは、直ちに質疑を含めた一般質問を行います。（「議長、

８番」と呼ぶ者あり） 

 ８番。 

○８番（松田 茂君）（登壇）  おはようございます。８番議員の松田です。市議会議員にな

りましてから、一番最初の質問をさせていただくということに対しまして、非常にどきどき

しておりまして、どのタイミングで手を挙げてよかっかなあと思いましたら、すぐに始まり

まして、非常によかったと思います。 

 きのうですね、夜だったんですけれども、口蹄疫のさらなる拡大が心配されるような記事

が、ニュースが飛び込んでまいりまして、宮崎県都城市でそういう牛が確認をされたと。あ

れほど防疫体制の強化を一生懸命なさっている地域から、またもやそういうものが出た。非

常に僕は衝撃を受けております。 

 隣の宮崎県えびの市におきましては、終息の方向に向かっておりましたこの口蹄疫。幸い

にして我が人吉市には、口蹄疫防疫体制を本当にこう強化をしながら、全市一体となって取

り組んだ成果であろうかと思いますが、今のところそのような症例の発見は見られておりま

せん。やはりきちっとした対応を、素早い初動で行うことがこのような蔓延を防ぐ一手段か

なと思っております。 

 本市におきましても、人吉市口蹄疫緊急対策資金貸付金制度を設立いたしまして、畜産農

家、酪農農家の皆様方に少しでも経済的な負担がなくなるようにという観点から、そのよう

な制度を設けさせてもらっております。今後は、国、県、もちろん我が市もでございますけ

れども、さらなる支援策をとり行っていただきたい、そういうふうな思いであります。 

 がんばれ宮崎、がんばろう九州、やはりそういうふうなエールを私は送りたい。今議会に

おきましても、九州一体となった取り組みというところで一般質問を通告をしておりますの

で、そういう観点からも九州が一丸となって、このような口蹄疫対策には立ち向かっていか

なければならないと思っておる次第です。 

 それでは、通告に従いまして一般質問に入らせていただきます。 

 今議会では、大きく二つの項目を取り上げさせていただいています。１項目めは、観光振
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興より、医療観光（メディカルツーリズム）と東アジア戦略について、石野公園の今後のあ

り方とプロジェクトチームについてであります。２項目めは、農業振興より、「地産他商推

進室」設置についてでございます。 

 それでは最初の質問に入らせていただきます。先月、私は、市政クラブの研修で国会へ研

修に行ってまいりました。そのときに私たちは、国土交通委員会の委員会質問を傍聴するこ

とができました。地元金子恭之代議士も河川行政という立場から、国土交通委員会の中で御

発言をされ、非常に素晴らしい質問をされたというふうに私は思いました。ああ、なかなか

うちの地元代議士もやってるなという思いで傍聴をさせていただいたんですが、その前に公

明党の代議士の方が、観光施策、要するに国土交通省管轄の中にあります観光庁の所管であ

りますが、観光行政について質問をされておりました。その質問の内容と申しますのは、今

から質問をしてまいります医療観光（メディカルツーリズム）というものについての質問で

ございました。内容は大きく東アジアに向けた観光客の入り込みはどうなんだと、この医療

観光という取り組みを国は今後どうやっていくんだ、というふうな一般質問をされとったわ

けですけれども、常日頃から私も観光については非常に興味があります。その観点からもこ

の医療観光なるものについて、今回は御質問をさせていただきたいと思うわけです。 

 それでは、一番最初の質問に入ります。ツーリズムというものの概念についてお話を伺わ

せていただきたい。何を今さらツーリズムということをこの議会で説明をしていただくのか

なということを申しますと、実は私たち人吉市議会は、ただいま議会制度研究会というもの

を立ち上げまして、広く市民の皆様方、各種団体等々、意見交換会をさせていただいている

最中でございます。その中で、そういうさまざまな団体、市民の皆様方の意見の中には、議

場でのやりとり、文言がちょっとわかりづらいと、正確に伝わってこないと。要するに、議

員と執行部はその場でやっぱりきちっとした勉強をされながら受け答えをやっているんだか

ら、よくわかるであろうけれども、後ろの傍聴席にいらっしゃる市民の皆様、または各メデ

ィアを通してごらんになっている市民の皆様、多種多様な市民の皆様方がいらっしゃるわけ

ですから、やはりわかりやすい文言による議論をしていかなければいけないのではないかな

と、そういう思いであります。そういう観点からまず一番最初の質問です。ツーリズムの概

念とは一体どういうものでしょうか。御質問をいたします。 

○市長公室長（深水雄二君）  おはようございます。御質問にお答えいたします。 

 ツーリズムの概念ということでございます。この概念につきましては、都市部と農村部で

は違いがあるかとは思いますが、本市のような農村部の地域におきましては、自然、文化、

人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動、言い直しますと、農村で楽しむゆとりある休暇と

とらえているところでございます。普段は都市部に居住する人々が、短期的な観光目的の旅

行とは違い、農村を訪れ、自然、文化、人々との交流をゆっくりと時間をかけ、楽しむこと

ができるものがツーリズムではないかと考えておるところでございます。また、ツーリズム
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につきましては、目的によりまして、いろいろな分野がございまして、本市で主に取り組ん

でおりますのが、農業体験等を通して農業などへの関心、知識を高めることや、食育や地産

地消の活動への参加、交流を楽しむことを目的としたグリーンツーリズムでございます。そ

のほかにも環境を重視した取り組みを行うエコツーリズムや、川での活動・交流を楽しむリ

バーツーリズム、またこれからふえてくるであろうと考えられるのが、自分が居住している

地域にないもの、つまりいやしや安らぎの空間を求める福祉や健康といった分野のヘルス

ツーリズムといったものが挙げられるのではないかと思っております。いずれにいたしまし

ても、ツーリズムには手法の違いはありますが、人々との交流といったものがキーワードと

なっているものと考えております。 

 以上、お答えいたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、答弁をしていただきましたとおりに、ツーリズムというのはさま

ざまなものがあると。その中でも人吉市はグリーンツーリズム、要するに農業体験等々を通

したところで、今取り組みをやっておるんだということでございますよね。 

 それでは、次の質問に入ります。それではですね、ツーリズムの現状。本市が行っている、

もうちょっと踏み込んだところの現状。それはどういうふうなものになっているのかお尋ね

をいたします。 

○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。本市の取組状況という形でお答えをさせて

いただきたいと思います。 

 本市のグリーンツーリズム、都市・農村の交流と言いかえてもいいと思います、の取組状

況でございますが、一昨年の機構改革によりまして、その事務が市長公室の企画課へ移管さ

れましたので、企画課へ移管された以降の取り組みを中心にしてお答えをさせていただきま

す。 

 一昨年、当時、農業振興課で実施をいたしました、移住・交流受入システム事業の結果を

もとに、協議会会員による地域資源の再認識、再発見を行うとともに、人材育成に取り組ん

できたところでございます。また、先進地研修や全国大会への参加により、全国の農家、民

宿開業者、グリーンツーリズム実践者との意見交換を通して、意識の向上やノウハウの取得

にも努めてきたところでもございます。具体的な活動としましては、グリーンツーリズムに

おける「交流」をキーワードといたしまして、包括協定を結んでいる県内の大学生や都会の

大学生を対象として、インターン体験事業を実施することで、農業を含めた新たな交流メニ

ューの確立に取り組んだところでございます。 

 また、事務局は球磨地域振興局にございますが、人吉球磨グリーンツーリズム推進協議会、

こちらとの連携も図りながら、食の祭典、冬の鍋料理をしております。そのような食の祭典

や、地産地消による料理講習会を通して、人吉球磨地域のグリーンツーリズム実践者の共通
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理解も深めたところでございます。 

 そのほかにも人吉市グリーンツーリズム推進協議会をＰＲするために、人吉市の産業祭へ

の出展や、昨年、湧水町の吉松駅で開催されました肥薩線全線開業100周年記念事業へも参

加をいたしております。広く周知を図ったところでございます。 

 さらには、県の助成金も活用しながら、農家民宿を案内するパンフレットも作成し、いろ

いろな大会での周知や、宿泊者への案内等に活用することによりまして、少しずつではあり

ますが、農家民宿者もふえてきているところでございます。 

 以上のように、地道ではございますが、今述べましたような活動を中心に、継続していく

ことにより、農・商・工、あるいは教育・文化等との連携を図りまして、体験だけでなく、

交流への展開につなげていくことができればと今考えているところでございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、お答えをいただきましたとおり、ツーリズムというのは、非常に

そのメニューも豊富になりますし、それからさまざまな方々をこの地域に受け入れる、そう

いう未来性豊かな観光資源、観光商品につながっていく、そういう旨の答弁をいただいたと

思います。先ほど、農家民宿者じゃなくて、農家民泊者ですよね。民宿者というお答えがあ

ったんですが、農家民泊者ですね、要するに農家にお泊りをいただくさまざまな方々。また

そういう方々との交流事業も含めて、さまざまに取り組んでいけるんだなと、そういうふう

な答弁をいただいたわけです。非常に、何度も申しますが、ツーリズム、「交流」というも

のがやはりキーワードになってくるのかなと、そういうものを踏まえまして、それでは次の

質問に移らせていただきたいと思います。 

 次の質問ですが、医療観光ということを見据えまして、少し目先を変えまして、今度は医

療関係について若干の御質問をさせていただきたいなと思っております。本市の医療機関の

現状、これは今どういうふうなものになっているのかというのが一つですね。それから、本

市で受けることができる検査等の医療機関の件数などについてお尋ねをしたいと思います。 

 御質問いたします。今申しましたとおり、本市の医療関係の現状は一体どのようになって

いるのでしょうか、お尋ねをいたします。 

○健康福祉部長（中村明公君）  おはようございます。お答えいたします。 

 医療の分野につきましては、本市において、ＰＥＴ検査ができる医療機関は、現在のとこ

ろないようでございますが、市内の医療機関について申し上げたいと思います。 

内科系が17、外科系が３、小児科系が３、産婦人科系が４、耳鼻科系が３、眼科系が３、

皮膚科系が３、泌尿器科系が１、脳神経外科系が１、精神科系が２、それからその他でござ

いますが、これが14、そのほかに歯科でございますが、これが26でございます。第５次球磨

地域保健医療計画によりますと、医科・歯科を合わせて80医療機関がございまして、人口に
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対する医療機関の数は多いほうでございます。 

 その中で、本市が人吉市内の医療機関に委託している各種検診の主なものでございます。

まず特定検診。これは血液、心電図の検査でございます。これが22医療機関でございます。

それから複合検診。この中には、検査内容でございますが、特定検診、大腸がん、前立腺が

ん、胃がん、腹部超音波、胸部レントゲン、喀たん、乳がん、子宮頸がん、肝炎ウィルス、

これを検診できる機関が12医療機関ございます。それから乳がんの検診、これが10医療機関

でございます。子宮頸がん検診が５医療機関、それから歯周病疾患の検診が22医療機関でご

ざいます。 

 また、人間ドックが可能な病院として、現在把握しておりますのは五つの医療機関でござ

います。本市が各種検診を委託している医療機関等につきましては、超音波、内視鏡、ＣＴ、

ＭＲＩなどの医療機器等を設置され、全国で一般に実施されている検診に対応できるようで

ございます。 

 また、医療機関によりましては、内視鏡検査等で優れている、あるいは旅行や帰省で人工

透析を希望される方の臨時透析を行っているなど、それぞれの医療機関で取り組みをされて

いるようでございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今お答えをしていただきましたように、非常に多種多様な分野で本市

の医療機関の検査設備というのは、ある意味充実をしているのかなと。また、歯科に関しま

しては20を超える診療施設があると、非常にすごいなあという思いもあります。またここで、

最後のほうに出てきましたけれども、特定に透析等々を行っている患者さん、それが常日ご

ろ行っていらっしゃらなくても、旅行者の皆さん方には門戸を開いて、随時行っていただけ

ることもやっているんですよというふうにお伺いをしました。非常にすごいなあという思い

で、今部長の答弁を聞いたんですが、それでは次の質問になるんですが、本市の医療機関の

充実が、これは今の答弁でもありましたように、全国的に見ましても非常に高い水準にある

のではないかと。そういう現状、これはやっぱり非常に心強い限りでございますけれども、

その点についてお尋ねをしたいと思います。よろしくお願いします。 

○健康福祉部長（中村明公君）  お答えいたします。 

 本市の医療機関が非常に充実しているということにつきましては、平成19年度厚生労働省

医療施設動態調査によりますと、都道府県別に見た人口10万人当たりの病院病床数は、熊本

県が全国で第３位でございまして、1,961.7病床となっておりまして、県内医療施設数で見

ますと、総数が2,508施設のうち、本市は80施設で、県内で４位となっております。また、

都道府県別に見た病院における人口10万人当たりの常勤医師数においては、熊本県は全国で

10位となっており、県内においても本市は県平均を大きく上回っております。（「議長、

８番」と呼ぶ者あり） 



- 61 -  

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、答弁にありましたように、本市の医療機関の充実は、やはり全国

的に見ても非常に高い水準にあるということを理解するわけです。やはりこれも非常に心強

い数字であると、私も思っております。こういう地域に生まれ育ってよかったなと、改めて

この幸福に身を浸すような思いがあるんですが、続きまして、いよいよこのメディカルツー

リズムという部分の本題に入っていきたいと思います。 

 次の質問に入ります。本市は様々な施策の充実を図りながら、観光面のお客様の誘客に積

極的に取り組んでいる最中です。県の統計によりましても、前年度よりも25万人も多くのお

客様がお見えになった数字も出ております。また、国の政策におきましても、観光立国の推

進という文言で、2020年初めまでに、訪日外国人の数を2,500万人に、経済波及効果を10兆

円、それから新規の雇用者数を56万人という目標を掲げて取り組んでおるところです。 

 そこで質問なんですが、本市の観光客の数、そのうち外国人観光客数、また特にですね、

これが統計的に出ていればですが、東アジアからの観光客数についてお尋ねをいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  おはようございます。お答えします。 

 熊本県観光統計表から申し上げますと、まず本市観光客の総入込数が、2005年が82万

2,782人、2006年が80万9,065人、2007年が76万9,896人、2008年が87万7,805人、2009年が約

でございますが、113万3,000人となっておりまして、その中の外国人観光客の総入込数は、

2005年が3,119人、2006年が2,832人、2007年が3,160人、2008年が1,602人、2009年が約960

人となっております。その中でも特に東アジアからのお客さんというふうな数の出し方の把

握はいたしておりません。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、部長の答弁からもありましたように、総じての観光客の入込数は

非常にさまざまな青井阿蘇神社の国宝指定であるとか、ＳＬ人吉号の復活運行であるとか、

そういう要件をかんがみて、右肩上がりのように見えるんですけれども、片や外国人の観光

客の数になりますと、若干目減りをしているような状況が見受けられるような統計調査にな

っていると思うわけです。やはり、今の数値から見まして、もっともっとやっぱりこの部分

を手当てしていくと、観光客の数はふえていくのではないかなと、そういう気がいたしてお

ります。 

 そこで次の質問に入らせていただきますが、ここ九州は東アジアに開かれた玄関口である

という位置づけをされております。しかしながら今の統計調査にも見られたように、当市に

おいては非常に外国人の観光客の数はふえているような状況ではないと、そういうふうな現

状があると。という中で、今回、私が質問いたします医療観光というメディカルツーリズム

というものを、ひょっとすると押し進めていくことによって新たな観光の展開ができるんじ
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ゃないかと、そういうふうに思っているわけでございます。 

 この医療観光の定義は、医療サービスの受診・受療を行う目的で、他国を訪問し、併せて

国内観光を行うこととあります。また、これは大きく三つの医療サービスに分けられており

まして、一つ目が健診、二つ目が治療であります。そして三つ目が美容、健康増進、この中

にはいやしというものも入ってくるわけです。これに先ほど言いましたような観光がプラス

されて、これを医療観光「メディカルツーリズム」というわけでございますけれども、この

ように考えてまいりますと、非常に多岐にわたる分野で取り組みをされていかなければなら

ない、そういうふうな部分が随所に見受けられるのではないかと、私は思っております。 

 そこで、こういうものは一自治体または一地域で取り組むには、非常にやはり難しい部分

が出てくるのではないかと考えるわけです。国は特に広域における観光ということを推進し

ておりまして、現在もそのような方向に進んでいるというふうに思っております。九州全体

で取り組んでいくのが、本当にこのような医療観光メディカルツーリズムというのを推進し

ていくには、九州全体で取り組むのが本当にベストな方向で進んでいくんじゃないかと、私

は思っているわけです。 

 その中で、実は九州観光推進機構なる機構があります。これは民間と行政が一体になった

もので、観光を推進していく目的で設立をされているわけですけれども、この九州観光推進

機構の来年度の目標も、実はこの医療観光を強力に推し進めていこうというふうに、やって

いくんだというふうな情報も得ております。それから、モニターツアーも開かれておりまし

て、そのモニターツアーの観光客の方にお聞きをしたときに、やはり一地域だけでは非常に

そのエリアが狭すぎて、大きな意味で九州全体を観光したいんだというふうなアンケート結

果も出ているようでございます。 

 そこでこのような取り組み、要するに医療観光。これを一体じゃあ本市としてどういうふ

うに考えていくのか、また九州全体としてはどういうふうに考えていくのか、その付近の考

えもお尋ねをしたいと思います。 

 ちなみに、３月に医療観光メディカルツーリズムをモニターツアーが別府、日田、阿蘇、

福岡、３泊４日で行われております。そのときのモニターツアーの料金、お一人頭30万円だ

ったそうです。その件につきまして、どのようにお考えか、お考えをお聞かせください。お

尋ねをいたします。 

○市長（田中信孝君）  皆さん、おはようございます。 

 世界共通のことではあろうと思いますけれども、東アジア、特に中国におきましては、中

高年の間で今最も関心の高いのが健康であるというふうにお伺いをいたしております。しか

し、中国自国においては、医療機器の整備は特にＰＥＴ、がんの検診の機器は大都市でも余

り多くないということから、日本を訪れての人間ドックが中国の富裕層に注目されていると

聞き及んでいるところでございます。 
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 この健診と温泉など、各地の観光を組み合わせた医療観光は、非常に今後、九州において

も期待される新たなマーケットであるというふうに認識をいたしております。現在、九州運

輸局では、ビジット・ジャパン・キャンペーンの一環として、中国山東省の企業や旅行会社

の幹部を九州に招聘し、医療観光として福岡市の医療機関での健診・受診と、別府、黒川で

の温泉体験、福岡市内でのショッピング等を実施いたしております。 

 また、佐賀県鳥栖市におかれましては、九州唯一と申しましょうか、日本でも特異な高度

医療機関を立ち上げ、さらなる佐賀県鳥栖市の存在を高めようとしておられるようでござい

ます。 

 このように、医療と観光を結びつけ、潜在的需要を掘り起こすことが既にもう始まってい

るわけでございます。本市におきましても、この新しいマーケットについて、今後ふえるで

あろう外国人観光客の方々に、人吉市の魅力、こういうものをしっかりと情報を発信し、ま

た新たな観光戦略を、これも実現していきながら、人吉市の認知度を高めていく必要がある

というふうに考えております。 

 今後、県や九州観光推進機構等と連携し、観光情報を発信し、人吉市を訪れていただくよ

う、さらに官民と一体となった取り組みが必要ではないかと存じております。 

 ただ、この人吉市におきましても、既にそのような取り組みをされている医療機関もござ

いまして、関東・関西からのユーザーが多く訪れて、ゴルフや鮎釣り、または郡市内の神

社・仏閣等々をお巡りいただいたり、または市房山等々にも登山をされたりとかいうツアー

も行っておられるようでございます。 

 以上、お答えといたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  ありがとうございます。 

 実は、その次にちょっと引っかけで質問していこうとしたものを、市長がちょっと先にさ

らっとおっしゃいましたので、ちょっと考えなきゃいけないなと思いながら、ちょっと質問

するわけですが、今おっしゃいましたように、人吉市もこれは大きなマーケットシェアがあ

るというふうに考えると。やはり、この市からも情報発信をしていくんだ、新たにこれは観

光の戦略の一つとして取り組みに値すると、そういうふうにお考えであるというのが今の答

弁でわかったわけです。私もですね、本当に今答弁をしていただきましたように、なかなか

一市、一地域、先ほど言いましたように難しいであろうと。もちろんこれにはさまざまな医

療関係、観光関係、そして多くの市民の皆様方の御理解も得ながらでないとなかなか前に進

んでいくものではないと、そういうふうにやはり理解をしております。 

 そこで、この項で一つ要望とか、それを取りまとめてちょっとお話をしたいんですが、今、

医療機関、先進的に取り組んでいる医療機関があるとおっしゃいましたので、私も実はそこ

を調べてまいりました。この医療機関でございますけれども、実は病院等の裏側にヴィラを
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設置されておりまして、宿泊施設を御用意をなさっております。その宿泊施設の内訳でござ

いますけれども、客室は５部屋、それから屋内において大浴場とはいかなくても浴室と、そ

れから露天風呂が完備、それからちょっと先のほうに行きますと石積みをされた石倉の中に

お風呂、それからその表側にはオールウッドの木樽風の露天風呂が設置をされておると。

月々の利用客数が100名程度ありまして、その中でも特筆すべきなのが、何でこういうもの

をおつくりになったのかというところなんですね。その病院長にお聞きをしましたところ、

年間約100名ちょっとの方が、今うちの病院に来ていただいていると、健診で。それも関東

圏、または日本全国に散らばっているんですが、お見えになっていただいたと。例えば、そ

ういうお客様ですので、週末に来られるお客様が多かったと。そのときに、市内で催し物

等々があるときに、あそこのホテルに泊まってください、こっちの旅館に行ってくださいと

いったときに、なかなか部屋が取れなかったという現状がありましたと。そこで、それでは

ということで、たまたま泉源を有する土地を保有をしていたものですから、そういう患者様

の御負担軽減のためにも、ここにそういうヴィラ、宿泊施設をつくったらどうかというふう

に考えたと。ですから今こういうふうにつくっているんですよというお答えもありましたし、

その先生にお聞きをしたときに、じゃあ先生は医者という立場から、観光をどうとらえるん

だというお話をお聞きしたときに、観光と医療はまさしく緻密な関係であり、表裏一体の関

係であると私は思うと。今後は、この地域の狭いエリアの中ばっかりを考えるんじゃなく、

やはり日本全国から多くのお客様方、患者様にお見えいただいて、そしてここで受診をして

いただき、いやされた環境の中、決してうちで食事をしてくれとか、うちが紹介するところ

に行ってくれじゃないんですと。患者様の自由な意思によって、またいっぱいおいしいとこ

ろが人吉市にありますと、そこに行ってください。先ほど市長がおっしゃいましたように、

観光地でありますから球磨川下りをやってください。市房の奥のほうに行きますと、千年杉

大木群がいっぱいありますよと、そういうとこもどんどん行ってください。ゴルフも車をも

のの５分、10分、15分飛ばせばありますと、どうぞ行ってくださいと。そういうところです、

そういうところで心置きなく受診をしていただいて、そしてまた職場に復帰をしてください

と、そういう思いでつくりましたと。 

 また、ある患者様は、ああ、人吉市はよかところというところで、こちらのほうにＩター

ン、関東から人吉市のほうにお住みになって、今こちらでついの住みかとして永住をされて

いる、そういう患者さんもいらっしゃるそうです。やはり、そういう専科的な、要するに先

進的な取り組みをやっていらっしゃるそういう医療機関、この地域ではまだまだまれですけ

れども、やはりそういうものはやはり今後、人吉観光、ある意味でのあり方としては、非常

に重要な要素を含んでるなあと、私はそう思います。なかなかおもしろい取り組み、おもし

ろいといったらば、医療関係者の皆様方に失礼かと思いますが、やはりこれは非常にすごい

ことだと、私はそう思っております。 
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 そこで、やはりこういうものを見据えたときに、いよいよ来年３月、九州新幹線が全線を

開業するわけですね。そうなってきますと、一本の基軸が福岡から鹿児島、ボーンと抜ける。

そして今、指宿におきましては、重粉子線医療ですかね、あそこのグリーンピア、あそこを

改装しまして、九州、久留米、それから今度のその指宿にしかないような、そういう治療施

設ができると聞いております。やはり、そういうことを見据えたときに、いよいよ今、観光

地人吉市としての情報発信の中で、ＳＬもあります、そして先ほど言いました新幹線もあり

ます、そしてローカル線の旅、市長が恐らく心の中で思い浮かべていらっしゃるであろうさ

まざまな政策の中で、ゆる旅としてやはりこれは大きく着目をしていく、そういう旅行商品

につながっていくのではないかと、私はそう思うんですね。 

 そこで最後にこの医療観光につきまして、総括的に市長の今一度のお考え、それからその

九州新幹線等々と考えを見合わせたときのお考え、それをちょっとお聞きしたいなあと思い

ます。お尋ねいたします。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 九州新幹線鹿児島ルート全線開業ということは、まさに観光においてもビジネスにおいて

も、この九州にとりましては、まさにエポック、画期的なこれが出来事になるというふうに

思っております。その中で国も、韓国、中国を含めた東アジア戦略、観光戦略というのを描

いておられまして、ビジット・ジャパン・キャンペーン等々もいよいよ本格化していくもの

というふうに感じておりますけれども、その中でも外国人の医療ツアー、医療ツーリズムで

ございますが、例えば今年の２月に鹿児島市に中国人のクルーズ船、観光客がその船に乗り

まして1,200名訪れたわけであります。そしてその1,200名の中国人の方々が鹿児島市内での

買い物をされたわけでございますが、これはもう想像を絶する購買力であったというふうに

ニュースでも見ているところでございます。中国の富裕層をターゲットとした様々な旅行企

画というものは、今後も有望であるというふうに思っておりますので、その一つがメディカ

ルツーリズムというものもあるかと思っております。 

 さらに、５月に岡田外務大臣が中国富裕層から中産層へのビザの緩和を行っていくという

ことで、100万人の富裕層から「中産層の1,600人」を合わせて、中国からのお客様が増える

のではないかというふうに考えているところでございます。これは日本の企業も同じような

戦略を持っておりまして、今まで中国とか東アジアというのは、富裕層だけにターゲットを

絞っておりましたけれども、今後はミドル層に焦点を当てていくんだという戦略が明確に打

ち出されているところであります。 

 そうやってこのマーケットを見渡してみますと、これは今まで日本国内だけの、国内の需

要というものを見据えてきた嫌いがございますけれども、今後は、アジアの内需として日本

もそこに参画をしていかなければならないのではないかというふうに思っているところでご

ざいます。 
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 新幹線鹿児島ルートが全線開業いたしますと、福岡から入ってくるその観光客、外国人を

含んだ方々が医療施設で健診を受け、そして肥薩線を使い、人吉市等々で湯治などのいやし、

または自然のいやしというものを満喫していただける。または、ＳＬ人吉でぐるっと熊本や

九州を回っていくといった先端医療と九州の温泉や水、スローな、今、ゆる旅とおっしゃい

ましたけれども、自然環境を組み合わせていくのは、今後十分可能性がある。ヘルスと、そ

してスローが組み合わさったメディカルツーリズムというものも、さまざまな観光の面を補

完する上でも、観光客誘致に大いに期待されるところではないかというふうに考えておりま

す。 

 以上、お答えといたします。 

 数字の中で間違いがありますので、御訂正をお願いしたいと思います。100万人の富裕層

から中産層の1,600万人と、「万」をお入れいただきたいというふうに思っております。よ

ろしくお願いします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  お考えを聞かせていただきまして、非常に心強いものを感じたわけで

すけれども、やはりアジアの内需を見込んで、今後戦略を組み立てていく必要がある。全く

同感です。やはりアジアというこの広いところをやはり見据えながら、その一つに組み込ま

れた日本である、やはり日本もアジアの一員である、そういう中からやっぱり観光の発信も

やっていかなければいけない、やはりまさしくその通りだと思います。今後ますますこうい

うものに対して、例えばメディカルツーリズム等々に対して、市としても九州全体としても、

やっぱり積極的に取り組んでいかれる、そういう方向性を見出せたので、この項の質問を終

わりたいと思います。 

 続きまして、次の項目の質問に入りたいと思います。私は過去にこのことについては一般

質問をしております。石野公園の有効利用、このことについて再度議論を深めるべく、今回

は石野公園の今後のあり方とプロジェクトチームについてということで通告をいたしており

ます。 

 執行部の皆様方には、なぜ再度同じような質問をしなければならないのか、十分に御理解

をされた上で、建設的な答弁がいただけるものだと思い、質問をさせていただきます。それ

では１回目の質問に入ります。 

 前回、平成19年12月議会で質問をしましたが、建設時の国、県、市の補助金等の流れを見

ましても、当時の建設省、国土庁などさまざまなところから国庫補助金などが流用されてお

ります。そのような経緯などから見まして、その性質上、公園の管理は都市計画課が、また

その上物と申しますか、文化、教養、例えば陶芸館でありますとか、その他のたぐいは観光

振興課が管轄をしているというふうになっております。非常にこの二極化されているという

ことが非常にわかりづらいんですね、私は。窓口が二極化されている。それが本来の石野公
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園のあり方というのを突き詰めていきますと、妥当であるのかというふうに思うわけです。 

 そこでお尋ねしますが、この窓口の一本化、一元化というものができないんでしょうか。

お尋ねをいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 石野公園は、人吉市の球磨川南部における総合公園、文化教養活動の場、地場産業、伝統

産業の育成・振興を図るために建設され、平成元年にオープンしまして、今年で21年目を迎

えております。 

 御存じかと思いますけれども、石野公園の機能としまして、大きく都市公園としての位置

づけと、人吉市の観光施設としての位置づけがあると考えております。都市公園としては、

国の都市公園事業費補助により建設された関係で、大規模改修や目的外の新規事業に取り組

む場合には、関係省庁や県との協議が必要であり、その所管につきましては、建設部の都市

計画課が所掌するようになります。また、石野公園のイベントや管理運営、いわゆるソフト

面につきましては、観光振興課が直接やるということでございます。したがいまして、石野

公園全体の維持管理と運営管理、ハード事業とソフト事業を考えましたときに、どうしても

二つの部署が存在し、連携・協力し合う必要があります。 

 議員御指摘の窓口の一元化につきましては、所管部署による縦割りの弊害が出ないように、

今後とも都市計画課と観光振興課がさらに連携体制を整え、どちらの部署にどのようなお問

い合わせや要望が来たとしましても、きちんと対応できる体制を築いていきたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  質問に入ります。ただいま答弁をいただきました。答弁の中でやはり

縦割り行政の弊害が出ている、やっぱり私はそういうふうに今の答弁から聞きましても思う

わけですね。しかしながら、ここを今議会で議論するには少々時間が足りませんので、当分

は今後どうやっていかれるのかというのを十分に検証しながら見させていただく、そういう

ふうな立場でこの質問をしていきたいんですが、じゃあもう少しここを踏み込みまして、今

後考えられる施策、この石野公園に対する施策や計画をどういうふうにお考えになっていく

のかお尋ねをいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 石野公園について、今後考えられる施策や計画につきましては、これまでも有識者や学識

経験者、行政関係機関あるいは市職員で組織されました人吉市石野公園事業審議会において

検討されてまいりました。その一つの形としまして、平成16年に人吉クラフトパーク石野公

園運営計画が策定され、運営管理の基本的な考え方や位置づけと、その方向性が示されてお

ります。 
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 その中の具体的な運営方法として、既存の施設を有効に活用しながら改善を図ることが提

案されております。例えば、アプローチゾーンである正面玄関につきましては、通行車両に

石野公園の存在をアピールするための大きな看板や、のぼり等を設置すること。さらに、伝

統文化工芸ゾーンの焼酎館でそば打ち体験を実施すること。展望所の用途拡大として、市民

ギャラリーとしての活用などが示されております。また、石野公園の運営管理に従事する関

係者の意識改革も提言されているところでございます。 

 しかしながら計画策定後、実施されていない、あるいは改善されていない内容もありまし

て、今後の利用拡大、活性化策につきましては、再度運営計画を見直した実施計画を考える

とともに、石野公園の活性化策や大がかりな有効利用の計画、実施を行う際には石野公園の

管理組合や企画委員会、市の所管部局、市議会、さらにはさまざまな民間団体等が一体とな

って真剣に取り組む必要があると考えております。 

 いずれにしろ今後、石野公園を充実し活性化させるために、市としましても力を入れてい

く所存でございます。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  答弁がありました。今後はさまざまな民間団体や組織、行政や議会と

も一丸となって真剣に取り組んでいくんだという答弁であったと思います。 

 それでは、そういうふうに答弁があったわけですけれども、やっぱり具体的にこういうも

のを動かすときには、基本計画それから実施計画に移すときに予算というものが必ず必要に

なってくると思うわけです。 

 この間、先ほども言いましたように、国会のほうへ研修に行きました折に、実は国土交通

省の職員の方々と勉強させていただく機会を設けていただきました。その中に非常に具体的

なお話等々をお伺いすることができまして、へえ、なるほどなあと、国はこういうふうに考

えてるのかと、へえ、国はこういうこともやっぱり地方に対して思ってるんだなあというこ

とを強く思う研修であったわけです。その一つの研修が、実は社会資本整備総合交付金事業

のあり方についての研修であったわけです。これは非常に面白いなあと、まあ面白いんです

けれども、それなりのやっぱりハードルもあるんじゃないかということで勉強をしてまいり

ました。要するに、そういうふうにして国が用意しているメニュー、多数あるわけですけれ

ども、やはりそういうものを今後、石野公園の再開発について、やっぱり御利用されるので

あれば、そういうメニューがあって利用するようなことがあればということですけれども、

その付近をどういうふうにお考えになっているのか。また、部長のほうからこの社会資本整

備総合交付金なるものですね、どういうものであるかというのをお答えをいただきたいと思

います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 
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 社会資本整備総合交付金につきまして、簡単にでございますが、地方公共団体等が行う社

会資本の整備、その他の取り組みを総合的に支援することにより、交通の安全の確保とその

円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境の改善及び国土の保全と開発、並びに

住生活の安定の確保及び向上を図ることを目的として交付される交付金であります。 

 今後、この社会資本整備総合交付金につきましては、対象事業など詳細内容の把握に努め

てまいりますが、新たなハード整備事業を検討する際には、裏づけとなる財源確保が重要な

問題でございますので、国のあらゆる制度の掘り起こしに努めてまいりたいというふうに思

っております。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  はい、ありがとうございました。 

 まあそういうことも広く勉強しながらやっていく価値はあるというふうな答弁に聞こえま

した。我々議員もやっぱりこの付近をもっともっと勉強しながら、どういうふうな国のメニ

ューがあるのか、そこをとらえながらやはり使えるものは大いに使っていきたいなあと、そ

ういうふうに思っております。 

 それでは、もう一方の所管の部署であります建設部に、今、経済部長が答弁をいろいろな

さいましたが、石野公園に対する考え方をお尋ねをいたしたいと思います。よろしくお願い

します。 

○建設部長（山上 茂君）  おはようございます。御質問にお答えいたします。 

 議員が言われました社会資本整備総合交付金でございますが、平成22年度から新たに創設

をされておりまして、制度の詳細につきましては不明な点もございますので、建設部といた

しましても、今後、制度内容の把握に努め、石野公園の施設更新でありますとか、充実であ

りますとか、いわゆる再整備等へ活用できないか検討してまいりたいと考えております。 

 また、議員も御存じのとおり、石野公園は都市公園としての機能と、人吉市の観光施設と

しての機能を有しておりますので、都市公園としての基本を踏まえながら、観光施設として

活性化につなげるために、再整備の必要性の有無、またどのような再整備が望ましいのかな

ど、経済部とも十分協議しながら検討してまいりたいと考えております。 

 以上、お答えいたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  ただいま石野公園の今後のあり方につきまして、各部長より答弁をし

てもらいました。この項では、最後に私の意見と要望をしたいと思います。 

 この石野公園につきましては、先ほども言いましたように、再度質問をさせていただいた

ということですね。私たち議員は、やはり４年間という時間のスパン、逆に言うならば、

４年間しかないということなんですね。その中であれやこれやとか、どれもそれもというこ
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とは絶対できないんです。これは不可能に近いと思うんですね。しかしながら、この４年間

で、やはり議場で一般質問をしたことについては、ある一定の成果を導き出したいんだと、

そういう強い思いで私以外の議員の皆様方も、そういう思いでここに登壇をされていると、

私はそういうふうに思っております。我々は何もやみくもに質問をしているわけじゃないん

です。やはりここは執行部と議員が、この人吉市をどうしたらすばらしい町にできるか、そ

れを真剣に考える場だと思って、やはりいろんなことを勉強しながら、執行部の皆さん方に

お考えなどをお聞きをしているわけですね。そういう観点から、何ゆえ二度も同じようなこ

とを質問をしなければならないのか、それはよくお考えを願いたいと、私はそう思います。 

 ここをもっともっと突っ込んでというふうに思う気持ちもあるんですけれども、それはや

はり今後どういうふうな施策、どういうふうな思いの中で、石野公園の再開発が進んでいく

のか、それも十分に見極めながら精査をかけながら、興味深く、やはりものの動向を見てい

く必要があると思います。これも実は議会制度研究会の中のある団体の方がおっしゃったん

ですが、検討するであるとか、前向きに考えるであるとかはわかりますと。しかし、その後

どうなっているんですかと。議員はそれまで、その先をよく検証しているんですかと。あん

たたちはそこまでやっとるとかと。そういうふうな御指摘を受けたわけです。やはり我々も

その点はやっぱり十二分に反省をしながら、やっぱりやっていかなければいけないなという

ことで、あえてやはりこういうことを付け加えさせていただきました。どうぞそのところは

よくよくお考えを願いたいと、そういうふうに思います。 

 次にこれは要望になります。やはり、こういうふうな石野公園等々を再開発等々するとき

には、大規模なお話になっていくと思いますので、庁内を横断的に考えまして、プロジェク

トチーム、全庁的に考えたところでプロジェクトチーム等々をつくっていただいて、そして

本当に力を入れなければならないところにはそれなりの人材を配していただいて、こういう

ことに当たっていただきたいなあと、そういうふうに執行部のほうにお願いをしまして、こ

の石野公園の項は終了させていただきます。 

 続きまして、最後の質問に入ります。私自身、非常に期待をしている部署についての、な

るほどこういう部署がやっとできたかという思いで質問をさせていただきます。来月７月

１日付けで、地産他商推進室が設置をされ、農業振興課内にその部署が置かれるわけです。

新聞紙上では若干の説明がされておりましたが、なぜこのような部署の設置に至ったのか、

その経緯について御説明をお願いいたします。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 農家の収益を確保し、農産物の生産、加工、販売までの一貫体制を容易にする、いわゆる

６次産業の流れを構築しながら、さらに農産物のブランド化に着手して、農業法人集落営農

を応援するという私のマニフェストに基づいたものでございます。 

 就任以来、医食同源ひとよし米や唐辛子、キクラゲなどの生産拡大及び販路開拓等を重点
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的に取り組んでまいったところではございますけれども、さらにこの施策を推進するために、

次の段階として、より一層の販路拡大、販売促進につながる取り組みを強化する必要性を感

じているところでございます。 

 つまり、ブランド化してさらにそれを一つの象徴的なイメージにつくり上げていく、さら

に使途拡大の研究、それから使途利活用の拡大研究、そしてその研究の成果をもって販売に

つなげていくというふうな、これまで以上に地元農産物を積極的にＰＲする等、本市以外の

卸小売業者や消費者の方々に積極的に働きかけていくための新たな部署を設置し、専任の人

員を配置することとした次第でございます。 

 以上、お答えを申し上げます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、市長答弁でもありましたように、これは市長のマニフェストの中

にも明確にうたってあると。そして、強い思いから農産物の販路拡大、そして人吉ブランド

化の確立、それをより一層推進するために、この新しい部署を設置したんだという答弁を受

けました。素晴らしい取り組みだと、私は評価をしたいと思いますし、ますます努力をして

いかなければいけないなと、そういうふうに思ったわけでございますけれども、ただいま市

長の答弁にもありましたように、地産他商推進室は今後の本市ブランド農産物の販売強化や、

農業生産者の方々などの所得向上などのために重要な役割を果たしていく、そういう部署で

あると思っております。 

 今度はそういう中で総務部長にお尋ねをいたしますが、今回の新設部署も含めまして、推

進室と名前のつくものがこれを含めて三つになりますね。それでは、この推進室なるもの、

手続き、それからその根拠になるもの、これはどういうものがあるのかお尋ねをいたします。 

○総務部長（坂崎博憲君）  こんにちは。お答えをいたします。 

 市長部局における課などの設置につきましては、人吉市部設置条例第４条におきまして、

市長に委任されているところでございまして、市長の権限に属する事務を分掌する組織に関

する必要な事項につきましては、人吉市役所組織規則や設置をいたします室の設置規定など

で定めているところでございます。 

 このたびの地産他商推進室につきましては、人吉市役所組織規則の改正によらない設置で

ございまして、男女共同参画推進室、企業誘致推進室と同様に、設置のために必要な事項を

定める地産他商推進室設置規定を制定することといたしております。 

 なお、設置規定につきましては、７月１日から施行し、この規定に基づく室は、経済部農

業振興課に設置することといたしております。 

 以上、お答えいたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、答弁をいただいたわけですけれども、推進室、その根拠はという
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ことで御質問をしまして、さまざまにお答えをいただきました。なかなかわかりやすいとは

思いませんけれども、何となくこの推進室というのが私の気持ちの中では、何かどうもまだ

宙ぶらりんだなあと、せっかく先ほどマニフェストで強く市長が、私が考えたところを推進

していく部署だということであるのであれば、もうちょっと強固なもので係とか課とか、そ

ういうものの聞こえのほうがいいのかなというふうには思うんですが、そこで質問をいたし

ます。 

 今回このような推進室をおつくりになったんですが、今度は経済部長にお尋ねいたします。

この推進室は、何を今後はどういうふうな形でアプローチをしながら、そしてどういう形で

これを動かしていかれるのか、その点についてお尋ねをいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 大きな点につきましては、先ほどの市長にもありましたように、生産者と消費者を結びつ

け、農業生産者自らの生産力向上を促しながら、収入の底上げを図るためのコーディネート

とサポートが地産他商推進室の大きな役割と考えております。室の名称でもあります地産他

商のとおり、本市で生産した農作物等の地産の農作物を他商、本市以外の地域に大いにＰＲ

し販路を拡大して、文字どおり商うという事業を展開して、目的であります農業生産者の収

益向上につなげるものであります。 

 主な事業といたしましては、農業で食べられるまちを目指し、地域農産物生産者の収益向

上のために、本市以外の消費者のニーズ調査、分析、広報宣伝、販売促進というマーケティ

ングを行いまして、本市の販売可能な農産物の情報を発信して、ほかに固定客化を高め、販

路拡大を図ることが大きな事業として考えております。 

 主な取り組みといたしまして、大都市圏で行われるイベントや商談会への出展、高級食材

を扱う小売店へのアプローチ、大口問屋との交渉など、あらゆる接点で情報を収集しまして、

ピンポイントによるアプローチをかけることと考えております。また、インターネットによ

る販売で、全国流通型の販路を構築し、販路拡大につなげていきたいというふうにも考えて

おります。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、答弁をしていただきましたけれども、今回、新設部署、当初は

２人体制でおやりになるというふうに報告を受けているわけでございますけれども、やたら

というか、非常にたくさんのテーマを課せられた部署であるという思いがあります。 

 後ほど要望という形で話をさせていただきますけれども、それでは、今答弁されたような

ことを踏まえまして、じゃあ逆に今回、きちんとしたマーケティング調査などをされた上で、

消費者の動向、消費者のニーズ等々が顕著に調査上に上がってきたと。この中には逆の負の

部分も上がってくると思うんです。例えば市は、ここで限って申しますと、米ということに
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特化してお話をちょっとさせていただきますが、医食同源ひとよし米なるものを売っておる

と。しかし、マーケティングの調査上、どうしてもそれはなかなか売れないと。ましてやほ

かの部分でも、あれは売れているけれども、こっちのほうはちょっと売れ行きが若干にぶい

と。そういう消費動向の調査結果が出たということになりますと、これは商売で言うところ

のＡＢＣ分析というものがあるんですけれども、そういうふうにして分析をしたときに、売

れないものは速やかに撤去をして新たな商品開発をしていく、そして売れてるものはさらに

もっともっと売上高を目指すためのアプローチをかけていく、そういうものを進めていかな

ければならないと思います。そういう中でも、それではじゃあ今回のこの地産他商推進室な

るものに、ここがそういうもの、要するにマーケティング調査を一生懸命おやりになること

だと私は確信をいたしておりますが、そのようなものが出てきたときに、その部署でやはり

そういうものまで含めて、そこまで精査をかけながらきちんとおやりになっていくのか。そ

して、その部署でますますもって売れ筋商品というのを、その部署内において、まずは特化

をされていくような、そういう形でお進めになっていくのか。その点をお尋ねしたいのと、

それから先ほど言いましたように、米に特化して言いますと今この人吉地方でとれておりま

す米の銘柄、これが一体何種類ぐらいあるのか、ちょっとお尋ねをしたいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 マーケティング調査につきましては、議員おっしゃるとおりでございます。本市以外の消

費者のニーズ調査や広報宣伝は、地産他商推進室の大きな事業でございまして、その情報の

分析により、顧客として確保するための販路拡大はもちろん、本市の農産物生産者の生産意

欲の向上や販売力の強化につなげていくものでございます。その過程におきまして、本市が

自信をもって推奨できる農産物と、本市以外の地域が求めるものなど、マーケティング調査

をしっかりと行いながら、またその動向を見ながら、売れる物の見極めなど、これは推進室

のみでの判断ではなく、農協や生産者と一体となって取り組んでまいりたいというふうに考

えております。 

 また、米の銘柄でございますが、水稲うるち推奨品種には奨励品種と認定品種がございま

して、奨励品種にはコシヒカリ、キヌヒカリ、アキゲシキ、ヒノヒカリ、森のくまさん、く

まさんの力、アキマサリ、また認定品種には、イタダキ、ヤマダニシキがございます。 

 以上でございます。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  今、部長の答弁をしていただきまして、さまざまに米の銘柄等々があ

るんだなあというのを再認識させていただきました。要はきちんとつくられたものが、ここ

では米に絞って話をさせていただきますが、きちんと売れる、そのようなものをやっていく

んだと。そういうものを見定めながら、消費者、要するに顧客のお客様のもとへ送り出しを

していくんだと、そんな部署である。非常にその最前線で消費者ニーズをとらえながらやっ
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ていく部署である、そういうふうに私はとらえたわけです。 

 そこで、今、売り出しをされております医食同源ひとよし米、無農薬のアイガモ米でござ

いますけれども、やはりこの手のたぐいの米というのは、今、日本全国いろんな形の中でお

つくりをいただいておると。その中で特にこの人吉市のこの医食同源ひとよし米が脚光を浴

びて売れていくということになれば、それはものすごい努力が必要になってくると、私はそ

ういうふうに理解をしております。 

 であるならば、やはりこれは都市圏で試されている販売方法ではあるんですが、昔でいう

ならば、米はあんまり混ぜるとよくないんだというふうなお話をお伺いすることがあったん

ですが、逆に今さまざまな米の特性を利用して、お客様の個人個人に合わせたブランド化を

図る米もあるように聞いております。私は、そういうものをこの地産他商推進室が先頭を切

っておやりになるかは、まだ明確にはわかりませんけれども、やはり一人一人の顧客のニー

ズに合った商売こそが、この販路拡大を進めていく上では非常に大事な要素になってくるの

ではないかと、そういうふうに思っております。 

 今お答えをいただきました銘柄等々を、その特性を生かして、例えばブレンダーなる人が

お米をブレンドしながら、そういうものを売っていく。しかしながら、そこに顧客管理をし

っかりしながら、お客様のニーズを掌握しながら、また一歩一歩進めていく。そういうふう

な物の売り方、そういうふうな米、そういうものに関しまして、市長がどういうふうにお考

えになっているのかお考えを聞きたいと思います。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 医食同源ひとよし米につきましては、議員御指摘のとおり、売れる物、売れない物、はっ

きりしてきたわけであります。やはり売れる物をつくっていく、これがもう商売の常套手段

であることはもう議員御承知のとおりでございますけれども、八代や天草地方の方々とお話

をいたしますときに、人吉球磨地方のお米というのは大変おいしいと、八代地方においては

干拓をした地域でもありますし、また天草地方というのはどちらかというと水または土地柄

というものもございましょうけれども、なかなか米の栽培というものが、これというブラン

ド化されるようなものは今まで生産作つけ等々が行われてこなかったと。人吉球磨のお米と

いうのは非常に評価が高いというわけでございます。 

 じゃあそれをどのように売るかということでございますけれども、この販売先ということ

に関しましても、医食同源ひとよし米とか、人吉市全体のお米の生産基盤状況等々を考えま

しても、大手、そういう食料に関する大手と取引をしようと思うならば、トン数がもうまっ

たく、いわゆるロットが違うわけであります。こちらでは30万トン、50万トン、すぐにでも

来年用意できますよというふうに思いますけれども、向こうは１万トンまたは５万トン、10

万トンの世界であります。 

 そういう中で、じゃあどう数量的には小さいけれども、それを売っていくのかというとこ
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ろがまた知恵の絞りどころではなかろうかと思っておりますし、医食同源ひとよし米におき

ましては、有機栽培、無農薬栽培、そしてさらにアイガモ農法のつくり方まで統一した基準

を設けて、そしてこれを小ロットでありますけれども、希少価値の高いお米として、今後販

売に努力を重ねていかなければならない。そういう中でも研究し、マーケティング調査を行

い、そしてどこをそれをターゲットとするか、または販路出口を確保していくか、そういう

ところを押さえていくのが地産他商推進室であります。 

 お米のブレンドというお話もございましたけれども、今後、このお米のブレンドに関しま

しても、研究をしてまいりたいというふうに思うところでございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、８番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ８番。 

○８番（松田 茂君）  わかりました。私も希少価値、要するにそこだけでしかとれないおい

しいお米というのには、非常に未来があるのかなあと思っております。ましてや「今回、地

産他商推進室お二人の方、女性職員がお就きになるわけですけれども」、今市長がおっしゃ

いました、要するに商売、商いの中にやはり真心を込めてお売りいただきたい。今まで売る

ばっかりであって、例えば感謝状の一枚、またはそこにおける今後の商品の御紹介等々はな

かったかもしれません。例えば、お米でありましても、球磨焼酎、例えば蒸し上がりにお猪

口一杯のこの米焼酎を振りかけると、つややかな米が炊きあがりますよと、そうするとこの

消費者のほうが、ああ、焼酎というのは米でできたのだねと、じゃあ今後この球磨焼酎を買

ってみたいわ、どういう焼酎がおいしいのというのがその地産他商推進室にお寄せになるか

もしれない。ああ、ありがとうございますと、お客様と心が通じ合った瞬間だと、僕は思う

んですね。青臭いかもしれません。しかし今までそこができていなかったかもしれません。

じゃあ次に人吉のブランドってどういうものがあるのって、実はトウキビがあります。じゃ

あまことにすみませんばってん、１本しか送れませんと。食べたらおいしかったと、これは

どうやって買ったらいいの。実は先ほどおっしゃったように、ロットとしては５キロ１箱で

お売りしておりますと、いかがでしたかと。そういう物の売り方も実は必要ではないかと思

います。本当にやれそうでやれないのが、真心を売る商売だと思うんですね。 

 今回、この地産他商推進室にあられましては、その真心を売る商い、その最前線に飛び出

していっていただく、そういう思いも込めまして、どうかがんばっていただきたいとエール

を送りたいと思います。 

 これで、私の質問を終わりたいと思います。以上です。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午前11時25分 休憩 

───────── 

午前11時36分 開議 
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○議長（大王英二君）  では、休憩前に引き続き再開をいたします。（「議長、14番」と呼ぶ

者あり） 

 14番。 

○14番（立山勝徳君）（登壇）  14番の立山でございます。 

 今回の私の一般質問は、まず１点目に鉄道と観光の問題について、言うならば、鉄道を活

用しての観光といいますか、そういう立場からの質問が第１点であります。２点目は、この

春、宮崎県で発生・拡大し、いまだに終息していない口蹄疫感染問題について。３点目は近

づいてきた豪雨シーズに備えての防災問題について質問をいたします。 

 それでは、まず鉄道と観光問題についての質問から始めたいと思いますが、先ほど松田議

員のほうから、アジア全体を視野に入れたメディカルツーリズムの高尚な議論が繰り返され

てまいりましたけれども、私のほうは鉄道ですから、かたい、そして重い、そういう立場か

らの質問をいたしますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 ＪＲ肥薩線八代―隼人間124.2キロは、明治42年11月21日に開通しましたが、この肥薩線

の開通は、日本列島が一本のレールで結ばれた記念すべき日でもあります。さらに、この肥

薩線の開通が南九州の産業近代化に多大な貢献をしたとして、100年前につくられた駅舎、

トンネル、鉄橋など、19カ所の施設が産業近代化遺産に指定をされました。この肥薩線を大

正時代に初めて純国産の蒸気機関車としてつくられた88歳の米寿を迎えたＳＬ、58654号機

がＳＬ人吉として走ることになり、これらの課題を中心に据えて取り組んできました肥薩線

開通100周年記念事業は、関係者の方々の御尽力により、期待どおりの成果を上げることが

できたと思います。そして、人気の的であるＳＬ人吉は今年も３月６日から運行を再開いた

しました。そして、九州新幹線の全線開通は残り９カ月と迫りました。肥薩線100周年記念

事業の成果を、新幹線プロジェクトへどう連動をするのか、緊急で重要な課題であります。 

 そこで質問でありますが、九州新幹線全線開通のチャンスをどう生かすのか、鉄道の活用

という立場に絞りながら、改めて市長の構想をお尋ねをいたします。１点目であります。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 肥薩線100周年記念事業は、地元自治体を初め、民間関係者の多大な御尽力によりまして、

盛会裏に終了いたしました。主な成果を申し上げますと、100周年ＳＬ運行ＰＲ事業では、

ＪＲを初め熊本県とのＰＲタイアップにより、様々なメディアに取り上げられ、「ＳＬが走

る国宝のまち人吉」として、そのイメージの定着で全国に人吉市の情報発信が行われたもの

と考えております。イベントも数多く行われており、人吉駅でのＳＬ到着歓迎イベントや出

発式、100周年記念シンポジウムと鉄道史上展、さくら会によるノスタルジック人吉、鉄道

案内人会によるバスツアー、地元住民による大畑・矢岳駅でのおもてなしなど、地域や官民

が一体となったロングランの観光キャンペーンが繰り広げられ、多くの観光客が人吉市に来

ていただいたところでございます。 



- 77 -  

 今回、この観光客へのおもてなしを支えていただきましたのは、市民の皆様を初め、関係

者の方々の活動によるものが大きかったと存じます。また、喜ばしいことに、この記念事業

を機に、今後も引き続き御協力いただく機運を現在感じているところでございます。特に民

間主導の取り組みとして、大畑駅、矢岳駅での物品販売、鉄道案内人会による鉄道遺産の案

内など、肥薩線の観光路線としての魅力増進に多大な貢献をいただいているところでござい

ます。 

 このように、一昨年、６月の川線開通100周年に続き、昨年11月21日に全線開通100周年を

迎えた肥薩線の沿線地域では、地元住民と力を合わせ、観光客のおもてなしやにぎわい創出

に取り組んでいただいており、心から関係者の皆様方に感謝の言葉を申し上げる次第でござ

います。 

 新幹線プロジェクトといたしましても、熊本県内各地、九州各県が新幹線開業に向け、準

備を行っているところでございますが、人吉球磨では100周年記念事業を行ったことで、新

幹線開業を迎える土壌が既にでき上っていると思っております。この熱意を新幹線プロジェ

クトに引き続き向けていただき、官民一体となり、平成23年春の九州新幹線鹿児島ルート全

線開業がもたらすスピード効果と、熊本側ではＳＬ人吉や九州横断特急、鹿児島・宮崎県側

ではいさぶろう・しんぺい号、はやとの風など、観光列車を利用して、様々な文化や伝統の

香りを楽しむことができ、山海を満喫できるスローな列車の旅を生かしながら、観光客増加

を促進するため、今後も観光振興に取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

 また、ＪＲ及び熊本県、宮崎県、鹿児島県の南九州３県で主催いたします日本全国からの

観光客誘致に向けた取り組みであるディスティネーションキャンペーンが来年３月から始ま

りますので、人吉球磨におきましても、観光情報発信・収集に努め、肥薩線の魅力アップの

ため、沿線関係自治体や県境を越えた宮崎県えびの市、鹿児島県湧水町などと協力体制をと

りつつ、新幹線開業に合わせた活動を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  九州新幹線の全線開通に向けた市長なりの構想を答弁をしていただき

ました。 

 そこで、その一つの目玉として期待をしております、いわゆるＳＬ、Ｄ51の運転について

質問をいたしたいと思います。矢岳駅に展示されておりますＤ51「170号機」、この復活運

転の問題については、昨年12月の議会において、「Ｄ51運行の夢からうつつへ」というよう

な形で質問をいたしました経緯があります。そのとき市長は、門前の小僧だからという非常

に謙遜をした立場からの答弁がございましたが、答弁の中身を見ますと、門前の小僧顔負け

の答弁であったかなというふうにも思うわけでありますが、今回の施政方針並びに新聞報道

などでは、現実的に準備を始めるとの意思表明であります。このＤ51運行実現のための戦術
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的な構想についての説明をお願いしますとともに、少なくとも昨年12月の段階では、ＪＲ当

局としては、Ｄ51の運行復活については99％ノーと言われておったはずでありますが、今で

はイエスのサインになったのでしょうか。また、宮崎県えびの市及び鹿児島県湧水町とは、

いわゆる三人四脚の歩調はそろったのでしょうか。このことについて詳しくお尋ねをいたし

たいと思います。 

 以上です。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 Ｄ51復活につきましては、これまでにも御答弁申し上げておりますとおり、来年春の九州

新幹線全線開業を控えている現在、九州内の各自治体が連動して、歴史的・文化的素材や食

の素材などを磨き上げ、本市を含めた南九州観光振興を図るための重要なツールとして取り

組んでいるものでございます。 

 スーパースピードの新幹線が九州の西海岸軸とすれば、超スローな旅を演出するＳＬは、

東海岸から内陸部軸を形成するものとイメージをいたしております。昨年４月に復活をいた

しましたＳＬ人吉は、肥薩線川線を走る観光列車として球磨川車窓の絶景を称讃され、青井

阿蘇神社の国宝指定とともに、本市の観光客増加に大きく寄与していることは御承知のとお

りでございます。 

 日経新聞が今年４月に発表しました「初夏に乗りたい行楽列車ランキング」でもゆふいん

の森号などの有名観光列車を抑えて、堂々全国１位にＳＬ人吉が輝いております。また、日

本三大車窓やループ線、スイッチバックなどの鉄道遺産が残る山線を走るいさぶろう・しん

ぺい号につきましても、このランキングの９位と、肥薩線の魅力は全国に十分ＰＲできるも

のと確信をいたしたところでございます。 

 観光で食べられるまちを目指す本市にとりまして、肥薩線に付加価値、光を当て、ここだ

けにしかないオンリーワンを持つ、つまり肥薩線の産業遺産の中でも、施設的なものに加え

て、動的産業遺産を復活させることにより、産業近代遺産からさらにステップアップした遺

産へと高められるものと考えているところでございます。 

 山線は男性的なＤ51、新幹線のスピード感に対して、スローな旅を演出する世界的な価値

を生み出すことのできるものであると私は確信をいたしているところでございます。これは

鉄道ファンのみならず、全国、ひいては世界からも注目の的となる最大の観光振興策になる

ものと、私自身、大いに期待をいたしているところでございます。 

 このＤ51復活につきましては、議員御指摘のとおり、当然のことながら、クリアすべき大

きな課題がいくつかございます。昨年の12月議会でもお答えしましたとおり、Ｄ51本体が復

活可能であるかの検証、トンネルや鉄橋などを含む線路設備の改修、運転士の育成、Ｄ51が

牽引する新しい客車の製造などの課題、運営母体となりますＪＲ九州の御理解・御協力、資

金面の確保など、さまざまなものが現在もございます。 
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 まず、Ｄ51の本体でございますが、相当な部分で改修リニューアルの必要があるようでご

ざいまして、その辺も含めてＳＬ人吉の経験から、ＪＲ九州では４億から５億の費用がかか

るのではないかと考えておられるようでございます。 

 線路や橋梁でございますが、これにも調査、補修等が必要であるという御説明をいただい

ておりまして、当然、ＪＲ九州においては、これをお願いしていかなければならないわけで

ございますが、石原会長とお話をさせていただく中で、山線のすばらしい車窓を確保するた

めの樹木、その剪定や伐採の問題についても言及をされておりまして、そういった周辺環境

の面でも取り組む必要があると実感をしているところでございます。 

 保守設備についてでございますが、このことについても、昨年、立山議員からその重要性

を御指摘いただいたわけでございますが、ＪＲの石原会長からも、蒸気機関車はコストの固

まりであるというお話をいただきました。私もＳＬ人吉の復活運行の経緯や、くま川鉄道の

経営を通して、整備の重要性については深く認識をいたしておりますが、整備を行う場所も

含めまして、検査、研修の難しさというものを改めて感じているところでございます。 

 運用的には、昔の機関区のようなものが、人吉駅や吉松駅に設置できれば一番いいのだろ

うと思いますが、企業全体としての人員配置、施設の配置の計画もおありだと思いますので、

状況等をお伺いしていきたいと思っております。これはＪＲ九州をお伺いしたときにもお話

をしたことでございますが、一方的な希望を言わせていただけるならば、国鉄の町として栄

えた吉松駅、あるいはその駅周辺、往時をしのばせるような姿に整備していただいて、転車

台とともに機関区等を復活していただければ、人吉―吉松間がさらに魅力ある路線になるの

ではないかと思っております。 

 さらに、運転士の確保でございますが、ＪＲからもＤ51運転をする人が、現在はいないと。

すなわち、新たに養成する必要について御指摘をいただいているところでございます。昨年

の御質問でも、山線を運転する特殊性とか難しさを御教示いただいておりますが、ソフト的

な課題、それも一定の期間が必要な課題として、ＪＲ九州にお願いをしてまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

 また、往年の機関士の中には、復活したその一番列車は俺が運転するんだと強く宣言され

ておられる方も目の前におられるわけでございまして、今後、ともに力を合わせて、夢の実

現に邁進してまいりたいというふうに思っているところでございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  ただいまの市長の御答弁を聞いてみますと、門前の小僧どころか、専

門家の域に達せられたかなというふうに思うわけでありますが、ただ、御答弁を聞いており

まして、私がお尋ねをしました、肝心のＪＲはイエスと言ったのですか、どうですかという

ことと、えびの市並びに湧水町との三人四脚、これは完全に整ったのでしょうかという質問
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については、明確な御答弁がございませんでした。ただ、答弁の雰囲気からしますと、ＪＲ

側はイエスだったんだなあと、あるいは三人四脚のほうも何とか足をくくりつけることがで

きたのかなあというふうには感じましたけれども、その点のところは明確に答えられるなら

ば、もう少し明確にしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 ＪＲ九州とされましては、新幹線開業へ向けての福岡駅、鹿児島、そして来年は大分と、

様々な経営上の投資的戦略を持っておられるようでございます。そういう多額な国を含めま

した投資が行われる中で、Ｄ51のみに関して約20億の投資と、またはその20億を通して、そ

れが実際、費用対効果がどれだけ望めるものかというところは、ＪＲ九州におかれましても、

ここはまだまだ試算の前段階であるというふうに私は感じております。しかし、いよいよこ

の運動に着手しますというふうな宣言を、石原会長にしてきたところでございますけれども、

そのことに関しましては、私どもの申し出に対して、しっかりと受けていただいたものとい

うふうに感じて、その場を退室したところでございます。 

 それから、えびの市、湧水町、そして人吉市の三人四脚は整ったのかということでござい

ますが、首長同士の話は終わっておりまして、再三再四、会合を重ねたところでございます。

幹事会も一度開かせていただいておりまして、快諾の方向で足並みはそろっております。た

だ、口蹄疫の問題で、このことが今、ペンディングされているところでございますけれども、

口蹄疫の問題を見据えつつ、さらに幹事会、首長会を催していきたいというふうに思ってお

ります。 

 以上、お答えといたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  今、御答弁をいただいて、大体わかったわけですが、特にＪＲ側のイ

エスかノーかの返答については、市長が言われましたように、経営的な問題あるいは赤字の

問題等も絡んでまいりますから、その辺を短兵急にイエスかノーかを言う立場にはなかろう

というふうに思いますが、ただ、この問題は下から、いわゆるＪＲの下からいくら盛り上げ

ても私はもとくれんだろうと、できんだろうと思っています。運転復活すれば赤字になるこ

とはわかっている問題を、下から持ち上げる、ＪＲ現場の下から持ち上げるということは、

非常に厳しいんですね。これはやはりトップのほうで決めといて、赤字になるかもしれんけ

れども、一応南九州３地域の地域発展のためにやろうじゃないかということで、やはり上の

ほうからの号令がなければ無理だろうなあというふうに思っていますから、そこらあたりは

あくまでも市長の出番だろうというふうに思っていますから、その点、さらに努力をしてい

ただきたいというふうに思いますが、ただ、これは３月の議会で私は市長に対しては苦言的

に申し上げましたけれども、市長だけがあんまり先に走っていただければ、後がついてこな
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いという面がありますから、その点はたまには後ろを振り返りながら、皆をやはり引きつけ

ていくという立場での努力が必要ではないのかなあというふうに思っています。 

 そこで、じゃあ市役所の職員だけを引っ張ればいいのかという問題ではありません。やは

り人吉市全体、球磨郡全体の地域力を見つける、そういう問題でありますから、そういった

人吉市、球磨郡全体の頑張ろうという意識をどう醸し出すのかということになりますと、後

でちょっと触れたいと思いますが、資金募集の問題と、さらには意思表示としての署名問題

等もあるかなあというふうに考えているところでありますから、その点、御留意をいただき

たいというふうに思います。 

 そこで、次の質問に入りますが、これはもう市長のほうも答弁の中で言われましたので、

少しダブる部門もあるというふうに思いますが、まず１点目のクリアすべき課題、ハードル

は、ＳＬ自体の状況ですね。この人吉―吉松間は、矢岳までは少なくとも1000分の25から

1000分30.3の連続勾配ですから、この急勾配を駆け上ることができる状態にまで、ＳＬをリ

ニューアルすることができるかどうかだというふうに思います。ただしその点については、

ＪＲのほうで４億か５億ということで踏んでおられるということでございますから、専門家

の判断に任すべき問題ではあろうと思いますが、そういった単に平坦線を走るだけでいいと

いう代物ではございませんで、1000分の30という勾配をどう上るのかという課題があるわけ

ですから、その点について十分留意をされるべきだろうというふうに思います。 

 それから、２点目は走る線路の状況です。市長言われましたように、大小たくさんの鉄橋

がございます。球磨川第三橋梁をはじめとするたくさんの橋梁があるわけですが、こういっ

た橋梁の強度、あるいはトンネルの状態、レールの状態、さらにはレールを支える枕木、あ

るいは道床、そういった縁の下の力持ちの問題があります。今、約40トンのディーゼルカー

は走っておりますけれども、Ｄ51を走らせるということになりますと、Ｄ51の自重は125ト

ンであります。40トンの車両が走ればいいという形で保守してきた線路が125トンの重量に

耐えられるかどうかということは、精密な検証が必要だというふうに思っていますから、そ

の点についても留意をいただきたいと思います。 

 ３点目、これも市長言われましたように、ＳＬは非常に綿密な検査、修繕あるいは給炭、

給油、給砂、給水、そういったものが必要であります。検査修繕のためのいろんな、例えば

ピットとか、あるいはクレーンとか、旋盤機械とか、そういったものも必要になってまいり

ます。あるいは、もとの機関区の状態ということになりますと、当然、転車台の新設という

ものを人吉機関区以外にもう１カ所はつくらなければならないということであります。つま

り、先ほど言われましたように、ＳＬ時代の人吉機関区のような設備施設、要因をもった施

設が規模は小さくてもできなければならないという課題が残されておりますので、その点に

ついても留意をしていただきたいと思います。 

 さらに４点目でありますが、これは人の問題であります。Ｄ51を操る機関士、機関助士、
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これは平坦線を走るとき以上の熟練が必要であります。大畑駅を出発したときから、矢岳駅

までの約８キロは1000分の25から30.3の急勾配の連続でありますし、息をつく暇も、息をつ

く場所もありません。また、基地に帰れば、検査修繕の技術者と燃料、水、砂の補給をする

職員がいなければなりません。そういったかなり大がかりな設備施設あるいは要員配置が必

要でありますから、この点についても十分御留意をいただきたいと思います。 

 そこで、少し時間がありませんので、山線を運転をするときの特別な熟練というのを私申

し上げましたけれども、例えば機関助士が投炭作業をやって運転をします。機関車のボイ

ラーは横型ですから、こちらのほうに燃焼室がある、石炭を燃やすところがある、こちらの

ほうに煙突がある、並行に煙管が走っておりまして、その煙管の中を燃焼したガスが煙突に

向かって通過をしていくときに周辺に満タンをされております水を温めて蒸気をつくる、そ

ういう設備になるわけです。そこで、平坦のときにボイラーの水がどれくらいあればいいの

かということは、運転室に備えてあります水面計、ボイラーの中の水位を測る水面計を見な

がら、おお、ボイラー水が少なくなったから水を補給しなければならん。もちろん、給水ポ

ンプで補給するわけですが、そういうふうにして常にボイラー水の水位を見ながら運転して

いいわけですね、石炭をくべていいわけです。ところが、これが1000分30.3の勾配になりま

すと、完全に機関車の前頭のほうが上になって、下のほうが運転室になりますから、水面計

はこう上がっていきますから、水面計はすぐ満タンになってきます。水面計でボイラーの中

の水位がどれくらいあるのかを見ることができないんです。そこは勘でやっていかなければ

なりません。もし1000分の30.3で水面計に水位が見えるようになったときには、機関車の煙

突側のほうの煙管、炎が通る煙管はみずから露出をしています。であれば、そこは水がない

わけですから焼損をする、ボイラーの破壊ということになります。また、水が多すぎれば今

度はシリンダーの中に水が入る。そういう状況になりますから、これも一つの特別な熟練が

必要であるということでありますから、そのこともあえて申し上げておきたいというふうに

思います。 

 そこで、資金調達の問題についてお尋ねをしますが、新聞の報道によりますと、事業費の

試算は設備投資など20億円、その半分は募金で集めると。機関車の改修修繕費は５億を見込

んでいる。そして、資金集めの具体的な活動は、人吉市、えびの市、湧水町が中心になって、

宮崎、鹿児島、熊本３県や、ＪＲに協力を求めながら、全国に広めるという方針とのことで

あります。この試算額については、先ほどの市長の答弁の中で言われましたので、お尋ねを

いたしませんけれども、一応ＪＲの専門家によるちゃんとした試算であったろうというふう

に理解をしておきたいというふうに思います。 

 そこで、地元の募金活動の問題についてでございますけれども、地元の熱意を伝えるとい

う思いでは募金活動は必要だというふうに思いますが、この募金活動の前に、やはり先ほど

ちょっと申し上げました地元住民の署名活動の展開ということについても、当然考えておら
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れるのではないかなあというふうに思いますが、募金活動と絡んで、その点についての市長

のお考えを示していただきたいと思います。 

 以上です。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 御指摘のとおり、多くの難しい課題が運行に至るまでには存在しているわけでございます。

しかし、こういったアドバイスをお受けしながら、夢へ向かって進んでまいりたいというふ

うに感じております。Ｄ51復活運動については、立山議員初め、国鉄ＯＢの皆様の御支援な

くしては、実現できないであろうということをしみじみ御質問をお伺いするたびに思うとこ

ろではございますが、先般の日曜日、東校区の運動会がございまして、ある御婦人から呼び

とめられまして、Ｄ51復活の新聞記事を拝見いたしましたと。私の主人は国鉄ＯＢでありま

すと。息子と共に涙を流して非常に喜んだところでありますと。まず、ぜひ実現をさせてい

ただきたいというふうに御激励をいただいたところでございますけれども、山積する課題を

お聞きしながら、一つの経営戦略として思いついたことをまず申し述べさせていただきたい

と思いますけれども、ある大手のハンバーガーチェーンというのは、その町に１店だけは決

して出店をしないと。２店、３店、町のその人口にもよりますけれども、一挙に同時多発で

出店をしていくという経営戦略がございます。ＳＬ人吉、86だけではなく、やはりここにＤ

51が加わることによりまして、大いなる経済効果をこの南九州３県にもたらすものであると

いうふうにも考えているところでございます。実働としてはハード面のＤ51の本格復活や線

路、設備、橋梁、ソフト面の運転士の育成等については、石原会長や唐池社長にもたびたび

お会いをいたしまして、調査検討を引き続きお願いしておりますし、国土交通省からも側面

的な御支援・御協力をお約束をしていただいているところでございます。昨日も国土交通省

鉄道局をお訪ねをいたしまして、さらにこの問題に関する資金面の手当てということ、また

さまざまな先ほど質問の中も出ておりますが、社会資本整備総合交付金等々の使い勝手が非

常に悪いと。このことは年度内にそれは改善する方向であるということで、基幹事業がなけ

ればその連結した事業ができないという御説明でございましたけれども、今、人吉球磨また

は南九州３県にとって必要なのはＤ51であると。しかし、先ほど申し上げましたように、Ｄ

51と86はＳＬ人吉がそろうことによって、さらなる経済効果を生み出していくということは

間違いがなかろうというふうに思っておりますので、単に募金活動だけではなく、国の支援

というものが非常に大きな役割を果たしてくるのではないかというふうに思っているところ

でございます。 

 20億円の根拠は、先ほどは大まかに説明しましたけれども、これもＪＲ九州におかれまし

て精査をされたわけではございませんが、まあ概算の概算というところで、調査はきちっと

行っていただいているところでございます。ですから、ＪＲ九州として全くその99％不可能

であるというふうにおっしゃいましたけれども、徐々に徐々にやはりＪＲ九州としても、こ
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の可能性を探っていただいておるというふうに確信をいたしております。 

 また、再三再四、国土交通省審議官並びに鉄道局をお訪ねするたびに、徐々に徐々にこれ

に加わっていただく国家公務員の方々も数がふえてきておりまして、昨日お訪ねしたときは、

観光庁の審議官もお加わりいただいて、両方で考えていこうというふうな配慮もしていただ

いているところでございまして、今後は内閣府の財務省担当の方とのお引き合わせもあると

いうふうにきのう言っていただいたところでございます。 

 この資金をどう捻出するかということでございますけれども、先ほども申し上げましたと

おり、ＪＲ九州は企業として、まず採算性を考えられる。費用対効果はどうなのかというこ

とを考えるのは当然のことでございまして、会社側が全額負担してＤ51復活ということは現

在のところはあり得ないと。それでは私たちに一体何ができるのかということでございます。

そこで肥薩線山線の沿線自治体である人吉市、えびの、湧水町、２市１町が中心となって、

あるいは肥薩線利用促進存続期成会、16市町村で構成をいたしておりますけれども、この組

織改編を視野に入れながら、さらには熊本、宮崎、鹿児島の３県、並びにＪＲ九州にも御協

力をいただきながら、募金活動を展開してまいりたいというふうに考えたところでございま

す。 

 先ほど申し上げましたとおり、えびの、湧水町には御相談申し上げ、連携の快諾をいただ

いているところでございますけれども、御指摘のとおり、まずは募金活動の前に、機運を高

めるために署名活動というのが順当であるというふうに、私も認識をいたしたところでござ

います。 

 今回、報道によりまして、準備段階であるにもかかわりませず、非常に大きな反響を呼ん

でおりまして、まずは御指摘のとおり、署名運動からこの事業を、復活のための理解を求め

ていきたいというふうに考えております。 

 現在の厳しい経済状況下におきまして、目標達成は非常に困難であり、過去に行われた同

様の募金活動が不調に終わったことも十分承知はいたしております。しかしながら、このよ

うな厳しい状況だからこそ、大きな夢を持ち、その夢を形にしていくことが、今この地方に

必要であると確信いたしているところでございます。今後は、この募金に係る要綱等を早急

に策定し、関係市長や市議会の御理解をいただいた上で、この秋から年度内には募金活動を

開始したいと考えているところでございます。 

 以上、お答えといたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  非常にクリアすべき課題は重い課題でありますが、今、市長の御答弁

のように、いろんな期待を背負った一つの今後の取り組みの計画でございますから、再度申

し上げますが、この問題については、やはりトップダウン方式をとらないと実現は困難だろ

うというふうに思っていますから、ただ、そのトップを後押ししていく住民の意識について
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は、ぜひ盛り上げていけるように努力をしなければならないと思っていますから、頑張って

いただくようよろしくお願いします。 

 なお、私も今、ＳＬ人吉が人吉機関区に滞留する間は、鉄道観光案内人が３人ずつ警備に

つきまして、訪れるお客さん等について説明をしたり、あるいは危険な箇所もありますので、

警備をしたりするわけですが、全国から来てもらうお客さんの会話が非常に楽しいですね。

子供たちがいっぱい来ます。そして、目を輝かせて転車台を回る姿を見るんですね。そして

感じるのは、ＳＬというのは私たちにとっては懐かしい機関車、子供たちにとってはまった

く新しい機関車、夢の機関車。そういうようなとらえ方でございますので、例えば石炭のこ

れくらいのを子供に握らせるんですよ。喜んで持って帰るんですよ。たまにはそのお父さん

が「これは燃えたかすですか、えらい黒かですね」という話もあるんですが、この石炭一つ

が子供にとっては珍しい。この子たちがやっぱり全国に散らばっている以上は、いわゆる

「てっちゃん旅」とか、あるいは鉄道ブームというのは衰えることはないなあというふうに

思っていますし、ぜひ、夢を正夢にできるように頑張っていただきたいと、要望いたしまし

て、この件については終わりたいと思います。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午後０時18分 休憩 

───────── 

午後１時20分 開議 

○議長（大王英二君）  では、休憩前に引き続き再開をいたします。（「議長、14番」と呼ぶ

者あり） 

 14番。 

○14番（立山勝徳君）  昼食が終わりまして、かなり睡魔に襲われる時間でございますが、ど

うぞゆっくりおやすみの方はそれでも結構だというふうに思いますから、２回目の質問に立

たせていただきます。 

 災害対策の問題についてでございますが、米づくりの農家として最も重要な仕事である田

植えのシーズンになってまいりました。しかし５月23日以来、今月にかけて雨らしい雨が降

っておらず、水田の代掻きをしようにも水が足りずできないという水田も出始めているよう

であります。水が欲しいときに降る雨を恵みの雨と言います。あるいは慈雨とも呼んでいま

す。恵みの雨も度が過ぎれば洪水となって牙をむきます。 

 さて、豪雨災害のシーズンを前にして、市では各支部ごとの防災会議が開催をされてきま

した。この支部防災会議は、それぞれの地域で災害が発生しないように、また発生しても最

小限の災害に抑えられるように、情報を交換し、伝達し、対策を練り、関係者や地域住民が

意思統一をするための重要な会議であると認識しています。 

 今年度の各支部の開催状況と、そこで出されました要望事項、あるいは問題提起をされま
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した問題について、その対応策について報告をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○総務部長（坂崎博憲君）  それでは、立山議員の御質問にお答えをいたします。 

 本市の災害対策支部は９支部ございまして、東支部、西支部、川南支部、間支部、大畑支

部、林支部、薩摩瀬支部、戸越支部、中原支部となっております。支部会議の開催にあたっ

ては、人吉市防災会議及び水防協議会、また人吉市災害対策本部会議で審議した内容を踏ま

えまして、支部会議を開催しているところでございます。 

 本年度は、６月４日までにすべての支部会議を開催いたしております。各支部から各支部

会議における地域からの要望や問題提起について御説明させていただきますが、支部会議が

終わったばかりの支部もございますので、まだ具体的に現地確認等も終わってない箇所もご

ざいますので、現在までに取りまとめた範囲で御説明させていただきたいと存じます。 

 まず、要望についてでございますが、国への要望、県への要望、市への要望という形で三

つに区分して御説明をさせていただきたいと存じます。 

 まず、国への要望でございますが、紅取橋橋脚への指定水位のマーキングの要望がござい

ます。このマーキングは水防団待機水位を青色、はんらん注意水位を黄色、はんらん危険水

位を赤色のラインを示すことにより、水位がどの程度危険な状態にあるのかが目視ができ、

避難などの判断の目安として活用するものでございます。現在、市内におきましては、水の

手橋の橋脚、西瀬橋の橋脚、出水川排水樋管付近の護岸に整備がなされております。 

 次に県への要望でございます。内容で区分しますと、河川の改修が御溝川、出水川、万江

川。河川のしゅんせつ、河道内の除草、これは鬼木川、山田川、御溝川、万江川。内水被害

対策が出水川、御溝川。崖地域危険箇所の砂防指定、西小学校登校路等の要望があっており

ます。 

 次に、市への要望でございますが、水路や側溝の点検に関すること、避難所施設のバリア

フリー化、避難所のプライバシー保護、避難路の安全対策に関すること、ヘルメット等の物

品支給に関することなどの要望が上がってきております。 

 また、課題といたしましては、避難所の施設に関することでございまして、地理的条件に

よって利用しにくい避難所設定になっているという御意見があっております。 

 そこで、これらの要望・課題につきまして、市で対応できるものにつきましては、関係部

署と連携を図りながら、早急に対応してまいりたいと存じております。国・県への要望に関

しましては、担当部署を通じ、早期の対応をお願いしてまいりたいと存じます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  まだ、すべての支部会議が終わって日時がたってないということで、

十分な対応ができていないということでありますが、質問のほうもそのつもりでやっていき
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たいというふうに思っています。 

 そこで、今、答弁をいただきました中で、それから別にもらいました資料を見てみますと、

出された問題は全部で21件ということであります。その21件の中で、国・県・市のどこで対

応するかでは、市で所管すべき問題が10件、県が９件、国が１件、残りの１件は未定のよう

であります。まず、国・県の所管となるものに、どのように処理をされるのか、その方向性

をきちっと説明をしておいていただきたいと思います。 

 それから、市で対応すべき要望の中で、もう既に解決をされた問題があれば、そのことに

ついて報告をしていただきたいし、近日中に解決できると判断されるものについても、それ

ぞれ報告をしていただきたいと思います。 

 以上、２回目を終わります。 

○総務部長（坂崎博憲君）  立山議員の御質問にお答えをいたします。 

 国・県への要望に関しましては、毎年災害対策支部会議で出てまいりました要望を、地域

生活課で取りまとめをいたしまして、市関係部署へ内容の通知、各担当部署から国・県の関

係部署へ要望を行っているところでございます。 

 例えば、河川のしゅんせつにつきましては、御溝川では昨年要望いたしました元ＪＲア

パート前のしゅんせつや、福川ではスポーツパレス前の線路敷上流部のしゅんせつ、山田川

では人吉自動車学校前のしゅんせつなど、県で実施をしていただいております。このように、

できる限り要望したものにつきましては、年度内に実施をしていただいているところでござ

います。 

 本年度も、河川改修、しゅんせつ等の要望が出ておりますので、これから現地を確認いた

しまして、県へお願いをしてまいりたいというふう存じます。 

 次に、市で対応する事項でございますが、10件ほど要望があっておりまして、そのうち既

に対応した事項といたしましては、東間小学校前の水路のごみ等の詰まりで、既に対応をい

たしております。また、避難路の安全対策において、出水川のはんらんにより、道路と側溝

の見分けがつかず、避難する際、危険であることから、目印のための点滅灯の要望があって

おります。本年度で対応したところでございます。 

 次に、梅雨入り前、近日中に対応できる事項でございますが、水防対策用の土のうの支給

でございます。そのほか市への要望事項といたしまして、災害時要援護者の避難所として、

病院の空きベッド等を使用できないか、大規模避難所のトイレを洋式にするなど、バリアフ

リー化ができないか、避難所において介助を要する高齢者等に配慮した仕切り板やポータブ

ルトイレの設置はできないかなどの要望があっております。これらにつきましては、関係部

署、関係機関と協議をしながら、要望に応えられるよう努力してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  今の答弁を聞いてみますと、10件中２件については既に解決をしたと。

あとの問題についても早急に対応したいということでありますから、それは多として受けと

めておきたいと思いますが、せっかく災害前にやるということは、できるだけ今年の災害に

間に合うように対応できるならば、そういう願いをこめて、やはり雨季の前に災害対策会議

をやるわけですから、その点については十分配慮しながら、すぐできることを先送りするこ

とがまずないように、その点についてはよろしく取り組んでいただくようにお願いをしてお

きたいと思います。 

 それから、３回目の質問になりますが、要望ではなくて、課題となっている提案事項の中

で、そういったものが９件あってるようでありますが、そのうちの３件は避難所の見直しと

いうのが懸案事項になっているというふうに思うんですね。東西コミセンと下青井町内会館

と鹿目町の避難所、そういうことで問題になっているようでありますが、今になって避難所

にいろいろ異論がある。検討し直さなければならないというのは、非常にやはり避難という

土壇場に立った場合に、住民の方が迷うんじゃないかなあというふうに思いますし、そうい

った意味では、いろいろ問題はあったとしても、きちっとやっぱり避難場所というのは、避

難をされる人が迷いがないように、きちっと周知徹底を図っておくべきじゃないのかなとい

うふうに私は思っています。その点についての執行部の見解についてお尋ねをしたいと思い

ます。 

○総務部長（坂崎博憲君）  立山議員の御質問にお答えいたします。 

 ３カ所の避難所の見直しの件、課題でございますが、まず東支部からの御意見は、「第

３次避難所に東西コミセンとあるが、土地が低く、避難した後、危険な状態となったらどう

するのか。避難所指定から外すべきでは」との内容でございました。西支部からは「下青井

町内会館は地理的に低い場所となるため、水害時に孤立してしまうので、避難場所の代替は

できないか」と。また戸越支部からは、「鹿目町の１次避難所は鹿目町公民館で、２次避難

所は西瀬コミセン、そして３次避難所は鹿目分校となっており、わざわざ行ったり来たりし

なければならない。２次避難所を西瀬コミセンとせず、鹿目町公民館でよいのでは」との内

容でございました。 

 本年度の指定避難場所に関しましては、災害対策本部会議にて各支部長に対し、従来の指

定避難所で示しておりますので、支部会議の席でもそのように伝えているところでございま

す。しかし、鹿目町の２次避難所に関しましては、町内会の希望により、鹿目町公民館とす

ることで意思統一を図ったところでございます。 

 課題に上がっております避難所の見直しに関しましては、次年度に向けて検討させていた

だきたいというふうに存じます。 

 以上、お答えといたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 
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○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  今、答弁をいただいたわけですが、私が言わんとするところは、その

鹿目については一応意思統一ができたということのようでありますけれども、いざ避難とい

うときになって、どっちにしようかという迷いが現場段階、地域段階、町内であってはやは

り困るのではないか。少なくともいろんな考え方はあったとしても、ここでいきますという

ことの意思統一をきちっと図っておくべきだということでの意見でございますから、その点

については十分その避難の段階になって迷いがないように、あるいは不満がないように、き

ちっと意思統一を図っておいていただきたいというふうに思っていますから、その点につい

ては十分早急に、まだ意思不統一の町内があるとするならば、支部があるとするならば、そ

の点については十分意思統一を図っていただくように要望をしておきたいというふうに思い

ます。 

 それからほかの問題につきましては、まだ先ほど言いましたように、防災会議が終わって

から時間的なものもありますし、そういったことで遅れているということでありますが、で

きるだけ今年の雨季前に解決できる問題については、きちっと解決してほしいということを

要望しておきたいというふうに思います。 

 さて、４番目の質問になるわけですが、私は市会議員になってから、毎年、林支部の防災

会議に出席をしてきました。そこで、毎年繰り返す林地区の重点要望があります。それは温

泉町の西端、翠嵐楼の西側に流れます出水川の排水問題であります。ここは市内で最も多く

の排水ポンプを据えつけなければ対応できないという、まさに内水排除の拠点的な地域であ

ります。常設の排水ポンプ場をつくってほしい、要望を繰り返してきました。しかし、いま

だに明かりが見えていません。市としても国・県に要望されているというふうに思いますが、

その経過状況について質問をいたします。 

 以上です。 

○総務部長（坂崎博憲君）  立山議員の御質問にお答えをいたします。 

 出水川の内水対策につきまして、市におきましては、出水期の５月～10月の期間内に４台

の水中ポンプを常設をいたしております。増水時にはさらに４台を追加設置し、計８台の水

中ポンプで球磨川へ排水するという内水排除対策を講じているところでございます。しかし、

出水川の流量が多く、現在のポンプによる排水では内水の排除が十分にできない状況でござ

います。したがいまして、市といたしましても、内水被害を出さないためには、ポンプ場の

設置が必要であることから、河川管理者である県に対して要望を行ってきているところでご

ざいます。 

 また、国土交通省に対しましては、球磨川による内水被害ということで、国の事業で着手

できないかと、現場を確認いただき要望を行ってきております。また、市長におかれまして

は、ダムによらない治水を検討する場の事前の国交省との協議の中でも要望をされていると
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ころでございます。しかし、国・県ともに事業の採択要件に該当しないことなどの理由から、

いまだに整備には至っていない状況でございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  ただいまの答弁によりますと、出水川河口に常設の排水ポンプ場が必

要であるとして、市としても河川管理者である県に対して、また国交省に対しても要望して

おる。現場確認も済んでいるが、事業の採択要件に該当しないということで、整備が進んで

ないという趣旨の答弁であります。その具体的に、採択要件というのはいかなるものなのか、

その点についてお尋ねをしたいと思います。 

 それから、現場確認も終わっているという言葉がございました。どういう状況の中で現場

確認をされたのか、そういう思いがあります。水害というのは雨が降って水が出ていないと、

天気がよくてカラカラしたときに見たって、全くそのイメージがわかない場合が多いんです

ね。そういう意味からいきますと、現場の排水をやっている最中に現場を確認する、このこ

とが現場確認の必要条件じゃないかと私は思っているんですけど、この場合には、つまり温

泉町の場合にはどういう状況のときに確認をされたのかということでお尋ねをします。 

 それと、ダムによらない治水を検討する場でも、市長のほうから再三要望しておられると

のことでありますが、このダムによらない治水を検討する場ではどういうような国交省の見

解が出されているのでしょうか。 

 以上、３点、お尋ねをします。 

○総務部長（坂崎博憲君）  それでは、立山議員の御質問にお答え申し上げます。 

 国土交通省八代河川国道事務所にお尋ねをいたしたところでございまして、本川からの外

水被害は支川等からの内水被害とは比較にならないほど甚大な被害となること。また本川の

整備により、本川の水位を下げることで、内水被害を軽減する効果も期待できることから、

基本的には本川の整備を優先しているところであるが、内水被害が頻発している地域では、

本川の上下流バランスに影響を及ぼさない範囲で内水対策も並行して実施しています。その

ような中、球磨川においては、まず治水安全度の低い中下流部の治水対策を優先的に実施し

ていく必要があるとのお答えでございました。 

 また、県にお尋ねをいたしましたところ、県の財政事情は大変厳しく、新規事業の採択に

当たっては、費用効果、事業費に対する被害試算額等の比較等などにより、現在のところ、

事業着手が困難な状況であるとのことでございました。 

 また、確認はどのようなときに行ったのかということでございますが、議員がお尋ねにな

られた状況の最中ということではございません。20年６月に国土交通省八代河川国道事務所

の担当官の方にお出でいただきまして、一緒に現場を確認をさせていただきましたが、その

折は増水している状況を確認されたものではございません。ただ、その後、出水時の現場写
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真というものにつきましては、参向時にお見せをしたということでございます。 

 また、市長が国土交通省の要望を行ったという先ほどの件でございますが、それはあくま

でも会議の中でということではございませんで、事前の協議の中で国交省の方に申し上げら

れているというようなことでございます。 

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  今、答弁を聞いて、まず調査時期については増水時ではなかったとい

うことである。しかし、写真は見せてあるということでありますから、大体のイメージはわ

かっているのかなあというふうには思いますね。ただ、県としては事業費がないからできな

いんだという言い方ですね。国交省と県の言い分が変わっているというのはどういうことな

んでしょうね。国交省は、いわゆる本川からあふれる水のほうが被害が大きいから、そっち

のほうを優先しますから、内水排除のほうは先に延ばしますということですね。県は必要は

認めるけれども、財政事情でできないということで、国の言い分と県の言い分が食い違って

いるじゃないかというふうに私は思うんですが、そこのところはどうなんでしょう。 

○総務部長（坂崎博憲君）  立山議員の御質問にお答えします。 

 あくまでも今回、県のほうと八代河川国道事務所のほうにお尋ねした中で、こういう御回

答をいただいたわけでございますけれども、県といたしましては、今後は早い時期によく協

議をしながら、対応しましょうというコメントもいただいておりますので、そういうことで

早い時期に協議をしたいというふうに私どもは考えております。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  今、私が問題を言ったところは、非常に微妙な問題なんですが、部長

の答弁によりますと、ではもうやっていく方向で、やるならば県の事業としてやっていくと

いう意味合いが私には受け取れたんですけれども、それはそういうふうに理解をしていいん

でしょうか。それともあくまでもやっぱり国の事業としてやっていく、その線は崩さないと

いう立場での県の言い分なのか、そこはどうなんでしょうか。 

○総務部長（坂崎博憲君）  県の方にお尋ねしましたときには、国と県と市で協議をしてまい

りましょうということでございました。どこが主体ということは、そのときにはコメントは

されておりません。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  これは遅きに失した感があるんですが、財政的な問題があったとする

ならば、20年度、21年度当たりの国の経済危機対策の中で、かなり余裕があったんじゃない

かなあというふうに思いますし、その活用でこの事業ができなかったのかという思いがあり
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ます。その点についての判断を聞かせていただきたいと思います。 

○総務部長（坂崎博憲君）  立山議員の御質問にお答えを申し上げます。 

 従来、熊本県に市としては設置の要望をしてまいったところでございます。昨年の経済危

機対策におきましては、市の単独事業というようなことで考えておりましたので、我々とし

て取り組むということは、そのときには考慮に入れなかったというところでございます。 

 以上でございます。（「県はできなかったとな」と呼ぶ者あり） 

 県につきましては、そこのところはお聞きしておりませんので、ここでお答えはできない

ところでございます。申しわけございません。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  これ以上、ここで議論をしても先に進まないかなあというふうに思い

ますから、少し私の意見を含めて述べておきたいと思います。 

 最近配られました防災マップですね、全家庭に配られました。あの防災マップを広げてみ

ますと、温泉町、下林２区町内、仮屋町内から下・摩瀬町の住宅街にかけて、水深２メー

ターから５メーターの区域として、ずうっと幅広く水色に塗られています。さらに、温泉町

の西側一帯は市内唯一、水深５メートル以上の紫色で塗られているんですね。この地帯には、

この万江川と山田川に囲まれた村山を中心にして、万江川と山田川に囲まれたあの辺に降っ

た雨が全部、大体この地帯に最終的には集まってくる、そういう地域なんですね。ですから、

水色に塗られた部分とか、紫色に塗られた部分とか、ずうっと幅広く広がっておるという地

帯です。これは増水時の水中ポンプの配置だけではとてもじゃないが追いつかない場所だと、

いわゆる雨水域の広さからしても当然、常設のポンプ場が必要な場所ではないかなというふ

うに思っております。 

 そこで、今後ともぜひ、常設のポンプ場をつくっていただくように、国・県に対して要望

を続けていただきたいというふうに思いますし、最後のこの点については、ひとつ市長の見

解と今後の対応についてお尋ねをしておきたいと思います。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 出水川の出水による被害というのは、私も平成19年、20年に、両方とも出水時の被害状況

を確認させていただいておるところでございます。よって、出水川のポンプ場設置に関しま

しては、ダムによらない治水を検討する場の事前・事後協議等々の中で、再三国土交通省に

は強く申し出をしてきたところでございます。実際に内水被害を受けていらっしゃる市民の

方々がいらっしゃいますし、今後、さらに出水川の流量が増大する可能性も十分に考えられ

るわけでございますので、今後とも、国・県に対しまして、ポンプ場の設置を強く、粘り強

く要望してまいりたいと考えております。すぐにできる治水対策として、国による施策とし

てお願いを私はしてきたところでございます。国土交通省の担当官におかれましても、この

課題は十分に認識をしておられるというふうに私自身は感じておるところでございます。 



- 93 -  

 以上、お答えいたします。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  市長としても現場の状況について、十分認識をされておりますから、

ぜひよろしくお願いをいたします。 

 それから、最後の質問になりますけれども、口蹄疫感染の問題についてお尋ねをします。

昨夜遅く口蹄疫の新たな発症が電波に乗りました。今朝の各紙の１面トップには、「都城市

で口蹄疫の疑い、鹿児島県境に飛び火」の文字が大きく衝撃を与えております。 

 考えてみますと、今年の３月26日、宮崎県の都農町農場で水牛に下痢症状が出た。４月

７日、別の農家の牛が発熱し、食欲がなく、わずかなよだれを流した牛が出た。そして、似

たような症状の牛が次々に出てきた。宮崎県は19日になって、ようやく検体を農林水産省動

物衛生課に送った。翌20日、午前４時過ぎ、動物衛生研究所の国際重要伝染病研究チームに

よって、口蹄疫ウイルスが発見をされたという状況であります。 

 水牛の発症から口蹄疫のウイルスが発見されるまで25日間、口蹄疫の症状がはっきりしな

いまま、その間ウイルスの蔓延を許してきたという状況であります。これが今回の口蹄疫惨

禍の序章であったというふうに思っています。 

 ４月28日、宮崎県えびの市で感染牛が見つかり、人吉球磨の一部が移動・搬出制限区域に

指定され、口蹄疫は他山の石ではなくなりました。幸いに、えびの市で21日間症例がなく、

制限区域からは解放されましたが、宮崎県の火元では鎮火どころか都城市への新たな飛び火

がいたしました。 

 そこで、お尋ねをいたします。今回の口蹄疫感染によって、人吉球磨の畜産業等関係者に

どのような被害や影響を与えたのか。総括的に経過を含めて答弁をいただきたいと思います。

なお、それに対して、行政としてどのように対応されてきたかお尋ねをしたいと思います。 

 以上です。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 まず、今議員おっしゃいました経過、ダブってきますけれども、経過のほうから御説明い

たします。 

 ４月20日に第１例が宮崎県の都農町の肉用牛繁殖経営農家に発見されました。それが確認

されまして、その後、川南町を中心に発生が相次ぎ、今おっしゃいましたように、９例目の

４月28日には、えびの市の肉用牛肥育農家においても発生し、本市の一部が発生地の半径10

キロ圏内の移動制限区域、10キロから20キロ圏内の搬出制限区域に指定されたところでござ

います。その後、えびの市におきましては、５月５日に養豚農家、５月11日に肉用牛肥育農

家、５月13日には肉用牛繁殖農家においても次々に発生が確認されました。しかし対処が早

かったために、それ以降の発生がなく、６月４日に制限区域の解除がなされたところでござ

います。 
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 しかしながら、宮崎県東部の川南町を中心とした高鍋町、新富町、木城町、西都市、ある

いはきょう報道されておりますが、昨日は都城市にまで発生が確認されたという、現時点に

おきましても終息の見込みがついていないという状況でございます。 

 次に、行政関係機関の対応状況でございますが、４月20日の宮崎県における口蹄疫の発生

を受けまして、熊本県では同日、熊本県家畜伝染病対策会議が行われ、その後、球磨地域振

興局において、管内関係者による情報連絡会議が開催されております。 

 ４月28日のえびの市の口蹄疫発生により、球磨地域家畜伝染病対策本部が球磨地域振興局

に設置されまして、その会議を受けまして、本市におきましても同日、人吉市家畜伝染病対

策本部を設置し、以来、きょうまで対策本部会議を随時開催しながら、防疫体制を整えてき

たところでございます。 

 本市では、５月７日に市独自の消毒ポイントを、大畑麓町の人吉市梅園手前に設置し、通

行車両の消毒を開始したほか、これまで市内すべての肉用牛飼育農家や養豚農家に対し、口

蹄疫感染防止のための消毒徹底チラシの配布、畜舎の消毒のための消石灰や消毒剤の配布、

市家畜自営防疫協議会が所有する畜舎消毒機、煙霧機の無料貸出しなどを行ってきたところ

でございます。 

 さらに庁舎を初め、市の公共施設の入り口に消毒用の石灰散布を行い、市内の観光旅館や

主な大型商業施設あるいは娯楽施設、事業所などにおきましても、玄関や駐車場での消毒の

依頼を行ってきたところでございます。 

 今回の口蹄疫による被害でございますが、人吉球磨地域の一部が移動制限区域に指定され

たことから、繁殖牛農家におきましては、５月に開催が予定されておりました子牛競り市が

２カ月延期になり、飼育期間がまた延長されたということによる飼料代や労力の負担が増大

しております。また、同様に肥育牛農家や養豚農家におきましても、移動制限により食肉市

場への出荷ができなくなり、損害が増大しているところでございます。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  椎葉部長のほうから総括的に御報告をいただいたわけですが、今後の

参考にもなりますので、もう少し詳しく、例えば影響を受けた畜産農家数、あるいは移動禁

止、搬出禁止の対象となった頭数とか、消毒資材類の配布量とか、消毒ポイントの場所や数、

自粛した各種イベントなどについて、具体的に少し詳しく報告をしておいていただきたいと

思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 今回影響を受けた畜産の農家数につきましては、本市の全畜産農家140戸すべてが影響を

受けたというふうに思っています。移動制限、搬出制限区域内の畜産農家数の飼養頭数の合

計は、牛が１万89頭、豚が3,682頭となっております。 
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 次に消毒資材でございますが、畜産農家に対しましては炭酸ソーダを5.15トン、消石灰を

8.4トン、公共施設などに対しましては約800キロほど、それぞれ配布しているところでござ

います。 

 消毒ポイントでございますが、管内におきましては国道221号線沿いの大畑ループ橋手前

地点、それから大野公民館前、それからフルーティーロード沿いの鬼木町地点、それから国

道267号線沿いの木地屋町地点、人吉市梅園入口、国道219号線沿いの球磨村渡地点、錦町地

点、湯前町地点など全部で14カ所に設置されており、６月４日、えびの市の制限区域が解除

された以後は、特に県境における消毒の強化がプール式によってなされております。 

 口蹄疫によるイベント等の中止でございますが、今現在、本市で把握している範囲内でお

答えさせていただきますが、まず本市の畜産農家で構成する団体組織の総会などの会議を延

長または中止していただいているほか、５月30日に予定しておりました人吉市梅園の梅ちぎ

りの一般開放を中止したところでございます。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  そのような対応がされたということでありまして、普通ならここでそ

の経費問題、財政問題に触れるところでございますが、時間の都合があって、それは後で質

問される方に残しておきたいというふうに思いますから、よろしくお願いいたします。 

 そこで３回目の質問になりますが、今回の口蹄疫惨禍に対応して、家畜口蹄疫対策特別措

置法が12年３月31日までの時限立法として制定施行されました。従来の家畜伝染予防法と比

較してもかなり厳しく、主な内容は飼育業者の同意がなくても殺処分などができるように、

厳しい内容にもなっています。また、国が損害額の全額を賠償する、補償する。さらには、

埋却地などについても国が補償するなどの安心の補償もあるようであります。この措置法に

ついて、市の見解を求めたいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えいたします。 

 この口蹄疫特別対策措置法は、つい先日の５月28日に成立したばかりの法律でございます

ので、行政内部でまだいろいろと論議しておりませんが、私の見解をお答えさせていただき

ます。 

 今までの家畜伝染病への対応の根拠は、今おっしゃいましたように、家畜伝染病予防法で

ありました。しかし、宮崎県における今回の口蹄疫対策では、従来の法律では対処できない

ような数多くの問題が露呈いたしました。この家畜伝染病予防法でも、蔓延防止策を初め、

もろもろの対応策が示されておりますが、今回の宮崎における口蹄疫の蔓延が想像以上のも

のであったことから、行政の対応が後手後手になり、結果としていまだに終息期が見えてな

いという状況にございます。 

 人吉市においても、えびの市で発生した当初、万が一この人吉市に飛び火が疑われた場合、
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大きく国・県・市、あるいは畜産農家などがどのような指揮系統で、どこでどう動くのか不

明な部分が多くございました。今回の特別措置法では、その指揮系統の強化というのが見ら

れるところでございます。 

 家畜伝染病予防法第１条は、予防と蔓延防止を目的とされておりますが、今回の特措法第

１条では、蔓延防止とともに、対処していく上での費用の国負担、生産者の経営や生活再建

等のための措置を特別措置するということを趣旨として制定されております。 

 このように、国が陣頭指揮をとるためには、経済的負担や経済的支援という裏づけをもっ

てやらないと、万全な指揮や処置がとれないということであろうかと思います。それを補う

ための時限立法じゃないかというふうにとらえております。 

 よって、今後このような事態が起きた場合は、この法律の趣旨を生かし、重要な課題でも

ございます畜産農家の再建のための措置や、蔓延を防止するための費用の国負担を前提にお

きながら対策に当たっていけば、初期から万全な体制が確立できて、もっと早い段階での終

息が図れるものというふうに思っております。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  新しくできた時限立法の内容について、行政、人吉市としての見解を

示されたわけですが、人吉市の場合には６月４日で制限区域から解除をされましたが、宮崎

県内ではまだ真っ盛りというような状況であります。安心できる状態にはないということで

ありますし、今後どのように対応するのかという大きな課題を持っております。 

 そこで一つ見解をお尋ねしておきたいのは、いわゆる殺処分の二重基準、この問題につい

て意思統一をしておく必要があるというふうに思います。新しい時限立法では飼育者の同意

がなくても殺処分をすることができるという法律になっておりますが、飼育者の同意なく殺

処分をやるということの難しさは、これは担当職員によってはたまらんだろうというふうに

思うわけですね。 

 しかし宮崎県ではそれとともに、いわゆる種牛に対する特別な措置ということで、殺処分

の二重基準的な、そういうような扱いがされました。飼育者、飼っているほうとしては、ま

だ発症してない、しかも陰性かもしれない牛や豚を殺すということはまことに忍びないだろ

う。しかし一方では、伝染病の蔓延を抑えるという立場では、それはもう冷静に、そしてあ

る意味では冷たく対応しなければならんだろうというふうに思います。宮崎では、種牛を本

当は本来は殺処分すべきなのを、特例として許したという経緯があったんですが、これに対

しては関係農家のほうからは、賛否両論があっているようであります。しかし、新時限立法

ではそのことを踏み越えて国がやるということになるようでありますが、この厳しい選択に

ついて、市としての見解を求めておきたいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 
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 宮崎県での殺処分の賛否につきまして、及び移動制限区域と種牛の移動に関しての行政の

立場からどう思うかということでございますが、非常に厳しい問題でございまして、一般論

としてお答えさせていただきます。 

 まず、宮崎県での牛や豚の殺処分につきましては、これまで家族のように大切に育ててこ

られました農家の心情を察しますと、非常に残念な悲しい結果であると思いますが、宮崎県

全体の家畜への蔓延と畜産経営の影響ということを考えました場合、行政としては苦渋の決

断であったのではないかというふうに考えるところでございます。 

 また、種牛の移動につきましても、口蹄疫未感染地域への感染拡大の危険性から考えます

と、周辺地域の行政機関としては、法律どおりに処理すべきだったというふうにも考えます

が、宮崎県及び種牛に関わる畜産農家にとりましては、長年築き上げてこられたかけがえの

ない財産でもあり、移動して残すのもいたし方なかったんじゃないかというふうにも思って

いるところでございます。 

 最終的には、やはり法に沿って行うべきじゃないかというふうに考えております。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  殺処分の問題が出てきたときも、飼育者としての苦しみ、あるいはそ

れを実行しなければならない側の苦しみ、両方とも大きな苦しみが出てくるというふうに思

いますけれども、その点については、やはり蔓延を許さないという立場での厳しい判断がや

むを得ないのかなと、私も思っているところであります。 

 そこで、今後の問題で気になることは、風評被害の問題であります。消費者による買い控

え、肉離れといいますか、そういった立場から消費量が落ちていく。それからもう一つは、

人吉球磨で生まれた子牛を、よそから買いに来てくれる。その買い手がたくさん来ないと、

値段が高くならない。そういう状況になっていくわけですけれども、いわゆる購買者の減少、

よそから買いに来てくれる人たちが減少するのではないか、そういった心配を持っています。

人吉球磨の子牛が今どのような状況で、郡市外に買われていくかということは、これは執行

部のほうにお願いしておりましたけれども、そのことを含めて対応策について見解を求めて

おきたいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

 まず、郡市家畜の販売の現状でございますが、平成21年度の球磨家畜市場における子牛競

り市の状況についてお答えいたします。 

 購買者数につきましては、延べ182の個人もしくは業者がございます。内訳は、球磨管内

が46、県内が61、熊本県を除く九州内が70、九州外が５となっております。球磨管内と県内

で全体の約59％となっております。 

 次に頭数でございますが、全体で3,888頭の販売をしておりまして、内訳は、球磨管内が
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1,113頭、県内が1,222頭、熊本県を除く九州内が1,385頭、九州外が168頭となっており、球

磨管内と県内で全体の約60％となっております。 

 次に、生産面での風評被害の対策でございますが、本市としましては、今後本市の畜産農

家の所得維持を図るためにも、競り市での購買者の購買意欲が低下しないよう、球磨畜産農

協など畜産関係団体とともに連携しながら、国及び県へ人吉球磨産牛の広報ＰＲ活動などへ

の取り組みを強化していただくよう要望していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。（「議長、14番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  14番。 

○14番（立山勝徳君）  最後の質問になるかと思いますけれども、まず今回の口蹄疫感染の問

題では、経済部農業振興課のスタッフを初めとして、関係者の皆さん方は大変御苦労いただ

いたというふうに思っております。御苦労であったというふうに思います。しかし、これで

終息するかなあと思ってた時点でまた都城ですから、これはまた大変だというふうに思いま

すし、今回の感染問題を教訓にしながら、しっかりとした制度や体制の確立を今後図っても

らわなければならないというふうに思うんですが、私の私見として申し上げるならば、今回

のこの問題を教訓として情報の共有や正確な、そして素早い判断をする。それから感染ルー

トの追求をきちっとする。畜産農家の理解と協力を得るようにする。そのためにも支援体制

の確立と充実をしなければならない。それから獣医師、行政、畜産関係機関の連携を密にす

る、などが重要な問題ではないかなあというふうに思っているところであります。 

 なお、けさの熊日新聞をごらんになった方は御承知かなあというふうに思いますが、イギ

リスの家畜衛生研究所、デービッド・パトン博士のインタビュー記事が載っておりました。

その主なものをちょっとピックアップしてみますと、2001年口蹄疫の大流行でイギリスは

600万頭以上の殺処分をしたという経験をもっていますが、この経験をもとに全国的なレベ

ルで危機管理対応の演習、定期的な演習を行っている。警察、行政、軍、研究所などが参加

して、全国レベルで定期的に行っているということであります。なお、オーストラリアもこ

のことをやっているようであります。 

 それから、2007年には感染が確認された時点で、全国的に移動禁止を発令をしたというこ

とであります。なお、このデービッド・パトン博士のインタビューの中で、指摘事項として、

発見の遅れが重大な問題になりやすい。獣医師にとって口蹄疫というのは非常に触れる機会

が少ない伝染病だから、そのこともきちっとやはり記憶にとどめておくべき。ただ、日本で

は狭い範囲の感染だから、抑え込みは十分できるはずである。このような専門博士のインタ

ビューに対する指摘があっているようであります。 

 こういった問題も含めて、今後しっかりした体制の確立をお願いをしておきたいと思いま

すが、最後に、この口蹄疫の問題について市長としてのお考えがあれば、ぜひ決意の表明を

しておいていただきたいと思います。 
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○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

 今回の宮崎県での口蹄疫発生に伴う熊本県及び本市の対策につきましては、それぞれの関

係者の協力を得ながら迅速に進められてまいりました。 

 えびの市での終息が近まっているということではございましたけれども、宮崎県境におい

てすべての熊本県側の道路に、さらに消毒ポイントを県は増設されまして、まさに油断大敵

ということを念頭においた適切な措置ではなかったかというふうに思っております。都城市

での発生を受けて、これも大変重要な心構えの一つであるというふうに、私も昨夜感じたと

ころでございます。 

 これらの経験を踏まえまして、今後どう生かしていくか、どう備えていくかが重要であり

ます。宮崎県都農町での最初の発生疑いにおいて、感染確定するまでにまず時間がかかりす

ぎているという感じがいたします。先ほど立山議員の御指摘のとおり、獣医師もその口蹄疫

に触れる機会が少ないということで、他の病気というふうな判断も最初はあったようでござ

います。つまり、経験がないということで初動体制にやはり問題があったということができ

ると思います。そういったことから、畜産農家と情報を共有し、御理解と御協力をいただき

ながら、迅速な判断のもとに防疫措置を講じることが必要であると考えておりますし、また

殺処分等で経営に損害を受けられました農家につきましては、経営再建や心のケアにつきま

して、速やかに支援をしていくことが必要であると感じたところでございます。 

 ただ一つ、教訓として頭に入れておきたいことは、なぜえびの市では21日で蔓延を防止す

ることができ、発生を食い止めることができたかということでございます。それは殺処分、

即埋却という適宜な措置が施された結果ではないかというふうに思っております。いまだ宮

崎県の川南町を中心に、殺処分、埋却というところが滞っておるようでございますので、こ

のことが今後、国においてしっかりとした対策をおとりいただく必要があるというふうに感

じているところでございます。 

 今後、国においてしっかりと被害地域の声を聞きながら、検証・分析を行っていただき、

被害防止策や万一の場合の対応や支援について、検討がまずはなされるべきだというふうに

思います。その検討から、今後どのような対策・対応、初動体制を築いていくかということ

が、一つの流れとして築き上げられるのではなかろうかと思っております。 

 また、地域段階ではこれまでの熊本県や球磨地域、及び本市対策本部の防疫体制に関する

対応状況、関係機関との連絡と役割の分担、農家や地域住民への情報提供や協力依頼、被害

農家への各種支援、さらには宮崎で実施されております対策等も参考にしながら、関係機関

が一体となって、その検証と分析を行い、課題の抽出とその解決を図り、今後に備えていく

必要があるというふうに考えているところでございます。国は国、県は県、各市町村は市町

村でこれまでの経験を踏まえて、そして新たなる対策を構築し、いかなる場合にも即応体制

がとれるという環境を整える必要があるというふうに思っております。 
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 なお、本日も議会終了後には、対策本部を開催する予定でございまして、さらにどんな対

策が考えられるのか協議をしてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上、お答えいたします。 

○14番（立山勝徳君）  終わります。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午後２時27分 休憩 

───────── 

午後２時40分 開議 

○議長（大王英二君）  では、休憩前に引き続き再開をいたします。（「議長、９番」と呼ぶ

者あり） 

９番。 

○９番（永山芳宏君）（登壇） 皆さん、こんにちは。９番議員の永山でございます。田植え

の時期でございまして、ここ数日間晴天が続きまして、私のところもやっときのう田植えを

済ませてきたところです。市長が全国市長会で休会が続いた関係上、ゆっくり田植えをする

ことができましたけれども、あまりにも休会が長かったので、田植えばっかりに専念してお

りましたので、質問の原稿もやっとけさつくり上げたところでございます。そしてまた、先

ほど立山議員のほうが同じような口蹄疫問題について質問されましたので、若干重複するも

のが多分半分以上ありましたけれども、そしてまた、私を含め５人の議員の方が今回、口蹄

疫問題について通告をされておりますけれども、私は私なりに一畜産農家の一人としても質

問をしていきたいと思っております。 

 私の家も赤牛・黒牛と肉用牛の繁殖牛を飼育してきました。どうせ牛を飼うならというこ

とで、家族全員で養ってきたわけですけれども、宮崎産の牛は高く売れるということで、安

平等のいろいろな系統のいい牛を仕入れて今日まで至ったところでございます。市長の施政

方針にありましたように、今回、宮崎県都農町において家畜伝染病である口蹄疫の発生が確

認されました。そしてまた、ゴールデンウイーク前の４月28日には、隣接のえびの市でも発

生が確認されました。 

また人吉市においては、移動制限区域、また搬出制限区域に指定されたことから、この地

域においても経済的・経営的にいろんな問題が生じているのも現状でございます。 

また、先ほども立山議員のほうからも申されておりましたけれども、また、昨日は都城市

でも３頭の牛が口蹄疫遺伝子検査で陽性反応が出たということで、250頭が即殺処分された

報道がありました。都城市でも徹底した防疫体制をとられてたのに残念であろうと思うし、

また、畜産にとっては恐怖との戦いであり、衝撃と落胆は計り知れないものがあると思って

いるところでございます。 

今回の口蹄疫、非常な伝染病でございますけど、改めてどのような病気、症状があるのか。
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また、早期発見にはどのような点に注意したらよいかをお尋ねいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

口蹄疫とは、家畜の伝染病の一つでありまして、牛、豚、ヤギ、羊、シカ、イノシシなど、

ひづめが二つに割れている動物、まあいわゆる偶蹄類でございますが、が感染する口蹄疫ウ

イルスによる感染症でございます。非常に強い感染力を有しておりまして、日本では家畜伝

染病予防法におきまして、法定伝染病に指定されている病気でございます。一般的な症状と

しましては、外見的には発熱や多量のよだれなどが見られまして、舌や口の中、ひづめのつ

け根など皮膚の柔らかい部位に水泡が形成され、食欲がなくなったりすることが特徴でござ

いますので、まず第一段階として、このような症例を見ていただけば、早期発見につながる

ものというふうに思っております。 

この口蹄疫は、アジア、中東、アフリカ、南米を中心に毎年世界各地で発生しており、日

本国内では、平成12年３月に約92年ぶりに宮崎市で発生した後、本年４月に宮崎県都濃町で

発生した口蹄疫は、国内では10年ぶりに発生したものでございました。 

以上、お答えいたします。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ９番。 

○９番（永山芳宏君） 発生の経過、行政の防疫対応についてということで２回目の質問をす

る予定でございましたけど、先ほど、また立山議員も内容的には同じような内容の質問をさ

れまして、また答弁内容につきましても若干同じような答弁でございましたので、これにつ

いては大体の割愛をさせていただきますけれども、やはり国の対応が非常に遅すぎたという

のが第一次致傷でございます。そういった中で、はっきりした原因を特定をするに至ってい

ないというような状況もございますけれども、いろんな中国産のわらの関与があるとか、そ

してまた風評被害では、韓国の農業研修生が宮崎に来られた。そういった風評被害も出てい

るということで、行政の対応とかなんかについても、やはり早い全土の対応が必要でなかっ

たのかなというふうに考えているところでございます。この件については、私の意見を述べ

させていただきまして、次の質問に入らせていただきますけども、この移動制限区域が、人

吉もやっぱりえびの市で発生したということでありまして、この移動制限区域とはどういう

区域なのか。また、どのようなことが制限されるのかということについてお尋ねをしたいと

思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

移動制限区域でございますが、これは発生地を中心とした半径10キロ以内の区域において

生きた偶蹄類の家畜の移動を禁止するものであります。また、家畜以外におきましても、原

則として発生地及び近接農場で搾乳された生乳あるいは家畜管理用具、敷料、飼料、排泄物、

家畜の死体、家畜の精液や受精卵なども移動禁止となります。さらに、屠畜場及び家畜市場

は閉鎖されるほか、共進会など家畜を集合させる催し物は中止となります。制限期間は、原
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則として最終発生例の殺処分をした後、防疫措置完了後21日間というふうになっております。 

以上でございます。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ９番。 

○９番（永山芳宏君） 移動制限区域ということで御答弁をいただきました。21日間という期

日が発生からあるわけですけども、今回えびの市では、発生後21日を過ぎたということで、

６月４日の日に解除がなされました。しかしながら、この21日間というのが、やがて21日間

を迎えるというような時期に達したとき、また再度発生すればまたその21日間は延びる。非

常に制限区域の期間というのが非常に不安定で、いつ確定するのかという不安もあるところ

でございます。そういった中で、解除されるにはどういったものがあるかというふうなこと

も考えておりますけれども、３週間の間に臨床検査とか、血液検査でウイルスの存在がなけ

れば解除できるというようなことがありますけれども、そういったことも含めて、私どもの

地域がその区域を解除されたことは、大変早い時点でよかったなというふうに思っていると

ころでございます。しかし、移動制限が発生しないほうがよいという思いと、また、発生し

たらどうすればいいのかわからない点もあるわけでございます。いつ発生しても、飛び火し

ても、来ないだろうかという不安の日々でありますけれども、発生したときの農家の心境は

計り知れぬものがあります。 

また、その関係上、先ほども立山議員の中にもありましたけども、人吉市の畜産農家数と

か、家畜の頭数はどれくらいか。また万が一、人吉市におきまして口蹄疫が発生した場合に

は、どのような手順で対応すればよいのか。対応マニュアル、埋却の場所、場所の選定、埋

却の方法、さらには埋却する際の穴といいますか、場所の深さとか、広さ、それに関わる労

力、経費等はどうなっているのか。また、その埋却に要する経費等につきましては、農家負

担でやるのか。また、埋却作業に当たっては、同じことですけども農家でするのかお尋ねを

いたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

人吉市の畜産農家数及び家畜頭数は、平成21年末畜産統計によりますと、酪農家が14戸で

1,089頭、肉用牛繁殖農家が119戸で4,558頭、肉用牛肥育農家が６戸で1,306頭、養豚農家が

10戸で3,815頭でございます。この統計での畜産農家数は、合計、今の戸数を足しますと149

戸になりますが、繁殖と肥育のどちらもやられているとかで、数が重なってきまして、実質

的な農家戸数は140戸というふうになっております。合計が牛が6,953頭、豚が3,815頭で、

合計１万768頭となっております。 

次に、万が一本市で発生した場合ですが、家畜伝染病防疫対策本部が設置され、まず城南

家畜保健衛生所において発生農場の隔離指示、立入規制が決まりまして、球磨地域振興局に

おいて移動規制範囲や消毒ポイントが設置されます。 

次に、城南家畜保健衛生所を中心に発生農場の消毒が実施され、市におきましても、その
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支援に当たっていきます。 

また、直ちに埋却場所の選定及び設置を完了し、発生農場のすべての家畜の殺処分を行っ

たあと、埋却を実施するなど、防疫措置を行うこととなっております。 

埋却につきましては、家畜伝染病予防法に基づいて行うこととなっておりますが、埋却場

所はできる限り当該患畜または擬似患畜が屠殺された場所に近い場所で行わなければならな

いとなっておりまして、プラス人家、飲料水、河川及び道路に近接しない場所であって、日

常、人及び家畜が接近しない場所というふうに決められております。 

埋却の方法ですが、埋却する穴は、家畜の死体または物品等を入れてもなお地表まで

１メートル以上の余地を残す深さとなっておりまして、これはおおむね４メートルほどの深

さにということになっております。また、死体の上に厚く消石灰をまいてから土で覆い、土

質の軽い土においては、石などをもって死体を覆ってから、さらに土で覆うということにな

っております。 

なお、今回施行されました口蹄疫対策特別措置法によりますと、平成24年３月31日までの

時限立法でございますが、これらの埋却のために必要な作業に従事する者の派遣などにつき

ましては、国が措置負担することになっており、その費用の全部、または一部を国が負担す

るというところでございます。 

以上でございます。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ９番。 

○９番（永山芳宏君） 今、答弁いただきましたけども、まあ発生した場合のマニュアルとい

いますか、私も山間部に住んでおりますけれども、いざ埋設となれば、そう簡単にいくもの

ではないなというふうに考えているところです。電話等で執行部より聞き取り調査があって

おりますけれども、うちの家内が対応したときに、「はい」と言ったというもんですけん、

簡単にはいかんよというふうなことを夫婦で会話したところです。農家によっても頭数その

ものが若干多いところ、少ないところありますけれども、場所とか特に頭数が多ければ多い

ほど、選定をされる場所的にも条件がございますので、非常に厳しいものがあるんではなか

ろうかというふうに思ってます。まずは、感染拡大防止のために、やはり時点でのこの埋設。

殺処分は家族同様に育ててきた牛を、行政的な勧告または指示によって、そしてまた同意を

得ての状況になるわけですけど、そういった部分については、非常に厳しいものがございま

すけれども、やはり発生したことを考えれば、わかりやすいマニュアルといいますか、そう

いったものを整備していただければなというふうに思っているところでございます。 

そういった状況を踏まえて、口蹄疫が発生後、球磨市場におきましても各市場の閉鎖、そ

してまた競り市の延期等でえさ代の支出、また、収入が見込めない状況であります。郡町村

会では、５月競り牛の出荷子牛に対しましては、月額１万円のえさ代の助成等がなされてい

るようでございますけれども、市ではこういった措置はございませんけれども、市単独で
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５月中旬に農家対象に生活資金等の運転資金の貸付けということが創設をされました。国と

か県、または市の今後の経営対策に対してどのような支援対策があるのかお尋ねをしたいと

思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

口蹄疫発生に伴う国の対策としまして、まず家畜伝染病予防法の対応におきましては、口

蹄疫が発生した家畜においては評価額の３分の１、発生が疑われた家畜においては評価額の

５分の４を手当金として支払われることになっており、今回その手当金の概算払いによる迅

速な交付、及び発生が疑われた家畜評価額の５分の１の差額分を発生県が負担した場合、全

額を国が特別交付税で措置することとなりました。 

次に資金関係でございますが、国段階の資金としまして、移動搬出制限区域内で経営継続

が困難となった農家に対し、飼料代、家畜購入費など畜産経営継続に必要な経費を、県、市

町村、融資機関が利子補給により無利子で貸し付ける家畜疾病経営維持資金がございます。

貸付け限度額は、１頭当たり乳用牛・肥育牛が10万円、繁殖雌牛５万円、肥育豚１万円、繁

殖豚２万円となっており、償還期間は３年以内で行う。うち据え置きが１年となっておりま

す。また、制限区域内にある養豚経営の豚舎の収容能力を超えた子豚の淘汰、並びに出荷遅

延により体重が過大となり、評価が低下した肉豚の出荷に対し、助成金額を交付される子豚

淘汰出荷遅延緊急対策事業や、口蹄疫の発生に伴う移動制限などによりまして、出荷できな

い家畜を飼育するための簡易畜舎などの貸付制度である畜産高度化支援リース事業などが新

設されました。 

県段階の経営対策としましては、今回の口蹄疫発生に伴い、家畜市場の開催延期などで経

営継続が困難となった畜産農家等を対象に、生活資金などの運転資金や、飼料代、家畜購入

費など経営継続に必要な経費を、県、市町村、融資機関が利子補給により無利子で貸し付け

る熊本県家畜疾病緊急対策資金制度が導入されました。貸付限度額は、生活資金など運転資

金などの融資分におきましては、１経営体当たり500万円。飼料代、家畜購入費など畜産経

営継続に必要な経費などへの融資分は１頭当たり肉用牛・肥育牛10万円、繁殖雌牛５万円、

肥育豚１万円、繁殖豚２万円。償還期間は３年以内で、うち１年が据え置きというふうにな

っております。 

本市におきましては、５月17日に市内の全家畜農家を対象に生活資金など運転資金に対し、

無利子・無審査で融資を行う人吉市口蹄疫緊急対策資金貸付制度を創設いたしました。貸付

限度額は１経営体当たり30万円で、償還期間は６カ月据え置きの30カ月以内としているとこ

ろでございます。現在、６月９日現在でございますが、32名の方々が申請されている状況で

ございます。 

以上でございます。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ９番。 
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○９番（永山芳宏君） 経営対策として、国・県・市レベルでのいろいろな貸付制度が新設さ

れているようです。これを利用して、この危機的状況を乗り切ることができればなというふ

うに思っておりますし、また、市単独で緊急対策資金の貸付制度につきましても、現時点で

32名の方々が申請されているということは、大変農家にとりましてもいいことではなかった

ろうかなというふうに考えておるところでございます。 

最後に、市長にちょっと考え方をお聞きしたいと思っております。人吉市の酪農家、繁殖

農家、肥育農家、養豚農家、全部で約140戸ほどございます。そしてまた、牛豚合わせれば

約１万800頭ほどの家畜頭数があるわけでございます。家畜は経済動物とはいえ、やはり家

族同様に育ててきましたこの家畜を評価するというのは、それぞれの系統によっても若干違

いがありますけれども、相当な額になるんではなかろうかというふうに思っております。と

いうのも、この人吉地区の畜産というものを一つの企業と考えたときに、資本金何十億円の

大企業になるのかなというふうに、私なりにこうちょっと考えたところであります。発生し

た地域においては、町がなくなるのではないかという危機感も持っておりますし、それだけ

この口蹄疫伝染病の怖さがあります。昨日の都城市での発生が、今後影響が出なければなと

いうふうに思っているところでございますけれども、球磨市場で開催予定でありました５月

競りが２カ月ほど延期をされ、また、７月に今の現時点では３日間において５月分と７月分

の競り開催予定ではございますけれども、購買者の減少、そしてまた価格の下落、そういっ

た相当な影響が出ることも予測されるわけでございます。こういった時期であればこそ、雌

牛は地元に残して、次の繁殖母牛としての対応ができればというふうに思っておりますけれ

ども、それにはやはりこういった状況の中では、資金面等についても農家からすれば厳しい

面がございますし、そういったところで市長としてどういった支援策があるのか。また、口

蹄疫の問題に対してどういった考えを持っておられるのか。また、日本はワクチンを接種し

ない口蹄疫正常国でございます。ワクチンを打ったら殺処分という厳しい、牛やら豚には罪

はございませんけれども、拡大防止のための処置としてそういったことがあるわけでござい

ますので、そういった原本的な、総合的なことを踏まえて市長のお考えを聞きたいと思いま

す。 

よろしくお願いします。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

新聞、テレビ報道等によりますと、最初に発生をしました都農町の皆様方、川南町を中心

とする町の皆様方、生き地獄という言葉を使っておられたのが非常に強烈に胸に突き刺さっ

たわけであります。おっしゃるとおり、手塩にかけて育てた牛や豚というものを、まだ罹患

していないにもかかわらず、ワクチンを打って殺処分しなければならないという方々のお気

持ちというのは、やはり生き地獄であろうというふうに私も感じたところでございます。油

断大敵という言葉を、昨夜私自身も都城の発生におきまして、改めて認識をしたところでご
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ざいます。万が一のときは、畜産農家の悲嘆、失望、まさに生き地獄ではないかと思います

し、御指摘のとおり町自体が死の町、すべての経済活動が停止をしてしまうということでご

ざいます。そのような現実をテレビ、新聞でまざまざと見せつけられているわけでございま

して、これ以上口蹄疫におきましては、本市には感染をさせないという、やはりここは不退

転の決意がいるというふうに思っているところでございます。 

先ほど埋却の御心配もございましたけれども、万が一というところに備えて、えびの市の

事例ということから学ぶとすれば、殺処分即埋却というのが最善の手段であるというふうに

認識をいたしておりますので、その場所につきましては、対応が即時に実行されるよう対策

を急いでいるところでございます。 

今後、万全の防疫体制を継続していくことが最大の課題でございます。また、今回の口蹄

疫により、影響を受けておられる本市の畜産農家への支援措置といたしまして、市独自の無

利子の融資事業を初め、国・県などの経済対策の活用、これを関係農家の方々へ周知及び相

談窓口をこれも適宜強化してまいりたいというふうに考えているところでございます。農家

の皆様方に御不安・御心配をおかけしないような措置を適宜・的確に措置をしていかなけれ

ばならないというふうに存じております。 

以上、お答えといたします。（「議長、９番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ９番。 

○９番（永山芳宏君） 市長より答弁をいただきました。何はともあれ万が一のことを考えて

のことでございますけれども、やはり人吉市には絶対起こさない防疫体制、また私ども農家

も、そしてまた一般の市民の方々にもやはりこの人吉球磨地域に絶対感染拡大しないでいい

ような措置をして、また車両等につきましても、やはりそういった体制を、万全の体制をと

っていただきたいと思います。 

以上で私の質問を終わります。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午後３時11分 休憩 

───────── 

午後３時24分 開議 

○議長（大王英二君）  休憩前に引き続き再開をいたします。（「議長、12番」と呼ぶ者あ

り） 

12番。 

○12番（田中 哲君）（登壇） 皆さん、こんにちは。12番議員の田中哲でございます。今年

は５月連休時期よりすばらしいこの青空の天気が続いております。先ほどの質問の中にも、

ところによって農繁期を前にして水が足りないところも出てるというようなことでございま

す。また、梅雨入りもおくれているようでございます。こういう年は、梅雨さなかの大雨や、
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また後半の集中豪雨による水害が心配されるところでございます。先月、５月７日の球磨川

水系の治水と防災に関する特別委員会で、八代市にございます国土交通省河川国土事務所に

意見交換会に出向いた際、事務所の笠井雅広所長は、球磨川の安全度の見解の中で、現在の

球磨川の安全度は５分の１という確立の安全度を示されたところでございます。球磨川が市

内の真ん中を東西に貫流する人吉市は、水害は忘れたころに来るのではなく、しょっちゅう

来るということを人吉市民は常に頭にとめおかなければならないということではないでしょ

うか。私はその原因は、常に人災であり、なかんずく政治に携わる者、行政に携わる者の責

任は大であると思っているところでございます。 

さて、今議会に一般質問を２点ほど通告しております。 

１点目は、地上デジタル放送についてということで通告しております。この問題は、平成

20年９月の第３回定例会でも私は質問しております。質問の中で、地デジ移行への背景と経

過や地デジ受信機の普及率、低所得者対策、共同受信施設、難視聴地区の救済策についてお

尋ねしております。その当時の答弁では、平成20年３月時点での普及率は全国で43.7％、九

州では38.8％で、また低所得者支援では、総務省が平成21年度から平成22年度にかけて生活

保護受給者に対して、受信機、受信機器購入等に係る支援を行うということになっていると

の答弁でございました。 

また人吉市内の難視聴対策や救済策についての質問では、いわゆるＵＨＦの電波が弱いと

ころは各世帯で立地要件が違うので、専門家の電気店等に相談していただきたいと。また、

人吉市の難視聴地区の共聴施設では、ＮＨＫ共聴施設が８施設と自主共聴施設の４施設があ

り、６施設がデジタル化が完了し、自主共聴施設はすべて工事が完了しているとの答弁があ

っております。個人もしくは二戸、三戸ぐらいの数個を想定した難視聴地区の救済策につい

ては、地上デジタルテレビ放送を受信するためのデジタルテレビ等の購入やアンテナ交換等

については自己負担を基本とするところから、個人に対する救済策はなく、難視聴地区にお

いては、複数世帯で構成された共同受信施設設置及びその維持管理のための団体を組織する

ことによって支援が受けられることがあるが、支援体制の条件を満たすことが要件となって

いるとの高いハードルがあることを答弁されております。質問した当時から２年経過したと

ころでございますが、その間、緊急経済対策としてエコポイント等の導入等で、デジタルテ

レビの普及率も高くなっていると思います。 

そこで、デジタルテレビの普及率、それに低所得者対策、共同受信施設、難視聴地区の救

済策等についても、政策的に変更ないし緩和策があればお尋ねいたします。 

１回目、終了します。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

１点目の地上デジタル放送の普及率につきましては、総務省報道資料によります地上デジ

タル放送対応受信機の世帯普及率でお答えさせていただきます。本年３月現在で、全国で
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83.3％、九州で82.6％となっておりまして、エコポイントの効果等による受信機の普及を反

映しまして、平成20年度から比較しますと、２年間で大幅に上昇しているところでございま

す。 

２点目の低所得者対策でございますが、総務省では、平成21年10月から経済的に対応が困

難な方を対象としまして、簡易なチューナーの無償給付やアンテナ等の改修を初めとする受

信機器購入等支援事業を開始しております。 

共同受信施設でございますが、ＮＨＫ共聴施設の未改修となっておりました大塚・田野地

区につきましては、今回、ブロードバンド整備にあわせまして、光インターネット回線を利

用して、難視聴解消を予定しております。 

自主共聴施設の４施設につきましては、すでに改修工事が完了しておりますが、現在、新

たに西間地区を初めとする難視聴地区が確認されておりますので、今後も共聴施設のデジタ

ル化支援補助事業等の活用により、難視聴地区の解消を図ってまいりたいというふうに存じ

ます。 

以上です。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ２回目でございますが、20年９月議会の答弁を聞いて、人吉市には地

デジ放送の難視聴地区はあまりないという印象を持っていたところでございますが、今年

３月時点で新聞報道等によりますと、アナログ放送は受信できるが、この電波特性の違うデ

ジタル電波は届かないといった難視聴地区は、全国で最大35万世帯に達するとの報道があっ

ております。また、去年の11月か12月ごろだったと思いますが、デジタル電波受信アンテナ

を持った調査員が二、三人で自宅等を回りまして、何々宅は受信できませんと、住所と氏名

を入れた黒板を玄関先で１件１件写真を撮っていかれまして、それ以来、自宅を含めた地域

はやはりこの地デジ放送は入らないのかと、隣保班会議でも心配していたところでございま

す。そのとき、どこの調査員かも尋ねていなかったところでございまして、その後何のこの

結果報告もございませんし、不安に思っていたところでございます。 

また、私の知るところでは、中神地区の段山町内にも、同じ調査員たちがデジタル電波の

受信調査に来られたと聞いております。そのときの調査員はどこの調査員か、市は把握をさ

れておられるのでしょうか。その調査結果の報告等を受けられておられるのでしょうか。そ

の調査のとき私はたまたま自宅にいて、デジタル電波が受信できないということを知ったと

ころでございますが、調査時に不在であったところは、調査が行われたこと自体も知らない

ところが多いわけでございます。そのときの調査結果は、各家庭に知らされるのでしょうか。 

また、調査員が入ったような、アナログ放送は受信できるが電波特性の違うデジタル電波

は届かないといった地域について、人吉市は把握されておられるのでしょうか。 

それと、調査員が入った、つまり１戸か二、三戸といった数戸の集落の難視聴地区につい
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て、つまり今までのこの支援制度の要件を満たすのが難しいような地域についての救援策は

ないのかお尋ねいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

１点目の地上デジタル放送の調査は、総務省熊本県テレビ受信者支援センター、通称デジ

サポ熊本でございますが、ＮＨＫ及び熊本県電気商工組合加盟の電気店、これは地デジサ

ポーターと言われておりますが、といった各団体の調査員によって実施されております。議

員お尋ねの調査員がどちらの所属で実施されたかは判明しませんが、現在のところ、市への

調査結果報告等は受けておりません。なお、これまでの調査情報の提供では、他の八つの難

視聴地域について報告を受けているところでございます。 

２点目の調査結果の各家庭への周知についてでございますが、調査においては、難視聴地

域、エリアを特定する標本調査でありますので、家庭への個別調査結果の報告は行われてお

りません。現状では、各家庭の状況に応じまして、地デジサポーターといわれます電気店に

御相談いただくように、支援体制の充実が図られているところでございます。 

３点目のアナログ放送は受信できるが、デジタル電波が受信できない地域につきましては、

明確な調査資料が存在しないため、完全には把握できていないのが現状でございます。本市

としましては、昨年の緊急雇用で実施しました市内全世帯を対象とした電波調査結果を参考

資料としまして、個別にデジタル電波が受信できないと相談があった世帯及びその周辺につ

きましては、デジタル電波を調査してもらうよう、デジサポ熊本に適宜要望しているところ

でございます。 

４点目の難視聴区域の救済策でございますが、地区内の世帯数が20世帯以下の場合は、個

別受信難視聴対策事業が国により実施されておりまして、高性能等アンテナ対策を各世帯個

別に行い、その経費を助成する支援制度がございます。助成内容でございますが、費用が

３万5,000円を超え10万5,000円以下のものについては、助成対象経費から３万5,000円を差

し引いた額を、10万5,000円を超えるものについては、助成対象経費の３分の２に相当する

額を助成されることとなっております。 

以上でございます。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ３回目でございますが、最初に、ただいま答弁にありました、この調

査情報を提供いただいた難視聴地域の８地区とはどの地域でしょうか。 

それから、平成21年７月の緊急経済対策と銘打った臨時議会で、人吉市独自の地デジ難視

聴対策を行うということで、地域雇用創出推進事業に緊急雇用創出事業を組み、地デジに精

通した人を雇用しようと、賃金・委託料を提案され、また地域情報通信基盤整備事業でブ

ロードバンドゼロ地域解消事業とともに、地上デジタルテレビ難視聴地域解消事業として委

託料を提案されておりました。当時は、人吉市独自のこの事業であり、市民がいろいろ相談



- 110 -  

するにも便利であり、私も大変このすばらしい事業だと喜んでいたところでございます。そ

こで人吉市独自の事業でどういう人たちを何人くらい雇用され、どういう事業を展開された

のかお尋ねいたします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

１点目の８地区でございますが、西間下町、西大塚町、上漆田町、大畑町、大畑麓町、上

永野町、上戸越町の２地区、といった各町内の一部の地域において、新たな難視聴地域とし

て報告を受けているところの８地区でございます。 

２点目の難視聴地域解消事業の取り組みでございますが、地上デジタルテレビ難視聴世帯

調査事業の業務委託を平成21年10月から本年１月の３カ月間実施しております。雇用につき

ましては、公共職業安定所において募集を行い、失業されている方を新規に12名を雇用いた

しております。事業内容でございますが、市内全世帯を対象に、地上デジタルのレベルチェ

ッカーを使いまして、地上デジタル放送が受信可能な状態であるかどうかの調査を行ってお

ります。その上での調査結果をもとに、地図上に難視聴世帯が示された報告書が提出されて

おり、それを参考資料として総務省熊本県テレビ受信者支援センターに対し、要望をいたし

ておるところでございます。 

以上でございます。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ４回目でございます。ただいま答弁いただいた中、人吉市独自の調査

結果は、地図上に落としてあるということでございますが、その調査の目的はなんだったの

か。また、難視聴地区の１件１件のこの情況把握はできたのか。また、通称デジサポあたり

からの情報提供とその調査が一致しているのかお尋ねします。 

また、現在テレビとか広報紙などいろいろな方法で、来年平成23年７月25日から行われま

す地デジ放送へのお知らせが行われております。また、人吉市内でも数箇所での説明が行わ

れているようでございますが、テレビや広報紙、または説明会場でのこの説明は、テレビを

含めた受信機の説明やアンテナの説明が主になっているようでございます。本当に山などの

障害物があって、地上デジタル放送の電波が弱いところや、電波が入らないところ、つまり

先ほど申しましたように、調査員が入った地域などへのこの調査結果の報告も含め、また、

山間部の１軒家ないし高齢者の家庭などへのきめ細かい地デジ放送対応へのお知らせ等はど

こが行うのか。人吉市としてどのように対応するのかお尋ねします。 

それと難視聴地区で何らこの救済策のないといった１戸から二、三戸といった数戸の集落

についてでございますが、そういう難視聴地区が、電波を妨害する山などの障害物を避けて

アンテナを立てるとすると、やはりこの資金面の苦労や用地交渉等とかの労力も必要としま

すし、地デジ放送に間に合わない場合も出てくるやもしれません。ましてや山間部の１軒家

とか高齢者の家では、１軒１軒回ってお知らせしなければ、地デジ放送が何かを理解されて
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おられない方もおられるわけでございます。そこで、万が一、来年平成23年７月24日まで地

デジ対応ができない場合も出てくると思いますが、その場合、地デジ放送受信料の不払い問

題や、突然テレビが映らなくなるといった問題も当然発生すると思いますが、それらの問題

にはどういうふうに対処されるのでしょうか、お尋ねします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

１点目の地上デジタルテレビ難視聴世帯調査事業の業務委託の目的でございますが、市内

全域における地上デジタル放送が受信可能な状態であるかどうかの簡易な標本調査を行って

おり、本市の難視聴地域の全体概要を把握することを目的に実施いたしております。したが

いまして、アンテナの高さ、設置場所の調整等による戸別世帯ごとの受信状況調査、詳細調

査までには至っておりませんでした。そのようなことから、総務省デジサポ熊本からの情報

提供等とはすべてが必ずしも一致するものではないという状況にありますが、現在でもデジ

サポ熊本及びＮＨＫにおかれましては、新たな難視聴地域の調査など、継続して取り組んで

いただいている状況でございます。 

２点目の周知広報活動につきましては、本市と総務省、デジサポ熊本と情報共有を図りな

がら難視地域解消のための対策として、共聴施設やアンテナ対策などの対応計画を進め、市

といたしましても、市民生活向上が図られるよう支援してまいりたいと存じております。 

また、きめ細やかな周知活動でございますが、デジサポ熊本と連携を図りながら、これま

で広報ひとよしや町内回覧板での周知、地デジ説明会の開催や臨時相談窓口の設置など、対

応と支援に取り組んできたところでございます。さらに、昨年デジサポ熊本におきましては、

全世帯を対象に地上デジタル放送に関するお知らせを郵送しまして、その周知を図っており

ます。 

３点目の受信料不払いなどさまざまな問題への対応といった質問でございますが、現在、

そのような問題が発生しないよう、先ほどお答えいたしましたとおり、あらゆる機会をとら

えながら情報を提供するとともに、周知広報活動に取り組んでいるところでございます。突

然映らなくなるといったことへの対処法としまして、総務省では暫定的にではありますが、

テレビ放送を視聴いただけるよう衛星放送を利用しての地上デジタル放送の番組を放送する

こととなっておるところでございます。具体的には、平成27年３月までに限定された放送で

ございまして、ＢＳデジタル放送を受信できない一般世帯には、ＢＳデジタルチューナの無

償貸与やＢＳアンテナをお持ちでない場合は、無償でその設置工事を行うといった支援制度

となっております。 

以上でございます。 

○議長（大王英二君）  ここで時間の延長をいたします。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

12番。 

○12番（田中 哲君） ５回目でございますが、公共施設や学校の対応をお尋ねいたします。 
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コミセンとか公民館は災害時の避難場所としても指定してあります。地デジに対応してお

くことは今後の災害時にも大変重要であると思いますが、コミセンとか公民館の地デジの受

信状況は把握されているのでしょうか。それに電波が届かない難視聴地区にある公民館等は、

当然アンテナの取りかえやアンテナの設置場所の移動が出てくると思いますが、それらの救

済策もしくは補助というものはあるのかお尋ねします。 

それと、現在、小・中学校に設置してあるテレビの台数は何台あり、地デジへの対応は済

んでいるのかをお尋ねします。 

○経済部長（椎葉文雄君）  １点目のコミセンと公民館についてでございますが、現在、コミ

センに設置されているテレビの受信状況につきましては、地デジ化についての対応を所管課

の教育委員会で実施することといたしております。また、公民館につきましては、市内の難

視聴の地域情報としては把握しておりますが、町内会等が個別に所有されている公民館の受

信状況につきましては把握していない状況でございます。救済策としましては、それぞれの

公民館が地上デジタルテレビ難視対象になる場合は、個別受信難視聴対策事業、高性能等ア

ンテナ対策事業により、国やＮＨＫの補助を受ける支援事業の対象となるものでございます。 

私のほうからは以上でございます。 

○教育部長（赤池和則君）  こんにちは。お答えします。 

現在、市内の小・中学校に設置してあるテレビの台数は175台でございます。そのうち、

学校ＩＣＴ環境整備事業で設置しました10台とジェイアラート事業で設置しました10台など、

合計33台については地デジに対応したものでございます。その他の従来からあったテレビに

ついては、地デジへの対応が済んでおりません。従来から教室にあった教育用テレビは、ほ

とんど利用されていない現状のようでございますので、今後地デジへの対応を行わず、でき

るだけ廃止する方向での対応を考えているところでございます。 

以上、お答えします。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） 次に、６回目でございますが、来年の７月24日までに大量のアナログ

テレビが排出処分されると思いますが、破棄されることなくリサイクルされるためには、国

はどのような施策をとろうとしているのか。また、この問題で人吉市はどのように対処され

ていくのかお尋ねします。 

また現在、そのテレビの引き取り料は幾らぐらいでしょうか。 

また、それとこういう期限が迫ってくる時期には必ず出てくるのが、アンテナやテレビ受

信機周辺の関連機器を法外な値で売りつける商法、それに法外な値でこのテレビの引き取り

等を行う業者が出てくるやもしれませんが、その対策もお尋ねします。 

いずれにいたしましても、現状のような状態では、来年の７月25日には地デジ難民、今議

会ではいろいろな難民が出てくるそうでございますが、私はこの地デジ難民も必ず出てくる
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のではなかろうかなと心配しております。この地上デジタル放送の問題は、国の情報通信高

度化政策の一環として打ち出されたものでありますので、この問題は国の責任のもとで解決

されるのが道理でありましょうが、今までの難視聴地区の対策は、情報提供にしろ個々の資

金面にしろ、特に先ほど申しましたように、難視聴地区の高齢者宅の対応でもわかりますよ

うに、クリアすべき問題は山積しているように思われます。これから約１年間ございますが、

ぜひ人吉市ではそういった地デジ難民が出ないように、国やＮＨＫと緊密な連絡をとりなが

ら、難視聴地域とされる地域、また難視聴地区に接するこのグレーゾーン地区に、きめ細か

い情報の提供をお願いしておきたいと思っております。 

２点目に、林副市長に対してお尋ねします。 

林副市長には、３月議会中に通告しておきましたので、楽しみに待っておられたのかなと

思っております。早いもので、既に副市長に就任されまして２年と３カ月たったわけでござ

います。そこで最初に２年間の総括と今後の抱負ということでお尋ねいたします。 

田中市長は林副市長の選任理由として、人吉市の中心地の市街地活性化という観点から、

林副市長には市街地活性化に特化していただくという言葉をよく使っておられました。当時

34歳という若さで経済産業省の中小企業庁経営支援部商業課・中小小売商業一係長の職にあ

り、それに福島県喜多方市役所商工観光課係長にも出向されていたということでございまし

て、遠く離れた人吉市の副市長に就かれた当時は、はつらつとした若さと新鮮さで人吉市議

会も期待を持って受け入れたところでございます。林副市長におかれましては、唐突の副市

長就任要請で大分迷われたのではなかろうかと思っております。しかしながら家族ともども

の就任は、それなりの決意と覚悟のあらわれと、私も市民の皆さんも思ったものでございま

す。また、副市長に就任されるや人吉市のことをよく勉強され、そして中心市街地の住民の

皆さんや青年部の皆さんとも意見交換会等を行ってこられたと聞いております。中心地市街

地活性化の問題は、全国の自治体が一様に抱えている問題で、一朝一夕で解決できる問題で

はないと思っておりますが、中央官庁とのパイプをつくりながら、新しい発想で中心地市街

地活性化の道筋でもつけていただきたいというのが、田中市長の思いだったろうと思います。 

そこで、林副市長に年間の総括として、中心地市街地活性化について実績を上げるとした

ら何を上げられるのでしょうか、お尋ねいたします。 

特に平成21年度事業で行われました西九日町アーケード撤去事業には、林副市長の姿が見

えないとの商店街主の意見もあったようでございますが、どのようにかかわられてきたので

しょうか。 

次に、中心地市街地活性化の道筋は見えてきたのかどうかお尋ねいたします。 

○副市長（林 健善君）  皆さん、こんにちは。１年３カ月ぶりに答弁をさせていただきます。 

まずは２年間の実績についてでありますが、昨年中心市街地の活性化を図る上でかなめと

なります、商店街機能を強化するために新たに制定されました地域商店街活性化法というも
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のを早速活用いたしまして、全国19件の第一次認定の一つとして認定をいただいたところで

あります。この法律に基づきます支援策と、昨年度の国の補正予算というものを積極的に活

用することで、西九日町のアーケードの撤去、軽トラック市、通称「くま川さんぽ市」と呼

んでおりますが、それやＳＬホッポー写真展などのイベントの開催、さらにはきじ馬スタン

プのカード化に伴いますシステムの導入、あるいは携帯電話を活用したメール配信事業など

をこれまで行ってきたところであります。 

また、くま川さんぽ市実行委員会、あるいは新町デザインプロジェクトなど、民間のまち

づくり団体の活動にもみずから参画することで、町なかにおける新たな動きを誘導できてい

るのではないかと思っております。 

次に、そのアーケードの撤去へのかかわりについてでありますが、そもそもアーケードの

撤去につきましては、私が就任した直後から撤去すべきことを申し上げてきたのであります。

そのため、撤去へ向けた商店街への働きかけや行政としての支援策を検討いたしまして、商

店街の負担をできるだけ少なくするために、国の補助制度を活用して撤去をしたところでご

ざいます。 

次に、中心市街地活性化への道筋ということでございますが、中心市街地の活性化という

ものにつきましては、個々の店舗が活性化することはもちろん大切でありますが、それと同

時に、今ある資源を最大限に活用することで、町なかの魅力そのものを高めていくことが大

切であります。その点、くま川さんぽ市をあえて九日町通ではなくて、球磨川沿いで行って

おりますのは、来訪者に球磨川が町なかを流れるという、この贅沢な環境を楽しみながら買

い物をしていただこうという消費者の視点に立った市であり、まずは町なかに来ていただく

ということを最優先に考え、自分たちの店の売り上げは二の次として考える発想へと意識が

変わってきたこと、そして具体的な行動へとつながってきたこと事態が、私は中心市街地活

性化への何よりの道筋であると考えております。 

以上、お答えいたします。（「議長、12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ２回目の質問でございますが、去年の平成21年３月議会で同僚の松岡

隼人議員の質問の中で、中心地市街地活性化を問うた質問でございましたが、林副市長は答

弁の中で、「関係者が本当に建前でなく、言い争いをしながら本音でどういうまちにしたい

のかという議論を、このまちはまだしてこなかったのではないかと思っている。その上で、

このまちをどうしていくんだと。どういう個性があるのか。そしてこのまちを守っていくん

だという誇りを持ち、また、どういう市街地にしたいのか、そしてそれは誰なのかという原

点に返れ」と熱く答弁をされたように思っております。答弁そのものは本当に熱く語りかけ

られたと思っております。しかしながら、今まで何回も聞いてきたような評論家の意見を聞

いているようでもあります。そのような観念的な答弁にならざるを得ないのもわかります。
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しかし、中心地市街地に生きる若者は、毎日将来を考え、議論もし、もっと苦悩しているの

が実態でありまして、だからこそ経験と実績、それに国の官庁の職にあった林副市長の言葉

には、そういう評論家と違ったアドバイスを期待しているわけでございます。 

そこで、地域住民の足らない分、本音で語らなければいけないものとはもう少し具体的に、

企画力か組織力か、はたまたリーダシップか、それとも行政との連携か、それと人吉市の中

心地市街地の本当にこのコアになるもは何だと思われますか、お尋ねします。 

それに、住民にはあまり見えないが、他の地域の人には新鮮に見えるものがあるとすれば、

どのようなものかお尋ねします。 

それと、これも中心地市街地活性化を問うた質問だったろうと思いますが、田中市長か林

副市長かどちらかはっきり覚えてませんが、ＳＬ機関車の復活や来年の九州新幹線全線営業、

それに青井阿蘇神社の国宝指定を受けて、駅前広場、青井阿蘇神社、それにこの中心市街地

の３カ所を有機的に結ぶこととも答弁されたように思います。林副市長だったらどう有機的

に結びつけ、駅前広場と青井阿蘇神社の観光客をいかにしてこの商店街に向けさせることが

できると考えておられるのか。もう少し具体的に答弁をお願いいたします。林副市長の率直

な提案こそ市民が望んでいる答弁でございますので、よろしくお願いいたします。 

○副市長（林 健善君）  お答えをいたします。 

具体的に足りないものは何かとの御質問でございますが、確かに観念的であるかもしれま

せんが、やる気、熱意がなければ何も変わらないという思いは今でも変わりません。しかし

田中議員がおしゃるとおり、私も口先だけの評論家というものは好きではありませんので、

だからこそ私自身行動することで周りの人々にも発起していただきたいと、そういう思いで

取り組んでまいりました。 

そして先ほど申しましたように、町なかでも新たな取り組みが始まり、将来を担う世代の

意識が確実に変わってきていると思います。頑張る地域には自然と周りから支援の手が差し

伸べられ、足りない部分が補われていきます。これから先は、新たな取り組みを始めた人た

ちを、周りの人たちが足を引っ張るのではなく、ともに活動をしながら大きな取り組みへと

発展させていくことが大切であり、そういう意味では、商店街としての組織力というものが

重要になってくるのではないかと思います。 

次に、中心市街地の核となるもの、他の地域から見て新鮮に見えるものは何かということ

でありますが、これはたくさんあるとは思いますが、やはり核となるのは球磨川と温泉では

ないかと思います。温泉についてはレトロな公衆浴場の文化、これはぜひこれから先も大切

に残していっていただきたいという思いからじゅぐりっと博覧会の一環として、新温泉と堤

温泉を活用しましたジャズコンサートや落語、マジックショーを行いまして、地域の人々に

公衆浴場文化というものを見つめなおす機会をつくらせていただいたところであります。 

次に、駅前と青井阿蘇神社の観光客をどう商店街に向けさせるかとの御質問でありますが、
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私の考えといたしましては、まずはやはり個々の店舗の魅力を高めるということが最も重要

ではないかと思います。次にその店が連続する連続性を持たせること、そのためには空き店

舗を解消したり、景観を統一するということが大切であります。そしてこれらの三つの地域

が、最後にやはり情報を共有しお互いに紹介しあう関係を構築すること、いわばコミュニ

ケーションというものがソフトでありますけれども、やはり手っ取り早い最も大切なもので

はないかと思います。 

また、新たな導線としましては、紺屋町への回遊性を高めるために、現在二条橋までとな

っておりますカラー舗装、これを朝陽館まで延長する事業を現在進めておりますので、これ

によりまして、駅前、青井阿蘇神社から紺屋町への回遊性、誘客も図ってまいりたいと考え

ております。 

以上、お答えいたします。（「議長。12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） なかなか示唆に富んだ答弁であったと思います。この朝陽館までのカ

ラー舗装延長は、遅滞なく進めていただきたいと要望しておきます。 

３回目に、田中市長の補佐役として、林副市長は常々田中市長の女房役に徹すると会合の

場で発言されておりますが、林副市長からみて、田中市長は本当に女房役として認め理解し、

そして大事にしてくれて、また思ったように活動の場を与えてくれる夫なり、市長だったの

かどうか。はたから見ていていつも一人ぼっちで置いてけぼりをくって、寂しいように見え

て心配していたわけでございますが、本当に田中市長から信頼され、林副市長の能力・手腕

を十分発揮できる、そういう場を与えてもらったのかどうかお尋ねします。そういう市長と

副市長との信頼関係、また林副市長が十分この能力を発揮する場所がなかったとすれば、こ

れはもう宝の持ちぐされ、人吉市の大いなる損失にほかなりません。また、よく副市長の立

場というものは、市職員との対話をしながら市職員の意見をよく聞きつつ、そして市職員を

統率する立場とも言われております。 

そこで、林副市長と市職員との関係でいえばどうだったのでしょうか。積極的な会話、理

解が得られたとお考えでしょうか、お尋ねします。 

それと、林副市長から見て、田中市長の評価はどうなのか。林副市長の歯に衣着せぬ率直

な評価をお尋ねしてみたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○副市長（林 健善君）  お答えをいたします。 

女房役といたしましては、夫婦間のプライバシーにかかわる問題でありますので、簡潔に

お答えをさせていただきたいと思います。 

まずは、能力・手腕を発揮できる場所を与えてもらったかどうかとのおただしでございま

すが、年齢からも、また経験面からみても身分不相応な副市長というポストに就かせていた
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だいただけで大変光栄でありますので、そのポストに恥じないように日々勉強しながら職務

に専念をしているというところでございます。 

次に、職員との関係につきましては、私が常日頃から一番大切にしているものでございま

す。「職場は明るく楽しく」が私のモットーであります。しかしながら、私は公務員という

身分保障の上に安住するというようなことは、どちらかといえば嫌いな性格でありますので、

職員の方に対しても、公務員という枠を超えて、常にチャレンジ精神を持って仕事に臨んで

ほしいと伝えております。時には厳しく、時にはフォローをしながら、良好な関係の構築に

努めておりますが、実際に理解が得られているかどうかにつきましては、職員の判断にお任

せをしたいと思います。 

次に、市長に対する評価というものでございますが、女房役としては非常に手前味噌であ

りますが、市政に対する熱意、知識、そして行動力にあふれた大変素晴らしい市長であると

思っております。御心配のような寂しい思いもする暇もなく、時には夫婦喧嘩もいたします

が、目指すべき方向は一致しておりますので、これからも全力で支えてまいりたいと考えて

おります。 

なお、余談ではありますけれども、経済産業省への入省を希望いたします国家二種職員向

けのパンフレットがございますが、この中でも人吉市の魅力とともに、市長の博識さにつき

ましては、全国に披露をさせていただいているところでございます。 

以上、お答えいたします。（「議長。12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） 本当に林副市長の手前味噌の感じがしないわけでもございません。も

っと辛らつな意見が欲しかったわけですが、副市長、たまには見覚えのないマッチ等が入っ

てないか、田中市長のポケットをチェックするもの必要かもしれません。付け加えときます。 

４回目に、田中市長からも林副市長の評価をお尋ねしてみたいと思います。２年前に年の

差26歳ですか、あまりにも若い女房役の副市長を議場で紹介されたときは、まあびっくりも

し、期待もしたところでございますが、その後、田中市長のいろいろな場所、また会合等へ

の一人でばかりが目立ち、中心市街地あたりの皆さんは副市長をよく御存じかもしれません

が、周辺部の皆さんは、若い副市長が来られたことは知っておられますが、実際会ったこと

もないという声を耳にします。奥ゆかしい古風な女房とばかり言っておられないわけでござ

います。田中市長、林副市長があまり若いがゆえにもてあましぎみではないのでしょうか。

二人の意思疎通がうまくいっていないのではと思い、やはり女房役には同じ年頃か、年増の

方がよかったのかと邪推もしたところでございます。 

そこで田中市長にお尋ねでございますが、林副市長との関係はうまくとれているのでしょ

うか。はたから見ていると、田中市長ばかりが目立ち、林副市長との関係がしっくりいって

いないようにも見えますが、大丈夫ですか。お尋ねします。 
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それと、残りの林副市長の在任期間中に、これからどういう仕事と、副市長の何に期待さ

れますか、お尋ねいたします。 

私は、やはりこの中心市街地の活性化に道筋をつけることこそ、林副市長に期待するとこ

ろでございます。しかし、せっかくの若手官僚を副市長に連れて来られたわけでございます

ので、もう少し田中市長が林副市長をいろいろな場所、会合に積極的に引っ張り出し、若い

知識と経験のある意見を語ってもらい、そして特に田中市長には、広範でいろいろな職業の

若い人との語り合いの場所をできるだけ多くつくっていただきたいと思っております。同じ

年代の若者が本音で語り合うことこそ大事だろうと思います。人吉市の若者も林副市長と語

り合うことを強く望んでいると思いますが、いかがでしょうか。そのことが我々の世代にで

きない、我々のこの硬直した考えを持った世代と発想が違ういろいろな意見が、考えが出て

くる可能性があると思います。そういう場所、会合からこそ将来の人吉市を展望する未来が

見えるものと信じるからでございます。そこで田中市長の考えをお尋ねします。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

副市長とこれらの点につきまして話し合ったことはございませんので、副市長の思いはわ

からなかったわけでございますけれども、ただいま副市長の答弁のとおり、私はうまくとれ

ているというふうに思っているところでございます。女房役のあり方は千差万別の夫婦関係

があるように、一概には言えないと思いますけれども、土地柄のせいか、かなり年上の亭主

役の私から申しますと、山内一豊の妻、千代、またはゲゲゲの女房であってほしいというふ

うに思っております。つまり、いざというときには本領を発揮してくれる女房役であってほ

しいと考えているところであります。私一人が目立ちすぎという御批判でありますが、家庭

においても行政においても、女房役というものは、母親役と違って甚だ難しい役回りである

ということは間違いがないことでございます。亭主より目立ちすぎても焼きもちを焼かれた

り、批判を浴びたりしますし、絶妙なバランスをとることはなかなか苦労のいるものでござ

いまして、私より女房役の副市長のほうが気苦労が多いのではないかと存じております。目

立ちすぎす出しゃばらず、それでいて存在感を示すことは、至難のわざのように思っており

ます。私が目立ちすぎるとの御批判は甘んじてお受けいたしますが、市民の皆様方にとって、

市長、副市長、どちらが出席する方が正しいか、好ましいか、喜ばれるか、判断いたします

ときに、できるだけ私が出席をいたし、先約や公務の都合上やむを得ない場合は副市長にと

考え、そのように取り計らってきたところでございます。 

また、私が目立ちすぎるという観点から、副市長からもっと自分を表に出せというふうに

口頭言われたことはございません。そういう表面的なことより、大事な判断の中でどのよう

に私たちの役割分担が行われてるかということのほうが大事なような気がいたしております。 

また、我々二人の意思疎通がうまくいっていないのではないかとの御心配ですが、伊藤肇

氏があらわした「現代の帝王学」にはこのように記されております。リーダーたるもの三つ
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の人を得なければならない。一つ目は、人生の道を教えてくれる師を持つこと。二つ目には、

よき幕賓を持つこと。三つ目には、直言をする部下を持てとございます。まさに林副市長は、

直言をする最高の部下であると私は評価をいたしているところであります。直言とは御承知

のとおり、辞表を懐に諫言をするということでありまして、なかなかおのれの身の保身から

めったな人にはできるものではないと存じております。副市長は、大事な場面で、また私の

行動・発言において、率直にいさめてくれる最重要人物でありまして、私が裸の王様となら

ないように、これまでもさまざまな場面で助言・助力してくれたところでございます。また、

よその御家庭の内情は見た目どおりのときと、仮面夫婦と言われるように、見た目と随分と

違うものがございまして、例えば、田中議員の奥様はいつも半歩議員から下がってついてお

られるつつましい御様子をいくつかの場面でお見かけしたことがございます。その折、必ず

私のところまでおいでくださいまして、「いつも主人が大変お世話になっております」と、

深々と一礼をされるわけでございます。まさに田中議員の奥様は見た目どおりのつつましや

かな、夫を気遣い、夫を立てる山内一豊の妻、千代のごとき奥様、女房殿と拝察いたしてい

るところでございます。しかし、若いとか年増とかに限らず、また御亭主がどのような人か

のいかんにかかわらず、家庭の内情や夫婦関係、世間の評価は一概になかなか判断しがたい

わけでございますが、まさに女房役御本人の人間力によるところが大きいのではないかと存

じているところでございます。その点からも林副市長は、申し分のない人柄を身につけてお

られると思います。 

また、さまざまなところに積極的に私が引っ張り出すべきだとの御指摘でございますが、

就任当初そのきっかけを提供しただけで、既に頼もしい人脈をつくられておられますし、私

より人間関係の構築もうまく、人間関係模様も私より詳しい部分もあり、まあこれ以上の引

き回しは無粋ではないかというふうに考えております。 

林副市長にお願いをいたしております仕事の一つとしての中心市街地に関しましては、そ

の構想のとりまとめを期待しているところでありますし、また、そのように進んでいるとこ

ろでもあります。副市長を本部長といたしますさまざまな会合や政策審議の中でも、十分に

御活躍いただいておるところでございまして、私からは息子ほど年の離れている若き女房役

に感心はするものの、何の不満もございませんし、引き回し方が足らないとか、市長ばかり

が目立ってばかりとか、暇で暇でしょうがないとかの不満を、まさに直言をする副市長から

聞いたことはございませんので、御安心していただきますようにお願いを申し上げる次第で

ございます。 

以上、お答えいたします。（「議長。12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ただいまの田中市長の答弁、大変赤面して聞いていたわけでございま

すが、まあ私どもの夫婦のことは、今まで谷あり谷ありで参考になりません。しかし、市長
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と副市長二人の関係は、これからの実績の評価ということで、市民の皆さんにお任せしてお

きたいと思っております。それから、ぜひ田中市長には、そういういろいろな若者たちの会

合、語らいの場を見つけて設定していただきたいと要望しておきます。 

５回目でございますが、林副市長にこの人吉市全般について、私は将来の日本を担う若手

官僚の率直かつ辛辣な評価こそ、人吉市に必要と思いますのでお尋ねします。 

例えば、盆地の特性を持ったこの人吉市の農林業はどうか。球磨川下りに代表される観光

は。また工業が発達する余地はあるのか。球磨焼酎など特産品についてはどうか。それに表

面はお人よしでも、心はモンロー主義と言われる人吉地方に住む私たちの評価まで含めてど

う思われておるのか。どう感じておられるのか。林副市長にお尋ねします。 

○副市長（林 健善君）  お答えをいたします。 

我が国の経済自体が低迷をしているという状況を考えてみますれば、人吉市も厳しい状況

が続くということは、正直想像にかたくないだろうと思います。グローバル化と言われて久

しいわけでありますけれども、本当の意味でそれを実感するのは、おそらくこれからになる

だろうと私は思います。ことし、日本のＧＤＰは、中国に抜かれて世界第３位へとランクを

下げることはほぼ確実視をされております。そして次はインドに、いずれはブラジルにも抜

かれて、世界の恐らく第５位にまで転落することは十分予想ができるところまできておりま

す。我が国全体の活力が低下をするという中で、今後も新たな成長を遂げられる地域という

のは、地域が一丸となって努力をしたごく一部の地域に限られてくると思っておりますが、

その際のポイントとしましては、必要なことは、まずはやはり現在有する強みをさらに強化

をすること。また、他の地域にはないやはり個性をつくるということ。そして、やはり海外

から稼ぐという視点を取り入れるというこの三つが大切だと思います。先ほど話が出ました

観光で言いますれば、川下りやラフティングなど、やはり現在有する強みというものをさら

に強化をしていくということが大切であります。また、農業でいえばキクラゲ、このやはり

生産の日本一になるという、これがやはり個性になると思います。海外への視点という意味

では、アジアからの観光客の受け入れというものをもっと積極的に考えるべき時期にきてお

りますし、また、我が国の活力の低下に伴う円安への転換、その一方で、世界における食糧

需給の逼迫というものを考えれば、日本の農業が輸出産業へと転換するということも視野に

入れながら、これからの農業を考えていかなければならないと思います。 

山紫水明の地ではありますけれども、確かに大都市圏から離れて、盆地であるがゆえの狭

小な耕作面積など、人吉市というのはやはり地理的なデメリットはやはり多いと思います。

しかしながら、たくさん資源に恵まれた人吉市は、まだまだ成長する可能性を有した地域で

あることは間違いはないでしょう。あとはこれらの資源をやはり生かすためには人が大切で

あります。今、議員がおっしゃったような、モンロー主義などという言葉ではなく、地域一

丸という言葉が似合うような、心からお人よしな人があふれる人吉市になっていただきたい
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と、常に思っているところでございます。 

以上、お答えいたします。（「議長。12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） ただいま、本当にこの辛辣とはいきませんが、率直な、そしてまたな

かなか人吉市に住んでいる私たちには見えない意見というものをいただいたと思っておりま

す。 

次に６回目でございますが、残された在任期間中、林副市長は今後何に力点を置いて、何

を人吉市に伝え、残そうと考えておられるのか。また、田中市長にもただいまお願いしまし

たが、中心市街地ばかりでなく、周辺部の特に若者との対話を持っていただきたいと思って

おります。林副市長は、千葉県の匝瑳市出身と伺っております。昔流にいいますと、下総の

国というところでしょうか。まあ下総の国といえば、私が思い出すのは天保水滸伝。御存じ

ない方は、田端義夫の大ヒット曲「大利根月夜」の歌といえば思い出される方もおられると

思います。その歌の主人公、剣客、平手造酒の助太刀で有名な大利根川原の決闘であり、そ

して、侠客で十手持ちの飯岡助五郎親分と戦ったあの有名な地元の義侠、笹川繁蔵親分でご

ざいます。弱気を助け、強気をくじく、義を重んじたヒーローで、その名を慕い明治維新ま

で笹川繁蔵と名乗った脱藩浪士や明治維新後の壮士たちが多くいたと聞いております。林副

市長もその義を重んじるＤＮＡを受け継いでおられると思いますし、林副市長の過去の武勇

伝等も交えながら語り合いの場をつくっていただければ、必ずや若者も林副市長から得るも

のがあると思いますので、よろしくお願いいたします。 

○副市長（林 健善君）  お答えをいたします。 

私の武勇伝はさておき、下総の国の歴史まで御披露いただきまして、まことにありがとう

ございます。市長に負けず劣らずの田中議員の博識さに触れまして、女房役として浮気心が

出ないように気をつけてまいりたいと思います。 

さて、在任期間につきましては、中心市街地の活性化に取り組んでいくことはもちろんで

ございますが、市役所の職員や人吉市の将来を担う人たちに、自分たちがこれからの人吉市

をつくり上げていくんだという意識、モチべーションを高めていただくことに力点を置いて

いきたいと思います。 

私自身、専業農家の長男であり、農業の未来に対しても強い思いを持っておりますので、

これまで町なかに限らず、４Ｈクラブや若手農業者の方々とも酒を飲みながら意見交換をし

てまいりました。残りの期間につきましても、仕事、プライベートかかわらず、様々な方々

とお会いをし、話をしてまいりたいと思います。 

また、人吉市に限らず、これは会津もそうでしたが、盆地というのは全国どこも閉鎖的な

地域であります。でも、だからこそ地域独特の文化も色濃く残っている、日本古来の魅力を

有したすばらしい地域であると思います。しかし、人吉球磨だけでも、現在10の自治体が合
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併をできずにいます。人吉市内でさえ足の引っ張り合いで一つにまとまることさえできない

ことも多々あるような気がします。無駄なコストはかかり、外部からお金を稼ぐ機会も失い、

結果として内部で循環するしかなく、一向に全体の経済規模が拡大をしないと。このままで

はせっかくの資源も宝の持ちぐされで終わってしまうのではないかと、心から本当に危惧を

しております。今からでも遅くはないと思っております。地域が一つになることの大切さを

説きながら、残りの期間一生懸命仕事に邁進をしていきたいと思っております。 

以上、お答えいたします。（「議長。12番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  12番。 

○12番（田中 哲君） 最後でございます。 

林副市長、若い女房役でございますので、喧嘩はすればするほど味も出てきますし、仲も

よくなると申します。遠慮なく夫婦喧嘩もし、田中市長が嫉妬するくらい振る舞い、そして、

残されました在任期間中、期待されました職責を遂行されますようにお願いいたします。 

それと同時に、家族ともどもいい思い出もつくっていただき、有意義に過ごしていただき

ますようにお願いし、私の一般質問を終了します。 

○議長（大王英二君）  ここで暫時休憩いたします。 

午後４時38分 休憩 

───────── 

午後４時55分 開議 

○議長（大王英二君）  休憩前に引き続き再開をいたします。（「議長、６番」と呼ぶ者あ

り） 

６番。 

○６番（村上恵一君）（登壇） こんにちは。６番議員の村上でございます。先ほどの田中議

員、そして市長、副市長の女房役談義を聞いておりまして、私の女房は少し私よりも出しゃ

ばるところがありまして、どういう評価していいのか非常に迷った次第でございます。 

今回は３点の項目で通告しております。１点は、市民の声から、便利になったタウンバス

の実績と今後。そして２点目に、教育行政から快適な校庭の実現となってますけど、これは

運動場の実現、芝生化について。そして３点目、消費者問題、中心市街地から食料品店が消

えていく食の砂漠化についてでございます。できれば５時35分までには終わりたいと思いま

すので、御協力よろしくお願いいたします。 

今回、第一問目に挙げております、九州産交グループの肝入りで運行しております「じゅ

ぐりっと号」と「さるく人吉」、このタウンバスについて質問を行いたいと思います。過去、

相当前ですけど、平成11年９月議会におきましても、市内に循環バスを走らせたいという思

いで質問を行ったことがあります。その頃は下青井町の現在地に産交バスさんが営業の拠点

を移したばかりで、非常にその待合所が古い家屋のままでございまして、イメージ的にもよ
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くなかったと、そういうことを取り上げて質問しました。そのときには、駅前のＪＲに近い

ところの上青井町の大きなカラオケ屋さん、今もカラオケ屋さんありますけど、あの敷地と

建物が一番最適ではないかという要望をしたのを覚えております。今でもあの場所が一番最

適だと思う次第でございます。 

さて、じゅぐりっと号は、昨年の４月から観光スポットをポイントに運行しております。

また、さるく人吉は、本年３月の１日から生活動線をポイントにして運行しております。こ

の両バスのこれまでの利用状況、そして１カ月フリーパス定期券というのがあるんですが、

この利用状況はいかがなものかお聞きしたいと思います。 

○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。 

利用状況ということでございます。まず、じゅぐりっと号でございます。じゅぐりっと号

は、昨年の４月25日にＳＬ人吉にあわせて運行を開始しております。その後、今年３月１日

からは市内循環型バスさるく人吉が運行したことに伴いまして、観光客に特化したルートへ

変更し、運行を継続しております。利用状況につきましては、ルートの変更前がトータルで

１万3,617名、ルートの変更後が３月から５月までの３カ月間で3,432名の利用となっており

ます。１日10便運行を行っておりますので、１便当たりしますと４名弱の利用となっており

ます。 

続きまして、さるく人吉でございますが、今年の３月１日から市内循環型としまして運行

を開始しております。利用状況でございますが、３月が709名、４月が867名、5月が960名と、

除々にではございますが増加傾向にあるようでございます。１日平日は上下16便、土曜・日

曜・祝祭日は10便の運行を行っており、１便当たり２名程度の利用があっております。１カ

月フリーパス、これは定期券のことでございますが、その購入状況でございますが、まず通

勤でございます。これは2,000円券でございます。３月が32枚、４月が19枚、５月が18枚の

購入となっております。通学、これは1,000円券でございます。３月が５枚、４月が20枚、

５月が14枚の購入となっております。 

以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 非常に思わしくない数字を聞きまして、びっくりしている次第なんで

すけども、１便当たりが４名弱、そして２名弱ということですから、大変厳しいかなと思っ

ております。また、フリーパスのほうも定期券ですね、これがどんどん減ってきていると。

通学のほうの1,000円のほうは若干ふえつつあるということなんですが、非常に思わしくな

いかな、どうにかしなければいけないなという思いがしてきます。そこで、じゅぐりっと号

とさるく人吉を乗り換える場合の連結がうまいこといっているかどうかというか、その辺の

視点から、この両バスは共通のバス停は、また場所はいくつあるのか。そして、乗りかえの

待ち時間はどのくらいになっておるのかお聞きしたいと思います。 
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○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。 

この二つのバスの共通のバス停ということでございますが、８カ所ございまして、人吉産

交、人吉駅前、中青井町、札の辻夫婦えびす神社前、九日町、願成寺温泉前、泉田保育園前、

人吉郵便局前となっております。待ち時間についてでございますが、じゅぐりっと号もさる

く人吉もそれぞれ１台での運行となっておりまして、また運行ルートも若干違いますので、

平均な待ち時間ということではございませんが、一例を挙げまして、共通のバス停の一つで

あります九日町で、例えば乗りかえた場合、じゅぐりっと号とさるく人吉では最大で１時間

程度、最短で２分程度の待ち時間となっているところでございます。 

以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） バス停の数をちょっと数えてみたんですが、じゅぐりっと号が21カ所、

さるく人吉が36カ所というバス停があるわけなんですけども、その中での共通のバス停が

８カ所ということであれば、よく考えられているのかなというふうに、動線から見て、ルー

トから見てもそういうふうに思った次第なんですが、問題は乗りかえの待ち時間だというこ

とを感じます。しかし、こちらを立てればあちらが立たずというようなこともありまして、

なかなか難しいのかなということも考えます。どのような方の利用が多いのかによって考え

なければならないということで、今後運行しながらまた見直される時期もやってくるのかな

というふうに思っております。この両タウンバスに関しまして、市民の皆さんは、このタウ

ンバスが走っているということは認識されておられるんですよね。しかし、興味はあるが利

用のきっかけをつくってやらないと利用までいかないと、至らないというような状況である

のは間違いないことだと思います。 

そこで、今まで広報なり何なり、この両バスをどのような形で掲載したのか、いつごろ掲

載したのかその辺をお聞きしたいと思います。 

○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。 

広報ひとよしによる周知の方法といいますか、回数の御質問でございました。広報による

掲載についてでございますが、いずれも今年３月からの運行でございましたので、さるく人

吉につきましては、２月15日号、またルート変更後のじゅぐりっと号につきましては、３月

１日号で周知のための掲載を行っております。なお、ルート変更前のじゅぐりっと号につき

ましては、昨年４月15日号で掲載を行ったところでございまして、合計３回の掲載を行って

いるところでございます。そのほかにも利用啓発にもつながるよう報道機関においても取り

上げていただいております。また、産交バス株式会社の御意見箱や、さらには市のホーム

ページへ利用促進につながるよう周知に努めてほしいという御意見もいただいておりますの

で、今後も引き続き、産交バス株式会社と連携を図りながら、さらなる周知に努めてまいり

たいと考えております。 
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以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 私もこのバスに両方乗ってみました。何度も乗ってみました。フリー

パスも購入してみたわけなんですが、たしか市の職員さんも結構買われたんじゃないかなと

思いますけども、さるく人吉の場合は、床が低い低床バスで乗り降りも結構しやすい、そし

て中も広くてすっきりとしているという印象でございました。座席は11人分ぐらいしかあり

ませんからそんなに多くはないんですが、実際の定員は50人ということらしいんですね、お

聞きしたら。大型バスで登録しているから50人なんだと。運転手さんに聞きましたらそうい

うふうにおっしゃいました。50人といったら、つり革を持ったりとか、縦の柱を持ったりし

ないと乗れないような人数になってしまいますけども、乗っておりましたら、御年配の方が

フリーパスで買い物袋を提げて乗ってこられたりとか、上手に利用されている方も実際には

おられました。 

そこで提案というかお聞きしたいんですが、このフリーパスをもっと違う路線にも利用で

きないかなと、利便性を持たせることが必要ではないかなというふうに思いました。例えば、

その市内の大畑行きの路線であるとか、鹿目行きの路線であるとかというところにフリーパ

スが利用できるようになると、非常に便利になると思うんですよね。そういうことで、フ

リーパスの定期券を他の路線と供用できないのか。いかがでしょうか、お聞きしたいと思い

ます。 

○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。 

このフリーパスを、定期券をほかの路線と共用はできないものかという御質問でございま

した。現在、フリーパス、この定期券を共用できるのは、じゅぐりっと号とさるく人吉のみ

となっているのが現状でございます。産交バスさんのほうへもほかの路線との共用ができな

いかとお尋ねをしていたところではございますが、今年３月から市内循環型バスが運行開始

したものの、まだまだ市内全体を網羅するような路線としての確立がされていないこと。人

吉市内のみならず、球磨圏域の路線との整合性も図らなければならないということなどから、

現時点での導入は難しいとの回答でございました。人吉市のバス路線の再編見直し、さらに

は人吉球磨圏域のバス路線の見直しとセットで検討させていただければというお話もあって

おりますので、引き続き利用者のサービス向上につながるよう、産交バス株式会社と協議を

してまいりたいと考えております。 

以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 始点と終点が市内にある路線に限れば、可能性があると思うんですよ

ね。利便性は確実に上がるんじゃないかなと考えます。他町村への路線は確かに、その県と

市が拠出している地方バス運行補助金ですか、この関係を考えますと、このフリーパスを共
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用するのは非常に厳しいものがあると思いますけども、山間部に延びる路線との共用は、市

民の方々にとって、これを利用しておられる御年配の方々が町なかの病院に行くとか、そう

いう買い物であるとか、そういう利用にとっては非常に乗りやすくなるし、いつでも乗れる

ということで利便性が上がるんではないかなと思います。フリーパスＯＫのサインを示すよ

うなこう大きなステッカーをそのバスに貼れば、「フリーパスＯＫバス」というような、そ

ういうような形で明示すれば、１日70円ぐらいの負担になるわけですから、車を持たない

方々にとっては最適のツールになってくるんではないかなというふうに思っておりますので、

他町村の路線を除いた山間部に路線に限定して、ぜひまたもう一度協議を行っていただけれ

ばというふうに思います。 

そこで、この両バスが走っているのは知っているのだけれども、経路やバス停の場所など

知らない方が多いと。ほとんどが知らないとも言っていいぐらいなんですが、今後は、その

しっかりと周知をやっていただきたいと思います。どのような方法があるのか、対策を考え

ておられるのか、ぜひその辺の御意見をお聞きしたいと思います。 

○市長公室長（深水雄二君）  お答えいたします。 

おっしゃるとおり、利用状況などから察しますところ、まだまだ周知ができていないとい

うことを痛感しております。さるく人吉は、高校生の利用など除々にふえつつあるところで

はございますが、やはり学校にも出向き、今以上の利用拡大に向けて周知をしていかなけれ

ばならないと強く考えております。 

また、産交バス株式会社におかれましても、保育園、幼稚園に出向き、交通安全教室やバ

スの乗り方教室を実施することで利用啓発につなげたり、じゅぐりっと号・さるく人吉の路

線地域であります町内の老人会に出向き、運行内容や料金及び定期券などについての説明会

を開催、さらには路線バス試乗体験なども計画されるなど、地道でかつきめ細やかな周知活

動を続けていただいております。先ほど議員もおっしゃいましたように、市の職員の中でも

通勤時間帯、ルートによっては利用している職員もおるようでございます。職員は常勤・非

常勤合わせれば500人以上おりますので、本当こう利用できる範囲においては、大いに利用

してもらい、そしてこのことをしっかり覚えるといいますか、把握をして地域にも帰って、

そういうふうな周知の仕方もあるのかなと思っております。今後ますます周知を図って、そ

の周知の仕方もありますけども、わかりやすい周知を図っていきたいと思います。 

以上、お答えいたします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） ぜひそのような形で周知の徹底を行っていただきたいと思います。私

も産交バスの営業所に行きまして、ちょうど係長がおられましたのでいろいろ話をしてまい

りましたら、そのようなことをおっしゃってまして、たしかきょうが・摩瀬の老人会のほう

に説明会を行って、きょう試乗会をやるというふうにおっしゃってました。そしてあしたも
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どこかでやると。「ぜひ九日町の商店主にも体験させてください」て言ったら、「ああ、そ

の次の機会は九日町でやりましょう」と。九日町の商店主が知ることによって、お客様に周

知するという方法もあるものですから、ぜひそういう方法を我々としてもとっていきたいと

思っております。 

また、これは一つの提案ですけども、人吉商連がきじ馬スタンプ会になりまして、今カー

ド化が実現して、ポイントが貯まっていくシステムが出ているわけなんですけども、この満

タンが500円の商品券になるわけですよね。ここら辺で、そのフリーパス券は2,000円なんで

すけども、例えば満タンのきじ馬スタンプ券が３冊で1,500円ですね。それで2,000円のフ

リーパスが買えるシステムとか、そういうのもいいなということで、きじ馬スタンプ会の理

事長のほうにも相談に行きましたら、それはおもしろいということで、そういう動きになっ

てくるかもしれませんので、そういう形で町としても応援していきたいと思っております。 

そういうことで、この項目に関しましてはこれで終わります。 

次に、教育行政、快適な運動場の実現、芝生化についてということでお尋ねします。中川

原公園がリニューアルされまして、すばらしい環境が整っております。６月１日から中に入

って散歩もできるようになったわけなんですが、上流側の芝生を見ておりますと、すがすが

しくいやされて、非常に気持ちのいいものがあります。ときにはその近くの町内の御年配の

方々が、グラウンドゴルフをされておりますし、そういうことで、学校にもぜひ芝生をとい

うことで、20年12月議会において仲村議員がこの質問を一度されております。そのときに当

時の教育長は、「小・中学校の芝生化につきましては、今後調査・研究をしていきたい」と

いうふうに答弁されております。その後はどのように調査・研究が行われましたかというこ

とでお聞きしたいと思います。 

○教育部長（赤池和則君）  お答えします。 

小・中学校の芝生化について、その後の対応でございますけれども、研修会に参加するな

ど調査・研究を行っているところでございます。平成20年12月議会での答弁におきまして、

東小学校の例を挙げて芝張りの導入経費だけで2,000万円くらいかかること。それから、芝

生に適した土を入れかえるための工事費がかかること。さらに、芝を良好な状態に保つため

のスプリンクラーの設置や、芝刈りなどの維持管理費がかかることなど、多額の費用が必要

となってくるとお答えしておりましたので、芝張りが具体的にどのくらいの費用がかかるの

かなどを試算をしてみたところでございます。あくまでも従来の方法でということでござい

ますけれども、運動場を芝生化するためには、運動場の表面は芝張りをするには硬すぎます

ので、掘削する必要があります。そこに芝生の育成に適した土を盛りまして、さらにその土

を適度な硬さにするために転圧をかけ、そこに芝を張るというようなよりよい方法で工事を

積算いたしますと、平米当たり約7,000円ほどかかるというふうなことでございます。 

そこで、市内の小・中学校の運動場をすべて芝生化するとなりますと、運動場の総面積が
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約12万8,000平米ほどございますので、約９億円の経費が芝張りだけでかかるというふうな

ことになります。このほかに芝刈り、散水、肥料散布、これらを行う人件費などの経費が毎

年必要となってまいります。このように多額の費用がかかるということですので、現在の本

市の財政状況におきましては、運動場の芝生化はかなり難しいのではないかと考えておると

ころでございます。しかし、芝生化のメリットも数多くございますので、今後も学校現場、

保護者等の意見を聞きながら、調査・研究を続けてまいりたいと考えております。 

以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 市内の全小・中学校の運動場を芝生化すれば９億円という金額聞いた

ら、誰もが引いてしまうんじゃないかなと思うんですが、当時も東小学校の例を挙げて答え

ておられました。中川原公園の芝の工事と同じ方法を想定されて、いろいろ金額計算された

んじゃないかなと思います。この品種は姫高麗芝ですかね。コストを抑える研究はまあされ

ていないようですね。 

そこで、この芝生化のメリットとデメリット、当時も答えておられますけど、もう一度そ

の辺をどう考えるのか。また、東小学校の運動場は面積何平米なのかをお聞きしたいと思い

ます。 

○教育部長（赤池和則君）  お答えいたします。 

まず、メリットとしましては、芝の柔らかさ、クッション性からけがをしにくいため、子

供たちがよく外で遊ぶようになること。砂ぼこりの飛散がほとんどなくなること。夏季の照

り返しや気温上昇を抑制すること。緑化によるいやし効果などが挙げられると思います。デ

メリットとしましては、先ほど答弁しましたとおり、芝生化の工事費が高額であること。ま

た、毎年維持管理費がかかってくること。維持管理が煩雑であること。芝の養生期間が必要

であり、使用ができない日がふえることなどが挙げられます。そのほかにも芝生化の失敗事

例として、教師に芝刈りや散水などの維持管理に多くの負担がかかったというふうなことも

ありまして、こういうこともデメリットの一つではないかと考えております。 

次に、人吉東小学校の屋外運動場の面積でございますけれども、１万3,687平方メートル

でございます。 

以上、お答えします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 当時と答えがほとんど一緒なんですけども、私も私なりにちょっと調

べてみたんですが、環境に対する効果というところで考えますと、熱的な環境の改善ですね。

気温が35度以上にならないと。しかも周辺の温度を下げてくれるという効果がある。それと

光の照り返しの防止、そして空気の質の改善、騒音の緩和、砂ぼこりの防止、それと雨水の

浸透性が高まる。そしてぬかるみ化の防止、霜柱の予防とか、あとは健康に関する効果とか
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様々ございます。また、教育的な効果でございますと、自然の感触をもたらす。児童・生徒

の体力向上、自然教育の場となる。そして、新しいコミュニティの形成になるというような

ところがあるのかなと思います。 

東小学校の面積が１万3,687平米というふうに答えられましたけど、坪数でいうと4,100坪

ぐらいになるのかなと、こういうふうに思います。 

そこで提案なんですが、コストの低い芝、芝生化の方式というのがございまして、以前に

はテレビでも特集でやっていました。私もちょうど見てたんですが、鳥取県にグリーンス

ポーツ鳥取というＮＰＯ法人がございます。ここの代表は外国人の方で、ニール・スミスさ

んという方が代表をされているんですが、その方がその芝生の普及活動を行っておられる。

その芝生というのは、何もその中川原公園みたいにきれいな芝生じゃなくても、ある程度雑

な芝生でもいいんだという考えのもとに普及活動をされているんですよね。その芝の品種が

ティフトン４１９という芝なんです。これはバミューダグラスという芝で、横に広がってい

くタイプなんですね。上にたくさん立つタイプじゃなくて、これを小さなコップぐらいのポ

ットに苗をつくって、それを50センチ間隔ぐらいでずっと埋めていくんです。これは子供で

もできます。保護者と子供と一緒になって、運動場に50センチ間隔でずっと植えていくとい

う作業をやる。ちょうど植え付け時期が６月中旬から下旬が最適ということで、ちょうど今

ぐらいの時期がいいんですけれども、一株当たりは大体20円ということですから、坪で計算

しますとどうなんですかね、１坪200円ぐらいになるのかなと思います。ですから、さきの

4,100坪を考えますと相当安くなる。まあ100万円以下、ウン十万円じゃないかなというふう

に思います。子供たちと一緒に楽しく植えつけができるということでございます。そして翌

年には、今度はその芝をもとに自分たちで苗をつくることができるんですね。ということは、

次からはあまりコストがかからないと。ただし人力は必要です、どうしても苗をつくるため

に。そういうことをやって、芝生化をやっていくという方法があります。手入れも非常にこ

れはかからないという芝らしいです。というのは、私の家にも試験的に先月の15日に植えま

して、ポット芝を40個植えました。だから大体６坪から７坪ぐらいの庭を今試験的に芝生化

しているんです。そういうことで、ぜひこういう方法もあるんだということをお示ししまし

たので、研究していただいて、ローコストな芝生化の研究をやっていただきたいと。私もぜ

ひその鳥取のほうに行って、このＮＰＯ法人に視察に行って勉強してみたいなというふうに

思っております。ですから、鳥取方式をぜひ研究していただけるかどうか、お聞きしたいと

思います。 

○教育長（堀 秀行君）  お答えいたします。 

平成20年12月の定例議会で仲村議員から御質問をいただいたことは、議員御指摘のとおり

でございまして、私もそのときのやりとりの議事録を読ませていただきました。大変いい議

論がなされているなというふうに感じたところでございます。そこでも、仲村議員から芝生
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化への提案というのもなされておりますし、さらに今回、議員からも鳥取方式ということに

検討してみたらというような御提案もございますので、今後費用面ももちろん含めて、メリ

ットも捨てがたいところがありますので、同時にデメリットも勘案しながら調査・研究を行

ってまいりたいというふうに思っております。ただその際には、やはり先ほど部長も申し上

げましたとおり、学校現場、ＰＴＡ、あるいは地域住民もかかわるかもしれません。などに

も情報を提供して、十分意向を把握することが欠かせないことだと考えているところでござ

います。 

以上、お答えいたします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） ぜひ調査・研究していただきたいと思います。保護者の方の中でも、

その芝生化まで考えが及ばない方でも上中学校の運動場を見れば、これはいいわというふう

に思うわけですね。ただし、上村学校の森すべてを見たときに、これは相当な管理費がいる

だろうなというふうに思うわけなんですが、そんなにきれいな芝じゃなくて、ある程度その

弾力性を持つ、雑草も多少は植わる芝ですね。そういう形の芝生化をやっていいんじゃない

かなと私は思いますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 

スポーツ少年団にかかわりを持っておられる福屋議員からちょっとお聞きしましたら、既

に中原保育園は鳥取方式を取り入れているということだったですね。ぜひ市内にそういう例

がありますので、見ていただければと思います。 

この件はこれによって終ります。 

次は３項目めですが、消費者問題でございます。中心市街地から食料品店が消えていく食

の砂漠化の問題でございます。 

商業地の郊外化などで地域の小売店などが撤退して、車を持たない貧困者や高齢者が取り

残されて、安価で良質な生鮮食料品を購入することが困難になりつつあると。生活の利便性

や健康を、生鮮食料品を買えないことによって健康を損なうケースもふえているということ

で、これを食の砂漠化、横文字で言いますとフードデザート、買い物難民という言葉も使わ

れているようでございますが、先ほどは芝生化でしたけど、今度は砂漠化の話題でございま

して、このような状況に追い込まれている人々を買い物難民という表現をするらしいですが、

ＮＨＫテレビのほうでもこの問題が紹介されたようでございます。 

そこでお聞きします。地域、町内による高齢化の状況はどんな状況になっているのかとい

うことと、中山間地の限界集落化の状況はどうなっているのか。また、今後の予想される状

況はいかがなものかということをお聞きしたいと思います。 

○健康福祉部長（中村明公君）  それでは、お答えいたします。 

本市の高齢化率でございますが、平成22年３月31日現在におきまして29.4％となっており

ます。５年前に比べますと2.63ポイントの伸びを示しております。高齢化率が高い地域は田
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野・大塚校区、次いで矢岳校区、大畑校区となっております。中でも西大塚・東大塚町内は

50％を超えております。また、高齢化率40％台の町内は大工町を初め、田野町、下新町、矢

岳町など６町内がございます。 

次に、限界集落についてでございますが、過疎化や高齢化の進行などによりまして、人口

の50％以上が65歳の高齢者となり、冠婚葬祭などの共同生活の維持が困難になった集落のこ

とでございますが、集落それぞれの特徴もありますことから、世帯や人口、高齢化率等の数

値のみで限界化を判断することは難しいと思われるところでございます。実態調査は行って

おりませんけれども、本市におきましては、先ほど申し上げました２町内の中に限界集落が

存在するのではないかと考えております。 

それから、今後の予測でございますけども、町内ごとの推計はできておりませんが、本市

全体といたしましては、本年度から来年度までは、わずかながら高齢者は減少いたしますが、

平成24年度から団塊の世代が65歳を迎えますことから、高齢化に拍車がかかり、平成26年度

には65歳以上の高齢者が１万1,000人を超え、高齢化率が32.5％になるものと推計いたして

おります。このことから、現在高齢化率が高い山間部あるいは町なかの町内におきましても

一層高齢化や過疎化が進み、限界集落がふえるものと思われます。 

以上でございます。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 高齢化率が30％オーバーするのももう間近のようでございますね。確

かに、山間部でかなり高くなっている。しかし、市内中心部でも将来によっては非常に高い

ところがあるということで危惧されます。先ほど限界集落は２カ所。調べましたところ、限

界集落以前の状態を準限界集落という表現をされるみたいですね。限界集落は65歳以上です

けど、準限界集落の場合は55歳以上。55歳以上の人口比率が50％を超えている場合がその準

限界集落ということらしいですね。ここら辺も一応視野に入れてちょっと調べていただいた

方がいいのかなというふうに思いました。 

そこで、今度は町なかのほうにちょっとこの問題を引っ張っていきますけども、日米構造

協議のもとで米国側から大店法の撤廃要求がありまして、平成12年に大店法が撤廃され、そ

れによって中型、大型のお店が郊外に集中しまして、町なかの商店街がシャッター通り化し

始めたと。これは我が市もそうですし、全国的にそういう動きになってきたと。この大店法

撤廃後、人吉市の商店数の変化と立地状況を調査したことはあるでしょうか。ここをお聞き

したいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

商店数の変化等の調査に関しまして、市独自での調査は行ったことはありませんが、人吉

商工会議所のほうで常時データ処理され、商工業者の数を管理されておりますので、それに

より情報の共有を図っているところでございます。 
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大店法撤廃後の商店数につきましては、これらの情報をもとに、卸売小売業という業種分

類でその変化をお答えさせていただきたいと存じます。 

大店法が廃止をされました平成12年の卸売小売業の数は494店舗でございまして、各年度

で若干の増減はございますが、その後、平成15年の503店舗をピークに減少傾向にございま

す。昨年の卸売小売業で464店舗となっておりまして、ここ10年間で30店舗ほど減少してい

るという状況でございます。 

以上でございます。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） ここ10年間で約30店舗ほどが減少しているということは、計算します

と約６％ぐらいの店がなくなっていったということでございます。考えてみますと、食料品

店の分野で考えますと、ここ数年間をみましても、市内の中心部におきまして二日町の中型

スーパーがなくなりました。そして瓦屋町のやはり中型スーパー、そして鬼木町におきまし

ては、もうつい最近、大手ですよね、大型のスーパーが廃業撤退しているという状況でござ

います。そうなってくると、本当に山間部だけではなく、町なかもなかなか買い物がしづら

い状況になってきているということでございます。 

そこで質問なんですが、生鮮産品・野菜・肉・魚といかないまでも新鮮な野菜に絞って、

新鮮な野菜を買える食料品店の数はどのようになっているのか。分布はどんなもんなのか、

お聞きしたいと思います。 

○経済部長（椎葉文雄君）  お答えします。 

野菜の買える食料品店という形態での調査は行ったことはございませんし、統計上の区分

でもできない状況でございます。そのような中、可能な範囲で調べたところ、市内において

は、おおむねでありますが、40店舗程度あるようでございます。これはある意味確実に野菜

の販売が行われているところでございますので、実際にはそれ以上の店舗が存在しているの

ではなかろうかと思っております。その分布といたしましては、やはり市街地ほど多くて、

郊外に行くほど少なくなっているのが実情のようでございます。そのほとんどが食料品店や

スーパーを含む大型店というような状況でございます。 

以上でございます。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 新鮮な野菜が買える食料品店の数と分布はということで、この質問に

答えるには事前の調査が相当必要で、時間のかかる問題であったかなというふうに思います。

しかし、生鮮産品の中でも健康を維持するに当たって、この新鮮な野菜は絶対欠かせないと

いう観点からお聞きしたわけでございます。実際に人吉市内の地図にそのようなお店をずっ

とプロットしてみて、地域ごとの今度は高齢化率を色分けするという形でしてみたらば、恐

らくこの辺は空白地帯だなというのが明白になるはずなんですよね。だから、ぜひそういう
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調査も今後は進めていってほしいなと思います。御老人の場合、その健康状態によって100

メーター歩くのがやっとだという方もおられれば、１キロ歩いて買い物に行かれる方もおら

れる。まあさまざまかもしれませんけども、例えば数百メートルの範囲内に食料品店がない

というような状況が発生しているのではないかなと思いますので、その辺もぜひ今後調査し

ていってほしいと思います。 

そこで、この食の砂漠化の状況を今後どう把握して、今後どのような対策を講じたらいい

のか、非常に難しい問題でございますが、市長にお聞きしたいと思います。 

○市長（田中信孝君）  お答えいたします。 

買い物難民、あるいは買い物弱者という表現がよく最近使われております。ここでは買い

物弱者という表現を使わせていただきたいと思います。実は、議員も御承知かと存じますが、

先月、経済産業省の「地域生活インフラを支える流通のあり方研究会報告書」が発表されて

おりまして、その中でも買い物弱者と呼ばれる人々が、全国で推計600万人程度いると発表

されたところでございます。よって、私もここ一、二カ月ぐらい前からこの問題に意識を向

けるようになった次第でございますが、単純にこの計算式を本市に当てはめてみますと、あ

くまで推計ではございますが、2,000人程度の買い物弱者がいらっしゃるのではなかろうか

と考えられるところでございます。もちろん地理的なもの、生活条件等々ございますので、

その実態につきましては把握できないのが現状でございます。しかしながら、買い物が困難

な状況におかれている人々が多くおられるのは事実でございますし、今後も増加傾向にある

ことは言うまでもございません。そのような意味でも、実態把握のための調査の必要性を痛

感しているところでございますが、福祉関係機関において調査が続けられておりますので、

これを参考にしてまいりたいと思いますし、二、三の町内会長、地域周辺の町内会長さんた

ちにお尋ねをしたところ、具体的にもう何名だという数字がはっきりと町内会長からお示し

をいただいたところでございます。 

また、買い物弱者に対する対策についてでございますが、環境の違い、ニーズの違い等そ

れぞれ違った事情をお持ちになろうかと感じております。したがいまして、そういった様々

な事情に応じた新たな流通形態の確立が、必要ではなかろうかと考えているところでござい

ます。このような実態を踏まえ、ここ２カ月程度関係者から意見を聴取してまいりましたが、

例えば、お客様に商品をお届けする宅配サービス、商品を積載し巡回する移動販売、あるい

は店舗までの移動手段である交通手段の提供など、その対策も実態に即した中で、効果的な

ものが必要になってこようかと存じております。これら買い物支援の取り組みに関しまして

は、基本的には、ビジネスベースでの取り組みで対応されることが望ましいのではないかと

も感じております。例えば、阿久根市のＡ－Ｚというところは、自らのスーパーが買い物バ

スを運行しているということでございますが、本市市内におきまして、流通関係者だけで、

地場の流通関係者だけでビジネスとして行うことも厳しい面もあるようでございます。民間
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の流通機能等をどのような手段、方法、連携によって補完していくか検討してまいらなけれ

ばならないと考えているところでございます。 

以上、お答えといたします。（「議長、６番」と呼ぶ者あり） 

○議長（大王英二君）  ６番。 

○６番（村上恵一君） 非常に難しい問題ではございます。今、市長言われましたように、阿

久根のＡ－Ｚでは100円バスを走らせているということなんですね。逆に言えば、町なかが

それをやらなければいけないのに、大型スーパーがやっているような状況ですから、我々も

ちょっと考えなければいけないなというふうに思います。人吉市内では、その食品の宅配、

宅食と言うらしいですけど、宅食をやっているスーパーがあられます。今５名ぐらいでやっ

ているということなんですが、これも非常に採算面から厳しいということで、いつまで継続

できるかはわからないというようなことをおっしゃっておりました。これこそ継続していた

だきたいというものがあるんですけど、何が行政でサポートでるのか。何かいい方法があれ

ばなというふうに考えるところでございます。 

また、一番最初に一般質問の項目として上げましたタウンバス。これらの有効利用は非常

にこの問題とリンクしてまいりまして、買い物難民を救えるのではないかなというふうに思

っております。どちらにしても市内の商業者がこの問題に気づくことが必要でございます。

意外と気づいていないのかなというような可能性もございますので、ぜひいろんな調査を終

えた時点で、民間の会社・業者と協議する場をつくっていっていただきたいなというふうに

思っております。 

また、これは福祉部門も大きな関連を持っておりますので、高齢者の健康問題に直結する

ことから、民生委員さんや高齢者相談員さんですね、こちらの方にも通しまして、そのよう

な町なか、あるいはその山間地の状況を調査していただきたいというふうに思っております。 

ということでこの問題は終わらせていただきますが、冒頭に私は「妻は目立つ」と言いま

したけど…何て言いましたかね。「でしゃばる」と言いました。「妻は目立つ」に変更させ

ていただきます。 

以上で終わります。 

────────────────────────── ────────────────────────── 

○議長（大王英二君）  以上で本日の議事は全部終了いたしました。 

本日は、これをもって散会いたします。どうもお疲れさまでした。 

午後５時45分 散会 
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